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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　これから少し、一風変わったおとぎ話をしようと思う。

　お話の舞台は、今よりも七十年ほど若い頃のこの世界。

　それは、僕らの祖父母、あるいはもっと前のご先祖様が青春を過ごした時代。

　世界が戦争の混沌へと突き進んでいく激動の時代―――




　こんにちは。著者の田中天たなか・たかしです。

　お蔭様で、本シリーズも三巻目。編集氏からは「もう好きにやっちゃってください」とのお言葉をいただき、このまま勢いの続く限り続刊できそうな雰囲気です。

　……けれど。本シリーズは第三巻を以もって幕引きとすることにいたしました。

　理由は簡単、「戦争が始まるから」です。

　一巻『東邦の快男児』は作中の暦で一九三八年五月、二巻『熱き夕陽の快男児』は同年八月、そして三巻は一九三八年末から一九三九年初頭にかけての出来事を描いています。

　一九三九年……この年の九月一日早朝、ナチスドイツは隣国ポーランドへと武力侵攻を開始します。それは即ち、黄昏時トワイライトの終わりと第二次世界大戦の始まりを意味します。

『トワイライト』シリーズは、戦争という闇が訪れる直前の黄昏時トワイライトにおける冒険活劇です。戦時下における超人オーヴァードたちの活躍は、また別の機会に語られるべきことでしょう。

　また、〝全三巻〟というのは実に収まりのいい字面です。三という数字は芸げい事ごとの〝序じよ破は急きゆう〟や茶道の〝守しゆ破は離り〟にも通じ、平ひよ仄うそくが合っています。故に、これにて幕。

　風のように去ってこその快男児。有終の美を飾ってこその快男児。




　さてさて。本書『さらば愛しき快男児』には、ＴＲＰＧ『ダブルクロスThe 2nd Edition』のプレイ風景を文章化したもの……いわゆる「リプレイ」が二編収録されています。

　ＴＲＰＧとは、ＧＭ（ゲームマスター）を中心として、プレイヤーが複数名集まり、会話によって架空世界での冒険を楽しむ、コミュニケーションのゲームです。

　本書に収録されたリプレイは、正義の超人たちがナチスに立ち向かう冒険活劇です。

　願わくば、本書があなたの心に心地よいものをもたらさんことを。





本書に収められた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。

実在の人物・団体・思想・宗教等とはなんら関係はありません。








序破急　日本の芸事の概念。「起承転結」に似たものと考えるとよい。

守破離　茶道の修行段階を示す言葉。基本を学び、応用し、そして独自の道を切り拓くという三段階を表す。













前巻までのあらすじ






　時は一九三八年。満まん洲しゆう国にて探偵業を営む快男児・天花寺大悟てんげいじ・だいごは、ひょんなことから世界を股にかけた冒険へと旅立つこととなる。旅の仲間は、ナチスから脱走した少女クリスに、ノストラダムスの予言書を持つ魔術師ギヨーム、そしてＭＩ６が誇る天才発明少年フィン。

　最初の冒険の舞台は欧州ヨーロツパの小国・ヴォルスング公国。超古代ムー文明の秘宝を狙い、ナチスドイツの超人兵士が迫り、悪しき摂せつ政しようが姦かん計けいを張り巡らす。だが大悟たちは悪漢どもを打ち倒し、公国の姫君マリアグレースを救うことに成功した（一巻『東邦の快男児』）。

　次の舞台は中東。大悟は旧友たる〝アラビアのロレンス〟の遺志を継ぎ、遥はるかシュメール文明の神々が残した遺産〝天てん命めいの書しよ板ばん〟を巡り、美しき魔人クレオパトラ・ダンディらナチスの軍勢と激戦を繰り広げる。大悟たちの活躍によりナチスは敗れ、世界を滅ぼしかねない遺産は眠りについた。彼らの正義と勇気溢あふれる偉業に、ロレンスの養女ファティマは心を打たれ、その顔に健やかな笑みを取り戻すのだった（二巻『熱き夕陽の快男児』）。

　仲間と別れ、風のように去ってゆく大悟。

　彼が次に姿を現す地は……懐かしき故郷、日本！




















PREPLAY






　時は一九三八年。

　欧州ヨーロツパではナチスドイツが台頭し、亜ア細ジ亜アにおいては日本が長い長い泥どろ沼ぬまの大おお戦いくさへと突とつ入にゆうしつつあった頃ころ。

　昨日より今日は昏くらく、

　今日より明日はなお暗い。

　世界は繰くり返し時を刻きざみながらも着実に、〝第二次世界大戦〟という名の大破局カタストロフへと向かいつつあった。




　さて、最終巻である。

　随分と前から「最終エピソードはこんな感じにしよう」というおおまかなイメージは抱いていた。あとはそれに向かってシナリオを作成するだけ……かというと、そうでもない。

　最終回よりも前に、ひとつやっておかなければならないことがある。

　それは、「大悟に物語の焦点を当てること」だ。

『トワイライト』シリーズの主人公である大悟は、これまで幾いく多たの強敵と渡り合い、ヒロインたちを救い、不可能を可能としてきた。

　だが、これまでのエピソードはすべて「大悟が他人の面倒事を解決する話」だったという見方ができる。

　そう、大悟自身にまつわる話は何も語られていないのだ！

　ならば、次に語られるべきは「天花寺大悟の物語」でなくてはならない。

　そうと決まれば、あとは一いつ瀉しや千せん里り。舞台となる場所、登場させるべきＮＰＣ、そしてＰＣたちが関わることになる事件……それらが次々と決まっていく。

　舞台は、日本。大悟の……そして我々日本人の祖国だ。

　この地で如い何かなる物語が繰り広げられるか……それは、本編を読んで確認していただこう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　二〇〇七年、春。

　ゲーム製せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に俺を含ふくめ五人の男たちが集っていた。




田中天たなか・たかし（以下：ＧＭ）：皆みなさん、お集まりいただきありがとうございます！

一同：うーっす！




　居い並ならぶ面メン子ツは、本シリーズの読者の皆様方にも馴な染じみ深ぶかいことだろう。

　では、改めてひとりひとり紹しよう介かいしていくこととしよう。




▼稲葉義明いなば・よしあき　担たん当とうＰＣ：天花寺大悟てんげいじ・だいご（以下：大悟）

　熟じゆく練れんのフリーライター。歴史や神話伝でん承しようを始めとして様々なジャンルへの造ぞう詣けいが深い。リプレイライターとしても卓たく越えつした技ぎ量りようを誇ほこり、『ダブルクロス・リプレイ・ヴァリアント』（富士見書房刊かん）収しゆう録ろくの「京けい城じよう月つき影かげ抄しよう」や、『アルシャードガイア リプレイ 神の贈おくり物』（エンターブレイン刊）などに筆力を遺い憾かんなく発はつ揮きしている。

　本シリーズでは、超ちよう人じん的な素す手で格かく闘とう術じゆつで悪漢どもを蹴け散ちらす義ぎ俠きようの漢、〝東邦の快男児〟天花寺大悟のプレイヤーを務つとめている。思えば、この快男児なくして本シリーズは存そん在ざいし得なかっただろう。




▼小太刀右京こだち・うきよう　担当ＰＣ：クリステル・フォン・エッシェンバッハ（以下：クリス）

　驚きよう異い的な仕事量を精せい力りよく的にこなす新しん進しん気き鋭えいの若わか手てライター。今年の七月には、『ダブルクロス・リプレイ・ストライク　天からの一いち撃げき』（富士見書房刊）を上じよ梓うし、好こう評ひようを博した。これからより一いつ層そうの活躍が期待される。

　本シリーズでは、天才的な頭ず脳のうと射しや撃げき能のう力りよくを有する超人兵士でありながら、己おのれを生み出したナチスドイツへ反旗を翻ひるがえした〝ゲルマンの超ちよう少しよう女じよ〟クリスのプレイヤーを務めている。




▼細野君郎ほその・きみお　担当ＰＣ：ギヨーム・ド・ノートルダム（以下：ギヨーム）

　俺の幼おさ馴なな染じみにして、素す晴ばらしいゲームセンスを有する男。Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の公式イベントにおいても、しばしばそのマスタリングテクニックを発揮して貰もらっている。

　本シリーズでは、ノストラダムスが遺のこした〝本物の予言書〟と、西洋魔ま術じゆつを駆く使しする〝予言書の怪かい人じん〟ギヨームのプレイヤーを務めている。




▼矢野俊策やの・しゆんさく　担当ＰＣ：フィン・ブースロイド（以下：フィン）

　言わずと知れた『ＤＸ２』のデザイナーにして、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の有能な社員として日夜愉快なゲームの製作に心血を注いでいる男。『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズ、『同・アライブ』シリーズ（いずれも富士見書房刊）等、ギミックを凝こらしつつも骨ほね太ぶとかつ繊せん細さいなストーリーのリプレイの名手として知られている。

　本シリーズでは、英国情じよう報ほう部ぶＭＩ６の天才発明少年〝科学の申し子〟フィンのプレイヤーを務め、情報収しゆう集しゆうから敵てきの攪かく乱らん、戦せん闘とうと、多方面にわたる活躍を見せてくれる。




ＧＭ：さて、そんなこんなで遂ついに最さい終しゆう巻かんとなりました。

大悟：全三巻か……長かったような、短かったような。

ギヨーム：（しみじみと）まだまだ続けていたいねー。

クリス：同感ですねぇ。

ＧＭ：そう言って貰えるのは嬉うれしいが、ひとまず区切りをつけて筆を置こうかと。第二次世界大戦も始まっちゃうしね。

大悟：なるほどな。ま、最終回に向けて全力で行くか！

ＧＭ：はい、何卒よろしくお願いいたします。さて、各人のハンドアウト……の前に。

一同：？

ＧＭ：先にシナリオタイトルを言っておこう。今回のタイトルは―――




「快男児故こき郷ように帰る　～帝てい都と壊かい滅めつ計画～」




一同：おおおーっ！

クリス：（嬉しそうに）遂に日本が舞ぶ台たいのシナリオが来ましたね！

フィン：でも「壊滅」とか言ってるぞオイ。

ギヨーム：大悟、可哀かわい想そうに。

大悟：滅ほろびるのは確かく定ていなのか？（笑）

ＧＭ：確定じゃないっす。つか、それをさせないのがあんたらの仕事！（笑）

大悟：ふぅむ、頑がん張ばるとしよう。

ＧＭ：ではハンドアウトを配ります。今回は真打ちともいえる大悟のハンドアウトは後回しにして、まずはクリスから。

クリス：はーい。




▼ＰＣ②：クリステル・フォン・エッシェンバッハ

ロイス：ドクトル・ファウスト　ポジティブ：感服／ネガティブ：恐きよう怖ふ

　君は、大事な友人であるマリアグレース大公から直々の〝依い頼らい〟を受けた。




クリス：お。マリアが再さい登とう場じようするんですね。これは嬉しい。

ＧＭ：今回はヒロインじゃなくて依い頼らい者しや役だけどね。……さぁ続けようか。




　マリアの話によると、ナチスが誇ほこる悪あく魔ま的てき天才科学者ドクトル・ファウストが日本に渡わたったとのことだ。

　彼は超人兵士計画の研究者であり、君をヴリルパワーに覚かく醒せいさせた張ちよう本ほん人にんでもある。

　彼が現あらわれる場所には悲ひ劇げきしか起こらないことを、君はよく知っている。

　ファウストが何を企たくらんでいるにせよ、これを放置するわけにはいかない！




クリス：あくまてきてんさい！（爆ばく笑しよう）

フィン：その表ひよう現げんだけでもう間ま違ちがいなく敵にしか思えない（笑）。

クリス：まるで江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの小説にでも出てきそうですね。

ＧＭ：少し意い識しきした。ほら、乱歩が『怪人二十面相』を書いたのが一九三六年だし、丁度日本が舞台なんで。

クリス：なるほど。しかし、ナチス関係の知人はつくづくロクなのがいませんね（笑）。

ギヨーム：（頷うなずきながら）少しよう佐さ……ダンディ……ハルバッハ。みんな良い奴やつだった……。

クリス：全っ然、良くないですよ！（爆笑）




▼ＰＣ③：ギヨーム・ド・ノートルダム

ロイス：リヒャルト・ゾルゲ　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：不信感

　不ふ手て際ぎわからナチスに追われる身となった君は、逃亡中に乗り込んだシベリア鉄道の中で意外な人物に出会った。

　リヒャルト・ゾルゲ。

　ドイツ人でありながら、ソヴィエトのスパイとして暗あん躍やくする男。

　彼は、君の逃とう亡ぼうを手助けする見返りに、ひとつの仕事を依頼してきた。

　依頼内ない容ようは、日本軍の〝鉄人計画〟についての調ちよう査さ。

　詳しよう細さいは不明だが、オカルト絡がらみの危き険けんな計画であることは間違いないようだ。




ギヨーム：（驚いた声で）ほう、ゾルゲか！　実在の有名スパイだな。

ＧＭ：その通り。ソ連のスパイでありながら、ドイツ人記者を装って日本に潜入していた男だ。折角だから、歴史的有名人を引ひっ張ぱってきたよ（笑）。

フィン：あれ、でもゾルゲって捕つかまって処しよ刑けいされたよね？

ＧＭ：ゾルゲが尾崎秀実おざき・ほつみらと共に日本の警けい察さつに逮たい捕ほされるのは一九四一年だ。シナリオの三年ほど後のことになるね。

フィン：あ、そうなんだ。

ギヨーム：それに加えて鉄人計画……やべぇ、言葉の響ひびきからして超燃える！

大悟：リモコンで動く巨きよ大だいロボットが出てきそうな予感がするぞ（笑）。

ギヨーム：あ、そうだ。ＧＭ、俺の予言書についてちょっと提案があるんだけど。「予言書の力が弱くなってきている」ってことにしてもいいかな？

一同：（全員、驚いた顔で）えっ!?

ＧＭ：おいおい、予言書は君の人生の指針だろうに（笑）。

ギヨーム：最終回が近いから、ラストに向けて演出上の仕込みをしておきたくて。なんだか最近、上手く解読できないとか、そんな感じでひとつ。

ＧＭ：ほうほう。

ギヨーム：予言が不確実になったんで仕事に失敗し、ハンドアウトにあるようにナチに発見されて追われてるってことでどうかな？　無理そうなら、この案は取り下げるけど。

ＧＭ：（しばし考え）……それは面白いアイディアだ。じゃあそれでいこう。

ギヨーム：ありがとう。




▼ＰＣ④：フィン・ブースロイド

ロイス：天花寺千ち早はや　ポジティブ：好意／ネガティブ：劣れつ等とう感

　駐ちゆう日にち英国大使館筋すじが摑つかんだ情報によれば、日本軍内部にクーデターの兆しがあるという。

　国こく際さい情じよう勢せいが悪化している昨今、その結果如何いかんによっては世界大戦を引き起こしかねない。

　これを調査し、秘ひ密みつ裏りに解かい決けつできる人員は君をおいてほかにはない。

　日本へと送り出された君は、ひとりの可か憐れんな日本人女じよ性せいから親切にされた。

　彼女の名前は、天花寺千早。




フィン：天花寺？

ＧＭ：うん。一巻のキャラ説明で、大悟の初期ロイスに妹さんがいたでしょ？　あれはいい設定だから、今回のヒロイン役に抜擢させてもらったよ。

一同：おおおーっ！

大悟：まさか本当に登場する日が来ようとは（笑）。

クリス：どんな人なんですか？

ＧＭ：ええとね、青山の女子学習院に通う十八歳さいの女学生。名家のお嬢じよう様さまなので礼法と教養は身についてるけど、その性せい格かくは大悟の妹だけあって明めい朗ろう快かい活かつで、ややお転てん婆ば……という感じの設せつ定ていにしたんですが、稲葉さんとしてはこれでいいでしょうか？

大悟：（うんうんと頷きつつ）うん、まったく異い存ぞんはないよ。

フィン：それにしても……クーデターかぁ。

ギヨーム：なんとも剣けん呑のんな雰囲気だな。

フィン：そんなところに子こ供どもを放ほうり込こむとは、ＭＩ６め（笑）。

大悟：さて……最後はいよいよ俺か。ロイスは妹かな？

ＧＭ：いいえ。千早は大悟の初期ロイスですから、改めて渡したりはしません。その代わり、別の重要人物を用意しました。

大悟：（興味深そうに）ほう？




▼ＰＣ①：天花寺大悟

ロイス：山住清鷹やまずみ・きよたか　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：不安

　山住清鷹は君の親しい幼馴染だ。

　文ぶん武ぶ両りよう道どうにして質しつ実じつ剛ごう健けん、実に見事な日本男児である。

　その彼が、なんと君の妹である千早と婚こん約やくしたという報しらせが入った。

　だが、ある筋の話によれば、最近、清鷹に不ふ審しんな点が見受けられるという。

　長いこと会わぬ間に、彼に何が起こったというのだろうか？

　ここは、真実を確たしかめるためにも日本へと戻もどるしかあるまい。




ＧＭ：というわけでお待たせしましたが、大悟のハンドアウトです。

大悟：久ひさ々びさに会う妹が、いきなり結けつ婚こんか！

ＧＭ：結婚です。しかも相手は、あなたの親友。

大悟：……この山住清鷹ってのはいい奴なんだよな？

ＧＭ：もちろん。千早も含め、幼よう少しよう期きはよく三人一いつ緒しよに遊び、士官学校では同じ釜かまの飯を食った同期の桜さくらって奴です。

大悟：ほほーう。それが俺の妹と結婚か。なんとも喜ばしい限りだ……とはいかないわけか（ハンドアウトを眺ながめつつ）。

クリス：力強く〝不審な点が見受けられる〟と書いてありますね（笑）。

フィン：僕ぼくのハンドアウトに書かれてる〝クーデター〟の五文字が、なんだかとても気になりませんか！（笑）

大悟：（真剣な表情で頷く）ああ、俺も気になる。ううむ……。

ＧＭ：それではハンドアウトの解説も終わったところで、前巻で得た経験点を使用してキャラを成長させてくださいな。











































▼大悟の成長

大悟：色々と迷まよったが、まずは《かまいたち》を取得した。手の先から〝気〟の塊かたまりを放つ……〝遠とお当あて〟って奴だな。

ＧＭ：おお、遂に波動拳けんを会得しましたか（笑）。

クリス：これで我われ々われ全員が射撃攻こう撃げき可か能のうになりましたね。これは心強い。

大悟：そして、防ぼう御ぎよ行動を不ふ可かにする《獣けものの王》と、クリティカル値ちを下げる《リミットリリース》も取った。

ＧＭ：どちらも一シナリオ一回しか使えないエフェクトですね。

フィン：そん代わり強力だけどね。

大悟：切り札が《マシラのごとく》だけじゃ不安でな。タフな敵が多いから。

ＧＭ：おっしゃる通り（笑）。

大悟：強力な分、侵しんし蝕よく率りつの上じよう昇しようが怖こわいことになるが……まぁなんとかなるだろう（笑）。




▼クリスの成長

クリス：さて、わたしの成長ですが……。

ＧＭ：今回はどんな銃じゆうにするの？（笑）

クリス：基き本ほんに立ち返ってモーゼルＣ96にいたしました。それも二挺ちよう固定化して、さらに《マルチウェポン》を取得。

フィン：いいねー、二挺拳けん銃じゆう。

クリス：レベル１なんで、侵蝕率[image: 100]％未満の間は一挺しか使えませんが。[image: 100]％以上になってエフェクトのレベルが上がった瞬しゆん間かん、左手で二挺目をエレガントに抜ぬき放つわけです。

ＧＭ：エレガントか（笑）。

フィン：そういや、戦前の日本って銃器ＯＫなの？

クリス：当局に届とど出けでをすれば、結けつ構こう簡かん単たんに銃を持てたそうですよ。

大悟：徴ちよう兵へい制せいで銃器の扱あつかいに慣なれてる奴も多かったし、現げん代だい日本よりは日にち常じようで銃を目にする機会は多かっただろうな。

フィン：へぇー、なるほど。

クリス：また、《全知の欠片かけら》《光の弓》《スターダストレイン》を、それぞれ１レベルで取得しました。

ＧＭ：遂にレーザーを発はつ射しやできるようになったか（笑）。

クリス：射撃の才さい能のうとは別に、本ほん格かく的に〝ヴリルパワー〟が開花しつつあるという設定です。《ピンポイント・レーザー》と組み合わせれば、シーン全体に装そう甲こう値無む視しの破は壊かい光線を！

ＧＭ：超人兵士の名に恥はじない、人間兵器と化しつつあるなぁ。

クリス：「ああ、なんて恐おそろしい力なのー」と自分の才能に戦せん慄りつしておきましょう（笑）。




▼ギヨームの成長

ギヨーム：私の成長は《ガードポイント》２レベル取得。以上！

ＧＭ：簡かん潔けつね（笑）。

ギヨーム：うむ。もはや私の道は防御の拡かく充じゆう以外にない（笑）。これで防ぼう具ぐの装甲点を上昇させ、より大だい規き模ぼなダメージに備そなえよう。

クリス：いったいどんだけ頑がん丈じようになったんですか？

ギヨーム：（手元で計算して）……ええと、全力で受けエフェクトを使って、《氷雪の守しゆ護ご》まで使うと、ダイス目次第で80点程てい度どのダメージを食らっても生きてられそう。

クリス：す、すごい……。

ＧＭ：もはや通つうじ常よう兵器は無意味だな。ギヨーム、君はどこまで行こうというのだ（笑）。




▼フィンの成長

フィン：こちらは《フルインストール》をいきなり３レベルで取得。とにかくダイス数を増ふやす作戦でいくことにしたよ。

ＧＭ：３レベルってことは……使用時にはダイス12個こ追加か。豪ごう快かいな数だな。

フィン：ダイス数は力だからねー。あと、《磁じ力りよく結界》を１レベルで取得。これで敵の攻撃を避よける目が出てきた。

大悟：フィンのトランクがどんどん怪かい物ぶつ的な機械の塊になっていくな。

ＧＭ：そして他人にはまったく仕組みがわからない。

フィン：失礼な！　ちゃんとした科学ですよカガク！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：キャラの成長が終わったところで、ＰＣ間ロイスを結んで貰もらおう。順番はいつも通り大悟→クリス→ギヨーム→フィンで。

大悟：まずは俺からクリスだな。（前回のレコードシートを覗のぞき込こみつつ）特に変へん更こうしなくてもいいな。

ＧＭ：一いち応おう、また申告しておいてくださいな。

大悟：あいよ。ポジティブ／ネガティブの順で、〝信頼／不安〟。完全な戦友として認みとめたが、ヴリルパワーに翻ほん弄ろうされてるらしいのが気になる……ってとこでいいかな？

クリス：それでバッチリです。設定を酌くんでくれて感かん謝しやです（笑）。

ＧＭ：それじゃあ次はクリス。

クリス：わたしからギヨームも前回と同じく〝信頼／不安〟です。予言書の力が失われつつあるらしいので、どうにも不安がっています。

ギヨーム：うむ、どうなるのか私も不安だ。……さて、私からブースロイド君に対してはこちらも前回と同じく〝友情／脅きよう威い〟で。

フィン：こっちも相変わらず大悟兄ちゃんに対して〝憧どう憬けい〟と同時に〝劣等感〟を抱いだいてる。

ＧＭ：特に変更なしか。ま、四話も遊んでればキャラの関係もほとんど固まるね。

フィン：そりゃそーだ。それからＧＭ、僕のカヴァーを〝旅の少年〟から〝英国大使の孫〟に変えていいかな？

ＧＭ：確かに現在、フィンの表向きの顔は英国大使の孫だからね。ＯＫ、許可しよう。他の人もカヴァー変えたければどうぞー。

大悟：うーん……俺は〝大陸浪人〟のままでいいや。

クリス：（しばし考え）では、わたしは外国の新聞社から日本に派遣された〝特派員〟に変えておきます。誌名は〝ヴォルスング・タイムズ〟（笑）。

ギヨーム：おお、新聞記者か。それはいいな。

クリス：何かと調査に動き回ることになるので、そういうカヴァーが相応ふさわしいかと。

ギヨーム：じゃあ私は……予言書の力が衰えた不安から酒に逃げた〝飲んだくれ〟で（笑）。

ＧＭ：ろくでもないカヴァーだな！（笑）

ギヨーム：まぁそれも一時のこと。

フィン：あ、ちゃんと元に戻るつもりはあるんだ（笑）。

ギヨーム：どん底から再び怪盗紳士へと復帰するからこそカッコイイのさ。

ＧＭ：んじゃ最後にレコードシートのシナリオ情報技ぎ能のう欄らんに〈情報：日本〉１レベルと記入してくださいな。最さい低てい限げんの知ち識しきと、日本語の日常会話には不足しないということで。

クリス：おお、それはありがたい。

大悟：俺は日本出身なわけだが、それでもレベル１かー（笑）。

ＧＭ：ほら、十年近く離はなれてたじゃないですか。

大悟：ふむ、それもそうだな。了りよう解かい了解。

ＧＭ：……みんな書き込み終わった？　では早さつ速そくプレイを開始しよう。よろしくお願いしまーす。

一同：うぃーっす！






マリアグレース大公　本シリーズ一巻『東邦の快男児』のヒロインとして登場した、架空の国ヴォルスング公国の姫君。現時点で大公位に就いている。

江戸川乱歩（一八九四年～一九六五年）　日本の作家。明智小五郎ものに代表される推理小説や、怪奇・猟奇趣味的な小説などで知られる。『怪人二十面相』も、代表作のひとつ。

リヒャルト・ゾルゲ（一八九五年～一九四四年）　戦前、日本で活動したソ連のスパイ。一九四一年に特別高等警察によって逮捕された。翌年の裁判で死刑判決を受け、一九四四年に処刑台の露と消える。

尾崎秀実（一九〇一年～一九四四年）　政治評論家。ゾルゲに連座して逮捕され、死刑判決を受ける。

クーデター　フランス語。政権内部の有力者が、上位の支配者を打倒して実権を握ること。

《かまいたち》　ハヌマーンのエフェクト。真空の刃を生み出し、遠距離の対象を攻撃する。

《獣の王》　キュマイラのエフェクト。獣の殺気で相手を圧倒し、防御できない攻撃を繰り出す。

《リミットリリース》　ハヌマーンのエフェクト。限界を超えた動きによるクリティカル値を低下させた攻撃を行う。

《マシラのごとく》　ハヌマーンのエフェクト。超高速で相手を殴り、大ダメージを与える。

モーゼルＣ96　ドイツの拳銃。独特のデザインに、今も根強いファンが多い。

《マルチウェポン》　ノイマンのエフェクト。複数の武器を同時に扱う。

《全知の欠片》　エンジェルハィロゥのエフェクト。エンジェルハィロゥのエフェクト全般のクリティカル値を低下させる。

《光の弓》　エンジェルハィロゥのエフェクト。レーザー光線を放って攻撃する。

《スターダストレイン》　エンジェルハィロゥのエフェクト。シーン全体を攻撃の対象とする大技。

《ガードポイント》　モルフェウスのエフェクト。防具を硬くして、装甲点を上げる。

《氷雪の守護》　サラマンダーのエフェクト。氷の結界を展開し、自分が受けるダメージを減少させる。

《フルインストール》　ブラックドッグのエフェクト。生体電流を操り、様々な行動にダイスボーナスを得る。

《磁力結界》　ブラックドッグのエフェクト。周囲に強力な磁場を巡らせ、回避の際にダイスボーナスを得る。

カヴァー　その人物の表向きの顔。『ＤＸ２』では、状況に応じてＰＣのカヴァーを自由に変えることができる。























OPENING PHASE









◆Opening 01◆麗うるわしの国に雪は降ふり


Scene Player ―――― クリス






　一九三八年十二月。

　欧州ヨーロツパの小国ヴォルスング公国の大地は、うっすらと雪の薄うす絹ぎぬをまとっている。

　この国を襲おそった恐おそろしい陰いん謀ぼうが潰ついえてより、およそ半年。

　クリステル・フォン・エッシェンバッハは再ふたたびこの地を訪おとずれていた。

　齢十五にして即位した銀髪の女大公・マリアグレースに会うためである。




ＧＭ：では最初のシーンはクリスから。君はマリアグレース大公に招まねかれ、久ひさしぶりにヴォルスング公国を訪れている。今は、マリアとふたり、私し室しつで話しているところだ。

クリス：相変わらず部屋の中には時計やら機械の模も型けいやらが並ならんでるんでしょうか（笑）。

ＧＭ：うむ。もちろん、小まめに掃そう除じはしているけどね。

クリス：なるほど。では、改めて挨あい拶さつしましょう。久しぶりね、マリア。……いえ、マリアグレース大公殿でん下か。

ＧＭ：「あらあら。私のことはマリアって呼よんでくれる約束だったでしょう、クリス？」

クリス：あ、ごめんなさい。そうだったわね、マリア。

ＧＭ：「わかればよろしい」とからかうように言った後、優やさしい表ひよう情じようを浮うかべる。「……元気だった？」

クリス：ええ、なんとかね。……ただ、ナチスは相変わらず着実に勢せい力りよくを伸のばしているわ。

ＧＭ：「……そのようね」

クリス：そういえば、今が一九三八年の十二月ってことは、ドイツではユダヤ人街襲しゆう撃げき事じ件けんが発生してますよね？

ＧＭ：ああ、十一月に発生した〝水晶の夜〟事件だね。そのことを話題にすると、マリアの表情が暗いものになる。

クリス：あれは痛いたましく……卑ひ劣れつな事件だったわ。けれど、国を追われたわたしには止めることができなかった……。

ＧＭ：「恐ろしい〝嵐あらし〟の時代は、もう、すぐそこに迫せまっているのね……」

クリス：……ええ。

ＧＭ：「クリス。あなたに来てもらったのは、他ならぬナチスに関わることなの」

クリス：ナチスに？

ＧＭ：「ドクトル・ファウスト。……この名をご存ぞん知じ？」

クリス：その名を聞いて、驚おどろいた表情を浮かべます。あの〝悪あく魔ま的天才〟科学者のこと!?

ギヨーム：出た、悪魔的天才！（笑）

フィン：どんな異い常じような外見と性せい格かくか、気になるな（笑）。

ＧＭ：それは会ってのお楽しみ。さて、マリアは話を続けようとするが……。

クリス：（手を上げて）あの、ＧＭ。ひとつ相談が。

ＧＭ：はいはい？

クリス：ここで、ドクトル・ファウストがどんな人物だったかというわたしの回想シーンを挿そう入にゆうしたいんですが、いいでしょうか？

大悟：お、そいつは面おも白しろそうだな。

ＧＭ：ふーむ……。そうだね、その案を採さい用ようしよう。んではこっから回想シーン開始。




　ドクトル・ファウスト。

　その名を聞き、クリスの脳のう裡りに忌いまわしい記き憶おくが蘇よみがえる。

　実験動物として、超ちよう人じん兵士へと作り変えられた日の屈くつ辱じよく的な記憶だ。




ＧＭ：（低くおどろおどろしい声で）そこは、おぞましい実験機器が並ならぶ部屋だった。まだ十代前半の頃ころのクリスは、中央の手しゆ術じゆつ台だいに拘こう束そくされている。

クリス：か、改造手術かいぞうしゆじゆつ？

ＧＭ：室内に居い並ならぶ、白衣を着たナチスの研究者たち。その中心にいるのがドクトル・ファウスト。小こ柄がらで爬は虫ちゆう類るいじみた印象を抱いだかせる容よう貌ぼう魁かい偉いな老人だ。長い白しら髪がはトサカのように屹きつ立りつし、右目には片眼鏡モノクルを着けている。

クリス：見た目のインパクトだけでもマッドサイエンティストの資し格かく十分ですね（笑）。

ＧＭ：そのファウスト氏は、不気味なまでの満面の笑えみを浮かべながら、ゆっくりと君の顔を覗のぞきこんでくる。「メーッフィッフィッフィッ！」

一同：なぁぁぁっ!?（爆笑）

大悟：メ、メフィィィ？

ギヨーム：それはまさか笑い声なのかっ？

ＧＭ：ファウストといえば悪魔メフィストがつきものだろうが。

ギヨーム：だからって人類はそんな笑い声をあげねぇぇぇっ！（爆笑）

ＧＭ：ええい、外野は黙だまっておれ！（笑）ファウストは言葉を続けるぞ。「喜びたまえクリステル君！　君はこの悪魔的天才の手によって超人へと生まれ変わるのだ！」

クリス：（笑いを堪こらえながら）や、やめなさい！　ヴリルパワーは危険すぎる力よ！

ＧＭ：「構かまわん！　ヴリル注入開始！」

一同：注入!?（爆笑）

ＧＭ：うむ。すると、キラキラ光る綺き麗れいな液えき体たいのつまった巨きよ大だいな注ちゆう射しや器きが上から降おりてきて、クリスの頭部にブチューッと。

フィン：そんな簡かん単たんなもんなのか、これは！

クリス：いや、やめてっ！　こんな変な装そう置ちで超人になるのはいやーっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ファウストは計けい測そく機器を見ながら興こう奮ふんして、君の話を聞いていない。「よし、いいぞ、素す晴ばらしい数すう値ちだ！」

大悟：（いきなり助手Ａ）「博士！　これ以上は被ひ験けん体たいが危き険けんです！」（笑）

ギヨーム：（いきなり助手Ｂ）「ああっ、計測機器がショートし始めているっ！」（笑）

ＧＭ：（興奮した声で）「ええい黙だまれ、貴き様さまらは真理の探たん究きゆうを邪じや魔まするのかぁぁぁっ！」

フィン：（いきなり助手Ｃ）「止めろ、博士を止めろーっ！」（笑）

クリス：ヴリルパワーに覚醒したわたしは、様々な未知の科学的事実をうわごとのように口走っているんですが、ファウストたちは興奮していて気づきません（笑）。

ＧＭ：ファウスト本人は計測機器の異常反応だけを見て大喜びしている。「実験は大成功だ！　これでプロジェクト・トワイライトも大きく前進するぞっ！」

クリス：プロジェクト・トワイライト？

ギヨーム：シリーズタイトルを冠した計画か。いかにも怪しいっ！（笑）

ＧＭ：それがどんな意味を持つかは、いずれ語られるだろう。「メフィ、メフィ、メーフィッフィッフィッフィッフィッ！」と、ファウストの哄こう笑しようが響ひびいたところで回想シーンは終しゆう了りようだ。

クリス：う、うう……（笑）。

ＧＭ：マリアは、俯うつむき呻うめくクリスを心配する。「どうしたのクリス、顔色が悪いわよ？」
















クリス：大だい丈じよう夫ぶ。ただ、ここまで酷ひどい記憶だったとは思いもよらなかったから（笑）。ドクトル・ファウスト……彼のことはよく知っているわ。彼が赴おもむく先には悲ひ劇げきしか起こらない。

ＧＭ：「やはり、恐ろしい方なのですね……」

クリス：まさか、彼がヴォルスング公国に目をつけたの？

ＧＭ：（首を横に振ふる）「いいえ。これは、ある筋すじからの情じよう報ほうなのだけれど、そのドクトル・ファウストは日本に渡わたり、何らかの活動を開始したそうよ」

クリス：日本？　あの極東の島国？

ＧＭ：「そう、あの人……ダイゴが生まれ育ったという国です」

クリス：美しくて、水と緑が豊ほう富ふな国と聞いているわ。

ＧＭ：「その国に、ナチスの恐ろしい博士が行ったとなれば……」

クリス：ええ。このままではきっと、とても悪いことが起こってしまう。

ＧＭ：「ダイゴにも伝えたかったのですが、あの人の居い場ば所しよは見つけられませんでした。今頼たよれるのは、クリス、あなたしかいないの」

クリス：頼ってくれてありがとう、マリア。すべてわたしに任まかせておいて。

ＧＭ：マリアは君の手を取り、申し訳わけなさそうに俯うつむいてしまう。「ごめんなさい。あなたにばかり危険なことを押おし付けてしまって」

クリス：微笑ほほえみながら首を横に振ります。マリア、あなたこそ国家の指し導どう者しやとしてナチスと戦ってるじゃない。……大だい丈じよう夫ぶよ、またここに戻もどってくるから。

ＧＭ：「約束よ、クリス……それと、ダイゴに会えたら、お伝えして。マリアグレースは元気だ、と」

クリス：にこっと笑って、大きく頷うなずきましょう。

ＧＭ：かくしてクリスはヴォルスング公国を後にした……というところでシーン・エンド！






水晶の夜事件　一九三八年十一月九日夜から十日未明にかけ、ナチス党員がドイツ全土のユダヤ人居住地を襲撃した事件。襲われた家々の窓ガラスはことごとく砕け散り、水晶のように輝いたことから事件の名がつけられた。

ファウスト　ドイツの文豪ゲーテが書いた戯曲『ファウスト』において、天才学者ファウストは悪魔メフィストと契約し、あらゆる快楽を手に入れることとなる。

ヴリルパワー　ナチスが追い求めた超エネルギー。現在では架空のものとされている。










◆Opening 02◆寒い国から来たスパイ


Scene Player ―――― ギヨーム






　広大な雪原を、轟ごう音おんと共に雪を舞まい上げながら列車が走る。

　シベリア鉄道。

　ソヴィエト連れん邦ぽうが誇ほこる、長大な大陸横おう断だん鉄道である。

　その人ひと気けまばらな客室に、他の乗客とは異い質しつな空気をまとう黒衣の男がいた。

　いわずと知れたギヨーム・ド・ノートルダムである。




ＧＭ：というわけでお次はギヨーム。現げん在ざい、君はシベリア鉄道に乗って東へと逃とう亡ぼう中だ。

ギヨーム：シベリア鉄道！　寒い……寒いな、ここは……。

ＧＭ：十二月のロシアなんで、フランス生まれのギヨームには厳きびしい寒さだろうね。だが、さすがのナチスもここまで君を追ってくることはできなかったようだ。

ギヨーム：じゃあ、ウォトカを瓶びんごとグビグビあおりながら、飲んだくれてる（笑）。うぃ～、くそっ、予言書は何も答えやがらねぇ。一体、これからどこへ行けば……。

フィン：いきなりダメになってるー！（笑）

ギヨーム：や、予言書がないと茫ぼう漠ばくとした未来への不安で押おし潰つぶされそうになるので（笑）。

ＧＭ：だが、そんな君に近づく足音がひとつ。

ギヨーム：お？　そちらに目を向けてみようか。

ＧＭ：そこに立っているのは、吊つりあがった眉まゆと鋭するどい眼がん光こう、大ぶりな耳が印象的な、四十歳さいほどの白人男だん性せいだ。君は彼に見覚えがある。

ギヨーム：（ハンドアウトを示しめしつつ）ゾルゲかな？

ＧＭ：いかにも。その男ゾルゲは軽く一礼した後、君の真向かいの席に腰こし掛かける。

ギヨーム：…………。

ＧＭ：（囁ささやくような声で）「君の名はギヨーム・ド・ノートルダム。かのアルセーヌ・ルパンにも比ひせられる大だい怪かい盗とう……そうだね？」

ギヨーム：……酒さけ臭くさい息を吐はきつつ、自じ嘲ちよう気味に言おう。……それはいつの話だね？　今の私は逃亡者さ。君のようなエリートスパイとは違ちがう。

ＧＭ：〝スパイ〟の単語にゾルゲは顔をしかめつつも苦く笑しようする。「やれやれ。お見通しか。ナチスや各国政せい府ふが君を危険人物扱いする理由がよくわかったよ」

ギヨーム：（肩かたをすくめつつ）そのお蔭かげで、この通り欧州から這ほう々ほうの体ていで逃にげ出すハメになったんだがね。

ＧＭ：「ああ、〝君たち〟の活かつ躍やくはよく聞き及およんでいるよ。ナチスの誇る機き甲こう列車や武ぶ装そう飛行船、そして潜地潜せん水すい艦かんグロースノーティルスまで墜おとしたそうじゃないか」

クリス：（感心したように）一巻かんや二巻での出来事は、結けつ構こう知られてるんですね。

フィン：そりゃあ派は手でに暴あばれたしねぇ。

ギヨーム：ソヴィエトの情じよう報ほう網もう、さすがだな。……で、私に何の用だね？

ＧＭ：「ナチスを幾いく度ども打ち倒たおした手しゆ腕わん、是ぜ非ひとも我われ々われに貸かして貰もらいたいのだよ」

ギヨーム：（ニヤリと笑って）悪いが、ソヴィエトの狗いぬになる気はない。

ＧＭ：その返答は予想していたのか、ゾルゲは表情も変えずに言葉を続ける。「……今、日本軍内部では〝鉄人計画〟なる極ごく秘ひの計画が進行中だ。ナチスの超人兵士計画とも浅からぬ関かかわりがあるようだ」

ギヨーム：鉄人……計画……？

ＧＭ：「フフッ、やはり興きよう味みを示したな。どうだろう、ガスパディンＭｒ．・ノートルダム。君に、この計画についての調ちよう査さを依い頼らいしたいのだが？」

ギヨーム：……質しつ問もんがある。

ＧＭ：「答えられる範はん囲いなら」

ギヨーム：なぜ、君たち自身で調べないのだ？　外部の人間を雇やとうのは何かとリスクが多いだろうに。

ＧＭ：「それなりのスパイ網もうはある。だが、君や、君のお仲間のような特とく殊しゆ能のう力りよ者くしやでなければ調べられないことがあるのさ」

ギョーム：……なるほど。

ＧＭ：「敬けい愛あいする同どう志しスターリン閣かつ下かの有する超ちよう能のう力りよく部隊を送って貰もらえれば、話はもっと簡単なのだが……生あい憎にく、彼らはナチスとのやり取りに忙いそがしくてね」

フィン：超能力部隊！（笑）

ＧＭ：在りし日のソ連では国家による超能力の研究がお盛んだったというネタを耳にしたことがあるんでね。

ギヨーム：なるほど、ナチスがオカルト科学なら、ソ連は超能力か（笑）。

ＧＭ：「なお、我われ々われに日本を害する意図はない。極東地ち域いきにおける安あん全ぜん保ほし障ようの面から、鉄人計画について調査したいだけさ。日にち露ろ戦争のように不幸な歴史を繰くり返すのは嫌いやだろう？」

ギヨーム：……ＧＭ、ここで予言書が「日本に災いが起こる」とか、そういうあやふやだけどわかりやすい予言をしてくれると動き易いんだけど、どう？

ＧＭ：ふむ。では、君がふと予言書に目を落とすと、白紙だったページに文字が浮うかび上がってくる……。




　それは、酷ひどくかすれ滲にじんだ文字の羅ら列れつだった。

　かろうじて判はん別べつできたのは、次のような一文のみ。

「極東に　鉄と炎ほのおの災わざわいが　生まれる」




ギヨーム：（大きく頷うなずく）では予言書を閉とじ、ゾルゲに向き直ろう。詳くわしい話を聞かせてもらおうか？

ＧＭ：ゾルゲは唇くちびるの端はしを吊つり上げるように笑う。（優やさしげな声で）「協力してくれるというのかね。それは実に嬉うれしい話だよ、〝同志タワリシチギヨーム〟」

ギヨーム：〝同志〟はやめてくれたまえ。君たちの仲間になるつもりはない。あくまでも、ナチスに関わる計画を潰つぶすための共きよう闘とうに過すぎん。

ＧＭ：「それは残念だな。……ともあれ日本までの案内役は私が務めることになる。お手て柔やわらかに頼たのむよ」相そう好ごうを崩くずすゾルゲだが、その目は笑っていない……シーン終了。






シベリア鉄道　ユーラシア大陸を横断する、世界一長い鉄道。その総延長は九千㎞にも及ぶ。

同志スターリン　ソ連の指導者ヨシフ・スターリン（一八七九年～一九五三年）のこと。世界有数の独裁者であり、彼の〝粛清〟によって処刑台あるいは強制収容所に送られた人間は数百万～数千万人に上る。










◆Opening 03◆故こ国こく、遥はるかなり


Scene Player ―――― 大悟






　満まん洲しゆう国こく首都・新シン京ジン。

　天花寺大悟は、久ひさ方かたぶりに己おのれの探たん偵てい事じ務む所しよへと戻っていた。




ＧＭ：では大悟のオープニングだ。二巻の事件の後も各地を放浪し、やっとこさ満洲の探偵事務所に戻ってきたところから始まるよ。

大悟：しばらく放ったらかしだったからなあ。請せい求きゆう書しよやらなんやらが扉とびらに押おし込こまれてるに違ちがいない（笑）。

ＧＭ：だが、驚くべきことに、散らかっていたはずの机つくえの上が片かたされている。そして、卓たくの中央には一通の手紙が置いてある。

大悟：……誰だれか中に入り込んだのか？　ともかく、その手紙を読んでみよう。

ＧＭ：差出人は〝天花寺千早〟とある。

大悟：……その名前に、昔のことを一瞬回想し、それから封ふうを切るぜ。

ＧＭ：中には流りゆう麗れいな筆ひつ致ちでしたためられた手紙と、白しろ無む垢くす姿がたの見目麗うるわしい女じよ性せいの写真が同封されているよ。

大悟：……千早か？

ＧＭ：いかにも。手紙は大悟への挨拶に始まり、幼おさ馴なな染じみの山住清鷹と婚こん約やくが調ったこと、千早の女学校卒業を待って結けつ婚こんすること、結婚式には出席してもらいたいので戻ってきて欲ほしいということが切々と綴つづられている。

大悟：ふむふむ。

ＧＭ：なお、「この手紙は川島芳子かわしま・よしこ様にお願いして届とどけていただきました」と書き添そえられている。一巻で大悟の初期ロイス兼依頼人として登場した川島は、どうやら千早とも繫がりがあるようだ。

大悟：なるほどね。ともあれ、しばらく手紙や写真を何度も何度も見返していよう（笑）。

ＧＭ：では、しばらくそうやっていると、いきなり背はい後ごから声がかけられる。「ほほう、それが千早さんの写真か。花はな嫁よめ衣い裳しようを着た彼女は格かく別べつだなぁ」

大悟：……川島芳子だな？

ＧＭ：その通り。男物のブラックスーツに身を包んだ、端たん整せいな顔立ちの麗れい人じん。ちょくちょく厄やつ介かいごとを持ち込んでくる腐くされ縁えんの女だね。

大悟：おいおい、ノックくらいしろ。

ＧＭ：（肩をすくめて）「したさ。反はん応のうがないので、勝手に入らせて貰もらった。随ずい分ぶんと熱心に読んでいたみたいだね」

大悟：……そりゃ、妹が結婚するってんだ。熱心にもなるさ。で、この手紙はお前さんが持ってきてくれたんだって？

ＧＭ：「ああ。仕し事ごと柄がら、日本むこうと満洲こつちはちょくちょく行き来するんでね。留る守すが長いんで、鍵かぎを開けて勝手に手紙を置かせてもらったよ。ついでに机も整理してやった。感かん謝しやしたまえ」

大悟：そうだな。今回ばかりは感謝する。ありがとうよ。

ＧＭ：「どういたしまして。……天花寺くん、欧州では大たい層そう活躍したそうじゃないか」

大悟：ああ。お蔭さんで、他ではできない楽しい経けい験けんをしてきたぜ。

ＧＭ：その返答に、川島はきょとんとした顔を浮かべ、次の瞬しゆん間かん、笑い始める。「はははっ、ナチス相手に命のやり取りをして、〝楽しい〟か。さすがだな」

大悟：元はといえば、おまえさんがけしかけたことだろうに。

ＧＭ：「まあ、ね」

大悟：そんじゃ、ここでちょっと真面目な顔になろう。川島、おまえさんが来たってことは、ただの郵ゆう便びん配達なんかじゃないんだよな？

ＧＭ：ではぴたりと笑うのをやめる。「鋭いね。実は、妹さんのお相手……山住氏だが、少し気になる話を耳にした」

大悟：清鷹がどうしたってんだ？

ＧＭ：（声を潜ひそめて）「ここのところ、軍内部で急速に求心力を高めているらしい。上じよう層そう部ぶの御ご老ろう人じん方との溝みぞも徐じよ々じよに深まる一方だって話だよ」

大悟：……あいつは一本気なところがあるからな。頭の硬かたい連中と反りが合わないこともあるだろうさ。

ＧＭ：「反りが合わないどころじゃないね。〝深しん刻こくな対立〟って奴やつさ。いつかどちらかが暴ぼう発はつするんじゃないかって見方をする人もいる」

大悟：…………。それは無む責せき任にんな噂うわさじゃないんだろうな。

ＧＭ：「甘あま粕かす先生の情じよう報ほう筋すじからも似にたような話を聞いている。何がしかの問題が軍内部に生じていることは確たしかだ」

大悟：ふーむ……。息をついて、窓まどから日本がある方角の空を見る。

ＧＭ：夕ゆう暮ぐれ時なので、その方角の空は夜の色に染そまりつつある。川島芳子は、何も言わず君の背せ中なかを見つめている。

大悟：……川島。日本へ渡わたる手配を頼たのめるか？

ＧＭ：「そう来るだろうと思って、大体のところは済すませてあるよ」いつの間に取り出したのか、船の切きつ符ぷやら何やらをぴらぴらと振ふっている。

大悟：また礼を言わなきゃならんな。借りておくぜ。

ＧＭ：「貸しにするつもりはないさ。僕ぼくも、千早さんのような人が涙なみだに暮れる姿は目にしたくないんでね」

大悟：…………。やれやれ、案外とお人よしだよな、仕事に似に合あわず。

ＧＭ：「今いま頃ごろ気づくとは酷いなぁ。……ま、久しぶりの日本だ。しっかりやれよ、快かい男だん児じ」

大悟：ああ。わかっているさ。

ＧＭ：かくて天花寺大悟は懐なつかしの故こ郷きようへと戻もどることとなるのであった……というところで、このシーンは終しゆう了りようだ。




　愛する妹、千早。

　無二の親友、清鷹。

　懐かしき人々は、大悟をどのように出迎えるのだろうか？

　望郷の念と一抹の不安を抱え、快男児は今、故郷へと旅立つ！






満洲　日本の傀儡国家として建設された国

川島芳子（一九〇七年～一九四八年）　清朝王家の血を引く身でありながら、数奇な運命に翻弄され、日本軍のスパイとなった女性。『ＤＸ２』サプリメント『アウトランド』Ｐ79参照。

甘粕先生　〝満洲の黒幕〟と渾名された、元日本陸軍将校・甘粕正彦（一八九一年～一九四五年）のこと。










◆Opening 04◆桜さくらの国へ


Scene Player ―――― フィン






　英国人少年フィン・ブースロイドは、船上の人となっていた。

　甲かん板ぱんからは、目的地である横よこ浜はま港こうの姿がよく見える。

　―――思えば遠くへ来たもんだなぁ……。

　感かん慨がいに耽ふけりつつ、フィンは祖そ国こくでの上司とのやり取りを思い出していた。




ＧＭ：最後にフィンのオープニング。日本到とう着ちやくの直前、客船の甲板に立ちながら、ＭＩ６での一ひと幕まくを回想してるところからスタートだ。

フィン：はいよー。

ＧＭ：場所はヒュー・シンクレアのオフィス。呼よび出されて出頭した君に、いきなり彼は日本行きを命じるのだった（笑）。

フィン：いきなりだなオイ（笑）。ええと、素すっ頓とん狂きような声を上げて「日本!?」と驚おどろくよ。

ＧＭ：（わざとらしい猫ねこ撫なで声で）「いやぁ、学校のクリスマス休きゆう暇かも近いだろう？　ささやかながら、有ゆう能のう勤きん勉べんな君に観光旅行をプレゼントしようかと……」

フィン：噓うそ言うなっ！（笑）任にん務むなのはわかってっから、おためごかしはいらないよ。

ＧＭ：「そうか。話が早い子こ供どもは好きだよ」

フィン：まったく、この組そ織しきの大人は……。で、日本がなんだっていうのさ？

ＧＭ：「駐ちゆう日にち英国大使館の武ぶ官かんからもたらされた情じよう報ほうなのだが、どうやらあの国で〝クーデター〟が画かく策さくされているらしい」

フィン：クーデター？　それは大事だね。あの国って、軍部が暴走して大陸で戦争始めたりしてて、ヤバい状況でしょ？　そこへ以ってさらにクーデターって……。

ＧＭ：「さらに、駐日ドイツ大使館を通じてナチス高官のひとりが日本に入国したとの報も寄よせられている。どうやら、日本の軍部と接せつ触しよくを試みているようだな」

フィン：でも、そんな遠い国のクーデターがこっちに関係あんの？

ＧＭ：「忘わすれたのかね？　日本はナチスドイツと同どう盟めいを結んでいる。それも、かなり緊きん密みつな同盟をね」

ＧＭ：「もし、そのナチスに使し嗾そう……つまり〝そそのかされた〟クーデター部隊が実権を握にぎったとしたら？　または、ナチスの超人兵士に関かかわる軍事技ぎ術じゆつが日本に供きよう与よされたら？」

フィン：……むぅ。つまり、そのクーデターだかなんだかを食い止めて、ついでにナチスも叩たたきのめしてこいってこと？

ＧＭ：（嬉うれしそうに）「うんうん、本当に話の早い子だ」（笑）

フィン：嬉しそうに言うなーっ！（笑）　ところでさー、駐ちゆう在ざいの情報員は何してんの？

ＧＭ：「……現在、日本は同盟国であるドイツとイタリア以外の大使館筋の人間に対する監かん視しを強めている。外国人の、それも大人の諜ちよう報ほう活動はかなり制せい限げんされているんだ」

フィン：そこで子供の出番、と。

ＧＭ：シンクレアはひとつ頷くと、真新しいパスポートを君に渡わたす。氏名の欄らんには〝フィン・クレーギー〟と記されている。「君は〝ロバート・クレーギー駐日大使の孫〟という扱いで入国することになる。名目は〝観光〟だ」

フィン：なるほど、ね。

ＧＭ：「頼むぞ。大げさに思うかも知れんが、英国の安全に関わる問題なんだ」

フィン：（肩をすくめて）ま、いつものことだよね。大人の世界ってのは大変だね。

ＧＭ：「まったくだ。だからフィン、かけがえのない子供時代は大切にしなきゃいかんぞ」

フィン：人の子供時代を台無しにしようとしてるのはそっちだーっ！（笑）

ＧＭ：……と、君の絶ぜつ叫きようがオフィスに響いたところで回想終了。船は横よこ浜はまに到着する。




　横浜港。

　幕ばく末まつに開かれ、明治期に飛ひ躍やく的な発はつ展てんを遂とげた国こく際さい貿ぼう易えき港こうである。

　〝外国人〟の姿が稀まれな時代であっても、ここでは種しゆ々しゆ雑ざつ多たな国こく籍せきの人間を目にできる。




ＧＭ：そんなこんなでフィンは横浜に到着いたしました。

フィン：ここが日本かぁ……そういや大悟兄ちゃんの故郷でもあるんだよな。

ＧＭ：港には赤いレンガ造りの建物が立ち並ならび、荷物を抱かかえた人々が行き交かっている。

ギヨーム：おお、横浜名物赤レンガ倉庫。いいねぇ。

フィン：あ、そういえば僕はどこに行けばいいんだっけ（笑）。

ＧＭ：帝てい都とに駐日英国大使館があるので、まずはそこに向かえとのお達しでした。

フィン：そんじゃ、物もの珍めずらしげに辺りを見回しながら歩こう。適てき当とうな所でタクシーを拾うよ。

ＧＭ：では、車道に近ちか寄よった君の背せに、偶ぐう然ぜん、通行人の腕うでが当たる。ドンッ！

フィン：え？

ＧＭ：……バランスを崩くずした君は転てん倒とうし、そのまま歩道から車道へと転がり出てしまう。そこへ丁度、荷物を積んだ車が猛もうスピードでやってくる。

フィン：ちょっと待てーっ！（爆ばく笑しよう）そうだ、トランクの秘ひ密みつ兵器を……。

ＧＭ：トランクに手を伸のばそうとした瞬間、その手を柔やわらかい感かん触しよくが包み、君の体をぐいっと歩道へと引き戻もどす！　間かん一いつ髪ぱつ、車は君の鼻先を掠かすめて行った。

フィン：あわわわわ……。ヘタレなんで腰こしを抜ぬかします（笑）。

ＧＭ：では、背後から「危機いっぱぁ～つ！　……大丈夫？」元気で優しげな響きの女性の声。

フィン：振ふり向いてみるけど。

ＧＭ：そこには、制服姿の女学生。年の頃ころはクリスくらいで、短めに断だん髪ぱつし、いかにも明るく愛らしい感じの少女だ。その右手は、フィンの手をしっかりと握っている。

フィン：ええと、あの、その、アリガトウゴザイマス。もちろん日本語で言うよ。

ＧＭ：彼女は君の顔をまじまじと見つめて「あら、あなた外国の方ね？」と訊たずねてくる。

フィン：こくりと頷く。

ＧＭ：「日本語がわかるのね。お父さんやお母さんは？　子供のひとり歩きは危あぶないわよ？」

フィン：そこら辺は適当に作り話で誤ご魔ま化かしておこう。今からタクシーを拾って戻るトコですーとか。こっちはスパイだし、あまりあれこれ話すのはマズイ（笑）。

ＧＭ：疑うたがう理由もないので、少女は君の話を信じる。「でもね、危ないからもう余よ所そ見みしながら歩いちゃダメよ？」

フィン：うん、わかったよ。お蔭で助かった。ええと、名前は……。

ＧＭ：「名前？　私の名前はね……」と言いかけたところで、「お嬢様じようさま！　千早お嬢様！」としわがれ声のいかにも執しつ事じっぽい爺じいさんが現あらわれる。

大悟：おお、千早だけでなく爺じいまで（笑）。

クリス：いかにもなお嬢様ですねー。

ＧＭ：爺が「こちらにいらっしゃいましたか、お嬢様！　あれほどひとり歩きは危あぶのうございますと爺めが申し上げましたというに……」と言えば、千早は「あら、私はもう大人です。ひとりで銀ブラだってできるんですよ。大人大人、とっても大人」と返したりしてる（笑）。

フィン：ええと、それじゃあ僕、行くところあるんで……。

ＧＭ：君の言葉で千早は我に返り、懐かい中ちゆう時計を確かく認にんする。「あらいけない、お兄様が港にお着きになってしまうわ」

大悟：（いきなり執事）「そうですお嬢様、お急ぎくださいませ！」（笑）

ＧＭ：「そうですね……。あ、そうそう、これを差し上げます」といって、懐紙にさらさらと何事かを書きつけ、君に渡す。

フィン：なに、これ？

ＧＭ：「うちの住所。これも何かの縁えん、是ぜ非ひ遊びにいらして。それではごきげんよう」ぺこりと優ゆう雅がに一礼すると、執事と共に千早と呼よばれた少女は去っていく。

フィン：機会があったらお礼にでもいこうかな……と思いつつ紙を見る。

ＧＭ：帝都内の住所と、彼女の名前〝天花寺千早〟と記されている。

フィン：テンゲイジ……あ！　と大悟兄ちゃんの顔を思い浮うかべて、顔を上げる！

ＧＭ：だがすでに千早の姿は雑ざつ踏とうに紛まぎれ消えてしまっているのであった……ってなとこでオープニングは終しゆう了りよう！






ヒュー・シンクレア　一九三八年当時のＭＩ６長官。

銀ブラ　銀座をブラブラ歩くこと。最近は死語気味だが、当時の帝都では広く使われた言葉。














MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆懐なつかしき人々


Scene Player ―――― 大悟






　大悟は横よこ浜はま港こうに降おり立っていた。

　およそ八年ぶりの日本。

　久ひさ々びさに故こ国こくの土を踏ふんだ彼の胸むねに去来するものは、一体如い何かなる感かん慨がいか。




ＧＭ：ではミドル最初のシーンは大悟がシーンプレイヤーだ。他のＰＣは登場不ふ可か。

大悟：日本に着いたところかな？

ＧＭ：いかにも。到とう着ちやくするや否いなや、遠くの方から君の名を呼よぶ声がする。そちらに眼めを向けると、写真で見た通り美しく成長した千早が手を振ふっている。

大悟：おお。じゃあ、俺おれも満面の笑えみを浮うかべてそっちへ向かおう。

ＧＭ：「大だい兄にぃ様ぁ～」（野太い声で、両手を小さく振りながら駆かけ寄よる仕草）

大悟：ぬおっ!?（握にぎり拳こぶしを突つき出す）

ＧＭ：「ぎゃぅンッ!?　大兄ぃ様、な、何を……」（爆笑）

大悟：違ちがう！　妹を殴なぐったワケじゃねぇぇっ！（笑）

フィン：（ＧＭに）おまえの奇き怪かいな動きに稲葉さんの拒きよ否ひ反はん応のうが出ただけだろ（笑）。

ＧＭ：純じゆん情じよう可か憐れんな妹系けいロールプレイで出で迎むかえてやろうという俺の心ここ尽ろづくしに、なんて惨むごい仕打ちだろうか！

大悟：すまん、つい反はん射しや的に（笑）。……どうぞ話を続けてくれ。

ＧＭ：では、妹の千早はとびきりの笑顔を浮かべながら、君の胸に飛び込こんでくる。

大悟：そうか。では、しっかりと受け止めよう。ガシィッ！（笑）

ＧＭ：「あははっ、やっぱり大兄ぃ様は力強いわ！　ほら、みんな、大兄ぃ様よ！」

大悟：みんな？

ＧＭ：少し離はなれた場所に、昔から天花寺に仕える老ろう執しつ事じと、女中と思おぼしき少女が立っている。背広に身を包んだ温厚そうな老執しつ事じが石いさ和わ、小柄ではしっこそうな和服姿の女中がヤエ。

フィン：相変わらず、どうでもよさそうなことをキチンと設せつ定ていしてあるな（笑）。

ＧＭ：まぁね。それはともかく、千早はきゃっきゃとはしゃいでいる。「見て見てヤエ！　これが何度も話した大兄ぃ様さまよ！　相変わらず大きく逞たくましくていらっしゃるわ」

ギヨーム：（いきなりヤエ）はいはい、そりゃよぅござんしたねぇ（爆笑）。

クリス：なんでそんな三さん下したな喋しやべり方なんですかっ！（笑）

ＧＭ：じゃあ、ヤエはそれでいいや（笑）。昔から知っている執事の石和などは、「大悟様……ああ、まっことお久しゅうございます」と感かん涙るいしている。

大悟：おいおい、泣くほどのことじゃないぞ石和。……ただいま千早、元気だったか？

ＧＭ：「はい！　……あ、いけない。はしゃぎ過すぎました。お恥はずかしい」

大悟：昔とちっとも変わってないなぁと言って、ニカッと笑う。

ＧＭ：では、急に澄すました顔になって、非ひの打ち所のない作法で挨あい拶さつをする。「改めまして。……おかえりなさいませ、大悟兄様。お帰り、心よりお待ち申し上げておりました！」

大悟：ああ、ただいま！

ＧＭ：……さて、シーンはこのままに、ちょっと場所を変えよう。

大悟：どこへ行くんだ？

ＧＭ：千早の住んでいる、天花寺家の別べつ邸てい。本ほん宅たくには顔を出しづらいでしょ？　君たちを乗せた車は一路帝てい都とへと向かい―――




　山の手の高級住じゆう宅たく街がい。

　緑に優やさしく抱だかれるように、千早の邸てい宅たくが優ゆう美びな佇たたずまいを見せている。

　高名な建けん築ちく家かフランク・ロイド・ライトの様式を模もした、モダーンな建物である。




ＧＭ：館のイメージはこれ（写真を見せる）。一九三六年に建けん設せつされた、アメリカの〝落水荘そう〟。

一同：（写真を見ながら）おおお～。

大悟：こりゃまた洒しや落れた豪ごう邸ていだな。

ＧＭ：ちなみに、大悟はこの屋や敷しきのことは記き憶おくにない。

大悟：俺が日本をおんでてから建てたってことか？

ＧＭ：「建てましたの。私、進歩的な職しよく業ぎよう婦ふ人じんになりたかったんです。ですから、女学校に通ううちから、ひとり暮ぐらししようと思い立ちまして」

フィン：大悟さん、あなたの妹さんは立りつ派ぱなブルジョワジーに育っています（笑）。

ＧＭ：執事の石和が口を挟はさむ。「お嬢じよう様さまは同どう潤じゆん会かいアパートにひとりでお住まいになるとおっしゃっていたのです。ですが、それでは我われ々われが満足なお世話もできませぬ！」

フィン：もはや〝ひとり暮ぐらし〟でもなんでもねぇ（笑）。

ＧＭ：なお、邸宅の内部は清せい楚そで落ち着いた雰ふん囲い気きの装そう飾しよくがなされている。その応おう接せつ室しつで、千早が手ずから淹いれてくれた美お味いしいお茶で一服、というところかな。

大悟：じゃあ、その茶をよーく味わおう。……うん、旨いな。

ＧＭ：「そう言っていただけて嬉うれしいです。……あの、大兄ぃ様？」

大悟：うん、なんだ？

ＧＭ：「兄ィ様は大陸でどのようなことをなさっているのですか？」

大悟：（うろたえたように）んー？　あー……うん（笑）。西へ東へ、色々さ。

クリス：なんて曖あい昧まいな答えだろうか（笑）。

ＧＭ：そばに控ひかえてるヤエが「要ようり領よう得ねぇなぁ……」などと呟つぶやいたりする（笑）。

フィン：なんでこの女中そんなに口悪いんだ（笑）。

大悟：ナチスだ超ちよう人じん兵士だ超ちよう古こ代だい文明だって、そんな話できるわけがないだろ！（笑）

ギヨーム：話したところで、マトモな人間は信じんよな（笑）。

大悟：ともかく、まぁ、探たん偵ていみたいなことをやっているのさ。

ＧＭ：「あら素す敵てき！　それじゃあ悪漢から婦人をお守りしたりしているのですね！」

大悟：あ、それは、うん。たまにな。……噓うそは言ってないぞ（笑）。

ＧＭ：まぁ、そんなこんなで和わ気き藹あい々あいと話しているわけだ。あ、ちなみに大悟の〝第三の眼〟には、千早の魂たましいが〝温もりに満ちた桜さくら色いろ〟として認にん識しきできる。

大悟：おお、用意してくれていたのか。それは嬉しい。……しかし、実にいい色だ。健やかに育ってくれているようでなによりだな。

ＧＭ：さて、ここで不意に来客がある。




　応接室の扉を開けて入ってきたのは、軍服も凛々しい青年将校だった。

　瞳に強い意志を宿し、精悍な顔つきは若鷹を思わせる。

　まぎれもない、天花寺大悟の親友・山住清鷹やまずみ・きよたかであった。

　その手には、菓子折りのような箱を抱えている。




大悟：山住清鷹！

ＧＭ：その通り。大悟の顔を目にした瞬しゆん間かん、感無量といった表ひよう情じようになり、そして満面の笑えみを浮うかべる。「大悟！　はっはっは、貴っ様、生きていたか！」

大悟：立ち上がって清鷹の肩かたをバンバン叩たたくぜ。ははっ、言ってくれるじゃないか。俺が、そう簡かん単たんに死んでたまるか！

ＧＭ：「今まで、どこをほっつき歩いていた？」

大悟：大陸の方をブラブラとな。世界の広さってぇのを見聞していたよ。

ＧＭ：「風の吹ふくまま気の向くままか？　まったく、貴き様さまならオレなどより余よ程ほどマシな軍人になれただろうに」……お世辞ではなく、清鷹は心の底からそう思っているようだ。

大悟：頭を搔かきながら笑うしかないな。いやぁ、俺にはこっちの方が性しように合っているさ。

ＧＭ：「きっぱりと言い切りおって。確かに貴様の性せい格かくでは、無む能のうな上官をまとめて病院送りにしてしまうかもしれんしな」

大悟：違ちがいない、と言って大笑いしよう。

ＧＭ：では、清鷹もつられて笑い出し、君たちの様子を見ていた千早もクスクスと嬉うれしそうに笑い出すね。部屋全体が、とても温かい雰囲気に包まれる。
















大悟：（嬉しそうに）そうかそうか。

ＧＭ：なお、清鷹は千早に「そうそう、今日は銀座の千せん疋びき屋やで旨そうなリンゴを見つけて買ってきたんです」と、手に抱えていた箱を渡す。

大悟：こういうとき、普通は花じゃないのか（笑）。

ＧＭ：千早は花より果物の方が喜ぶと思ったんだろう。事実、千早は「さっそく食べましょう食べましょう」と言いながら、ヤエを呼んで一緒に台所に行ってしまった（笑）。

大悟：千早が退室した後、真面目な顔で訊ねる。千早と結婚するというのは本当か？

ＧＭ：では清鷹も君の目を真っ直ぐに見つめ返し、こくりと頷うなずく。「ああ。……本来なら、誰だれよりも先に貴様の許ゆるしを得るべきだったのだが……すまん」

大悟：何を言ってるんだ。俺たちの間で、許すも許さんもないだろう。

ＧＭ：（嬉しそうな声で）「……ありがとう、大悟」

ギヨーム：（しみじみと）……いいシーンだ。俺、こういうの大好き。

クリス＆フィン：うんうん。

大悟：どうだ清鷹……いや、未来の義おと弟うと殿どの、今こん晩ばんは前祝いの酒でも一いつ献こん。

ＧＭ：笑顔を浮かべるが、すぐに表情が曇くもる。「願ってもない誘さそいだが……すまん、今日は外せない会議があるんだ」

大悟：おや、そいつは残念だったな。ま、お前の都合の良い日で構かまわんさ。

ＧＭ：（力強く頷く）「ああ、近い内に必ず一席設もうける。心ゆくまで飲み、語り明かそう。オレは酒しゆ豪ごうの先せん輩ぱい方がたに鍛きたえられたからな。二ふ日つか酔よいを覚かく悟ごしておけよ」

大悟：（不ふ敵てきな笑みを浮かべて）お前こそ先に音を上げるなよ。

ＧＭ：「フッ、ぬかせ」そう言って清鷹は楽しげに笑う。「……さて、オレは今勤きん務む中でな。そろそろ戻もどらねばならん」

大悟：おいおい、もうすぐ千早がリンゴを剝いて持ってくるぞ。

ＧＭ：せわしなくてすまんな。元々、リンゴを千早さんに渡すために来ただけなんだ。

大悟：そうか。会えて嬉うれしかったぜ、清鷹。

ＧＭ：「オレもさ、大悟」そして清鷹はピッと背せ筋を伸のばし、凛り々りしく陸軍式の敬けい礼れいをする。「山住清鷹大たい尉い、これにて失礼いたします！」

大悟：（敬礼しながら）ああ、またな。

ＧＭ：清鷹は、颯爽とした足取りで扉に向かう……が、その足がふと止まる。

大悟：ん？

ＧＭ：……そして、彼は君に背を向けたまま、振り向きもせずに、ひとつの問いを発する。




　清鷹は大悟のほうを振ふり向きもせず、ひとつの問いを発した。

「大悟。今のこの国、戻もどってきた貴様の目にはどう映うつった？」

　それまでの快かい活かつさが噓のように、低く、躊躇ためらいがちな声であった。




大悟：今の日本……？　それは……。

ＧＭ：だが、君の返答を待たずに、清鷹は再ふたたび快活な調子で言葉を続ける。「いや、妙みような質しつ問もんであった。すまん、忘わすれてくれ」

大悟：そうか……。

ＧＭ：「ではさらばだ。いずれ、また！」そして、来たときと同じように颯さつ爽そうと去っていく。

大悟：……やれやれ。忙しいことだな。

ＧＭ：それからほどなくして、綺麗にカットされたリンゴが載った盆を持って千早が戻ってくる。「……あらあら？　清きよ兄にぃ様は？」

大悟：清兄ぃ？

ＧＭ：千早の、小さい頃からの清鷹への呼び名だよ。

大悟：なるほど。……残念ながら次の仕事だとさ。

ＧＭ：「あぅぅ、残念です。大兄ぃ様、ふたり分くらいへいちゃらですよねっ？」と、盆を寄せてくる。

大悟：そいつをひとつつまみながら、千早に話しかける。なぁ、千早。

ＧＭ：「はい、なんでしょうっ？」

大悟：清鷹はいい男だ。俺みたいな風ふう来らい坊ぼうじゃない、真面目な男だ。お前の夫としても、軍人としても誠せい実じつに尽つくしてくれるだろうさ。

ＧＭ：その言葉を聞き、千早は嬉しそうに頷く。「長い付き合いですから、よぅくわかっておりますよ。あ、でも……」

大悟：どうした？

ＧＭ：「大兄ぃ様も聞いたでしょう？　清兄ぃ様ったら、すっかり大人になっちゃって、私のことを〝千早さん〟なんて呼ぶんです。昔みたいに〝ちーちゃん〟って読んでもらいたいのにっ、もらいたいのにぃぃっ！」不満気だけど、口調は惚のろ気けに満ち満ちている（笑）。

大悟：はいはい、ごちそうさま（笑）。

ＧＭ：懐なつかしい肉親、親友と再さい会かいした大悟であった……というところでシーン終しゆう了りよう。






フランク・ロイド・ライト　アメリカの建築家。彼の建築思想は一世を風靡し、一大潮流となった。

落水荘　アメリカ、ペンシルヴァニア州ピッツバーグ近郊にある建物。前述のライトによって設計されたもので、今では観光名所となっている。

同潤会アパート　関東大震災後、財団法人・同潤会によって、東京や横浜に建設された近代的設備のアパート。

貴様　戦前の日本軍内部においては、親しくしている男同士の間で頻繁に用いられた二人称である。










◆Middle 02◆大使館にて


Scene Player ―――― フィン






　帝都、英国大使館。

　フィン・ブースロイドは、駐ちゆう日にち英国大使ロバート・クレーギーと面会していた。

　部屋の窓まどからは、翌よく春しゆんの開花を待つ桜さくら並なみ木きが見える。

　この桜は、親日家として知られた英国公使アーネスト・サトウが植しよく樹じゆしたことで名高い。




ＧＭ：それではシーン２。シーンプレイヤーはフィン。千代田の英国大使館で、ロバート・クレーギー氏と面会している場面からだ。なお、クリスとギヨームは、途と中ちゆうから登場可か能のう。

クリス＆ギヨーム：はーい。

ＧＭ：クレーギー氏は、五十代後半の初老の男だん性せいだ。その風ふう貌ぼうからは、静かな威い厳げんと知ち性せいが感じられる。

フィン：ん、よろしくー。……で、早さつ速そくだけど、クーデター計画について、大使館の方で摑つかんでる情じよう報ほうを教えてもらいたいんですけど。

ＧＭ：「うむ。実じつ際さいのところ、誰が、いつなどといった具体的な話はまったくわかっていない。出所すら不明な噂うわさが、軍内部に流る布ふしているわけだ」

フィン：ふーん。無む責せき任にんな噂かぁ。……あんまりこっちが気にすることでもないんじゃないかな？

ＧＭ：「そうも言ってられない。上じよう層そう部ぶがピリピリしているのは事実なんだ」

フィン：ああ、〝嫌いやな化学反応〟は起こっちゃってるのね。

ＧＭ：「その通り。上層部にそれを本気にしている者がいる、という状じよう況きようが問題でね。ただでさえ日本の軍部は大陸での戦線拡かく大だいに神しん経けい質しつになっているというのに」

フィン：……日本の敵てき国こくが関かかわってるのかもね。

ＧＭ：「かも知れん。また、ナチスの動きも気にかかる。……だが現げん状じよう、うちの要員はあまりおおっぴらに動けないんだ」

フィン：うん、それはシンクレアのおっちゃんからも聞いてる。

ＧＭ：「独どく創そう的な発明品を活用した君の諜ちよう報ほう能のう力りよく……是ぜ非ひともこの事じ態たいを打開する為ために使って欲ほしい」

フィン：こんな異い国こくでどこまでできるかわかんないけど、ま、頑がん張ばるよ。

ＧＭ：クレーギーはひとつ頷くと、二葉の写真を差し出してくる。

フィン：なにかな？　受け取って眺ながめてみるけど。

ＧＭ：いずれも、日本の街中を歩いているクリスとギヨームを盗とう撮さつしたものだ。

クリス：おや？

ギヨーム：むぅ、いつの間に（笑）。

フィン：写真を見ながら「これはどこで？」と訊たずねよう。

ＧＭ：「君とほぼ同タイミングで日本に入国したようだ。どちらも君と関わりの深い〝要注意人物〟だから、こちらの要員を密ひそかに張はり付かせてある」

フィン：クリス姉ちゃんとギヨームが来てるってことは……ナチス絡がらみなんだろうな。（怯おびえるような声で）うう、やっぱり、またナチスを相手にすることになるのかぁ。

ＧＭ：クリスとギヨームのふたりは、こっからいつでも登場可能だから。もちろん、後で合流することにしてもいい。

ギヨーム：ふむ、情報の共有は早い方がいいな。では早速登場することにしよう。

ＧＭ：あいよ。……で、どんな感じがいい？　大使館の要員が接せつ触しよくしたことにする？

ギヨーム：（少し考え）……いや、ここはこうだな。荒あら々あらしくフィンたちのいる部屋の扉を開け、尾び行こうしていた要員を中に放り投げるようにしながら現あらわれる（笑）。

ＧＭ：やたらとワイルドだな（笑）。

ギヨーム：情報部の人間にしてはお粗そ末まつな尾行だなぁ。そういいつつ、充じゆう血けつした目でグビグビとウィスキーを瓶びんごとあおる私であった。

大悟：ただの酔よっ払ぱらいじゃねぇか！（爆ばく笑しよう）

クリス：ああ、どんどんダメになっていく……。

ギヨーム：お？　こんな異いき境ようの地で懐かしい奴やつに。よーうフィン、久ひさしぶりだなぁ（笑）。

フィン：ギヨーム……どうしたの、その落ちぶれっぷり（爆笑）。

ギヨーム：フッ、予言書に見放されちまってなぁ。今では酒が俺の相あい棒ぼうさぁ。

ＧＭ：クレーギー大使は「本当にこれが噂の怪かい盗とうなのか？」と戸と惑まどっているご様子。

フィン：ギヨーム、何か用があって日本に来たんじゃないの？　それってナチス絡み？

ギヨーム：……まあ、な。

フィン：じゃあ、いつもと同じように協力してくんない？　こっちも、ナチの連中が関わってるらしい事じ件けんを調ちよう査さしてるんだよ。

ギヨーム：今の私は予言書を失ったに等しい状じよう態たいなんだぞ。自分のことだけで手て一いつ杯ぱいだ。

フィン：別に予言書なんかアテにしてないよ。ギヨームをアテにしてるんだよ。

ギヨーム：……むぅ。そうか……。

クリス：そこでわたしも登場しましょう。情なさけないわね、ギヨーム。

フィン：あ、クリス姉ちゃん！

クリス：久しぶりね、フィン。大使の方にもぺこりと一礼します。

ＧＭ：「ほう、君が噂の超人兵士か」

クリス：にっこりと笑って、〝元・超人兵士〟ですわ、と訂てい正せいしておきます。

ギヨーム：しかし、見知った顔が集まったもんだな。これは一体どういうわけだ？　……と、ここで情報交こう換かんをしておくのはどうだろうか。

フィン：それが手っ取り早いね。……ＧＭ、クレーギーさんも文もん句くないよね？

ＧＭ：君らが組んで活動していたのは彼も知っているからね。特に異い論ろんはない。

フィン：じゃあ、クーデターの噂と、ナチが動いているっぽいってことを伝えよう。

クリス：おそらく、そのナチスの人物はわたしが追っているドクトル・ファウストという男のことだと思うわ。

ギヨーム：こちらからは鉄人計画について話しておこう。……ゾルゲの存そん在ざいについては、一いち応おう伏ふせておこうか。

ＧＭ：では君らは大体の事じ情じようをお互たがいに伝えたということで。

フィン：こっから先は、それぞれで情報収しゆう集しゆうして、小まめに連れん絡らく取り合おうよ。

クリス：そうね。あなたたちの協力が得られるのは心強いわ。

ＧＭ：……さて、合流も済すませたことだし、このシーンはここで終了だ。次のシーンからは情報収集に移うつる。

クリス：ええと、シーン開始前に調べられる項こう目もくの確かく認にんをしておきましょう。我々が得ている情報は……（レコードシートの裏うらに調査項目を書いていく）。




・ドクトル・ファウストについて

・鉄人計画について

・クーデター計画について




クリス：この三つの情報を調べなきゃいけないのよね。

ギヨーム：山住清鷹という男のことも気になるが……。

ＧＭ：だが、大悟と合流していない君らはその名を知る由もないわけだ。

クリス：とりあえずわたしはドクトル・ファウストについて調べるのが妥だ当とうですね。

ＧＭ：そうだね。……さて、次のシーンプレイヤーはクリスなんだが、舞ぶ台たいとなる場所についての希望はある？

クリス：んー……どこか〝帝都ならでは〟という場所がいいですね。

大悟：関東大だい震しん災さい前なら浅草十二階があったけどなぁ。

ＧＭ：それじゃあ、有名な神かみ谷やバーなんかどうかな。帝都で人気のカクテル〝電気ブラン〟が呑のめるよ（笑）。

クリス：おっ、いいですね。ではそれでお願いします。






アーネスト・サトウ（一八四三年～一九二九年）　幕末から明治期にかけて活躍したイギリスの外交官。知日家として知られる。なお、サトウという姓はスラヴ系のものであり、日系人ではない。










◆Middle 03◆帝てい都との怪かい人じん


Scene Player ――― クリス






　場所は浅草、時は夜。

　街の名物・神谷バーの店内の片かた隅すみに、クリスの姿すがたがあった。

　時局が悪化しつつある所せ為いか、往おう時じに比くらべ酔すい客かくの数はまばらである。




ＧＭ：では改めてクリスの情報収集シーンを開始しよう。場所は夜の浅草、神谷バーだ。

クリス：ＧＭ、ひとつ提てい案あんというかやりたいことがあるんですが。

ＧＭ：なんざましょ？

クリス：かの有名な怪人二十面相と会いたいです！（笑）

大悟：二十面相か！

フィン：ウィアードエイジなら実じつ在ざいしてておかしくないよね（笑）。

クリス：二十面相なら、いかにも帝都の裏に通じてそうじゃないですか。彼からファウストの情報を聞き出すという演えん出しゆつでいきたいんです。

ＧＭ：面おも白しろい！　では、クリスはあれこれと探さぐるうちに怪人二十面相にまで辿たどりついたということにしよう。

大悟：すげぇ大物ゲストだな。

クリス：（嬉しそうに）実は、日本が舞台になると聞いた瞬間から、このシーンをやりたくてたまらなかったんです（笑）。

ＧＭ：では始めようか。クリスの隣となりの席に、ひとりの男が座すわっている。これといって特とく徴ちようもなく、別れた直後にはもう顔が思い出せない……そんな不思議な中年男性だ。

クリス：……あなたが怪人二十面相。西洋のアルセーヌ・ルパンやギヨーム・ド・ノートルダムと並ならび称しようされる怪盗ね。

ＧＭ：彼は葡ぶ萄どう酒しゆが注がれたグラスを傾かたむけつつ、どの年ねん齢れい層そうにも聞こえるような声で話し始める。「そのような有名な方々と比ひせられるとは光栄だね、美しいお嬢じようさん」

クリス：この帝都であなたが知らないことはないと伺うかがいました。ほんの少し、その力を頼たよらせて欲しいのです。

ＧＭ：「だからといって、たったひとりで私に会いにくるとは……ふふふ、実に勇ゆう敢かんなお嬢さんだ」そう言って彼はわざとらしく凶きよう悪あくな笑えみを浮かべる。

クリス：にっこり笑ってかわします。……あなたは殺人を嫌きらう紳士だと、専もつぱらの噂ですよ。

ＧＭ：「なるほど、それは嬉しい噂だ。……で、何について知りたいのかな？」

クリス：ドクトル・ファウストという男を知っていますか？　ドイツから日本へと渡わたってきた、ナチスの悪あく魔ま的天才科学者です。

ＧＭ：「ほう、それは……」と二十面相は思案する表情になる。さて、ここで技ぎ能のう判はん定ていをしてもらおう。〈情報：裏社会〉の達成値ちに応おうじた情報を教えてくれるよ。

クリス：《生き字引》と《天てん性せいのひらめき》を組み合わせて判定します。……あ、クリティカルしたんで達成値15！

ＧＭ：そりゃ高い。では、二十面相は左の掌てのひらでつるりと自分の顔を撫なでる。

クリス：…………？

ＧＭ：……すると、いつの間にやら彼の顔がドクトル・ファウストの顔に変わっている。「それは、このような顔の御ご仁じんかな？」

一同：おおっ！

クリス：うわっ、格かつ好こいい演出！

ＧＭ：《擬ぎ態たいの仮か面めん》辺りのエフェクトを使ったということで。

フィン：あー、確かに二十面相はオーヴァードっぽいよね。

クリス：では、驚おどろきの表情を隠かくせぬまま、こくこくと頷うなずきます。

ＧＭ：「ナチスドイツの狂的科学者マツドサイエンテイストだな。普通の人間を、超人兵士という殺さつ戮りく機械に作り変える技ぎ術じゆつに秀ひいでているという」

クリス：……ええ、そうです。

ＧＭ：「以前より、日本軍の青年将校に接触している。日本独どく自じの超人兵士とやらを作り上げる為らしい。優すぐれた技術を兵器に使うとは馬ば鹿かげた話だ」

クリス：同感です。……あの、その将校の名前はわかりますか？

ＧＭ：「確か、山……そう、山住清鷹と言ったな。陸軍の大尉殿だよ」再び顔を撫でると、精悍な青年の顔が現れる。

クリス：山住……清鷹……。

大悟：…………。

ＧＭ：そしてまた二十面相は顔を元に戻もどす。「私が知っているのはこれくらいだ。これは私の勘かんだが、いずれ彼らは帝都を騒さわがせる大だい事じ件けんを引き起こすつもりじゃないかな」

クリス：帝都を騒がせる？　それはあなたのように？

ＧＭ：それを聞くと、ちょっと誇ほこりを傷きずつけられたような表情を浮かべる。「いかに優れた技術であろうと、私は軍事関係の物に興きよう味みはない。その手の連中と関かかわり合うのも御ご免めんさ」

クリス：ここは謝しや罪ざいしておきましょう。ごめんなさい。

ＧＭ：「ふふふっ、まぁいいさ。……さて、〝その手〟の連中も現あらわれたことだし、私は失礼するとしよう」

クリス：え……？

ＧＭ：二十面相の視し線せんを追っていくと、バーの入り口から君たちの席へゆっくりと近づいてくるドクトル・ファウストの姿が見える。

クリス：ゲェッ！（笑）

ＧＭ：「君が尾つけられたか、それとも私が尾けられたか……。いずれにせよ、後は当事者同士で話し合ってくれたまえ」二十面相は君に一礼し、ファウストと入れ替かわるように店の外へ去ってゆく。

クリス：これはどうしたものか……とりあえず、テーブルの下で密かにモーゼルの撃鉄を起こします。

ＧＭ：なお、ファウストの背はい後ごにはコートの襟えりを立て、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった謎なぞの人物が二名付き従したがっている。

クリス：人数的には明らかに不利ですね。ううむ。

ＧＭ：言っておくが、三人とも見たところ武ぶ装そうはしていない。害意もなさそうに見えるよ。

クリス：おや？

ＧＭ：君の近くまでやってきたファウストは、にたりと不気味な笑みを浮かべる。「メフィフィフィフィ！　久ひさしいな、クリステル君！」

クリス：うう、二度と聞きたくなかったメフィフィ笑いだ（笑）。……ええ、お久しぶりねドクトル・ファウスト。まさかこのような場所で再会することになろうとはね。何の御ご用よう？

ＧＭ：「用があるのは君の……いや、〝君たち〟の方じゃないのかな？　メフィ、メフィ」

クリス：こいつ、私たちの調査に気づいてる……？　ともあれ、目標から接触してくれた以上、逃のがす手はないわね。立ち上がり、彼らと距きよ離りをとろうとします。

ＧＭ：（嬉うれしそうな声で）「ほう、ここで君の性せい能のうを見せてくれるのかね？　いいともいいとも、存ぞん分ぶんに闘とう争そうの口火を切ってくれ。……ただ、後ろのふたりが狙ねらうのは君の命だけではないぞ？」そう言って彼は、他の席で平和に談笑する人々に嫌いやらしい視線を向ける。

クリス：くっ……。手を怒いかりに震ふるわせつつ、撃鉄を元に戻す……しかない。

ＧＭ：「うむ、賢けん明めいだ。……さて、もう御ご存ぞん知じだろうが、わしはこの国でひとつの〝実験〟を行う予定だ」

クリス：…………。

ＧＭ：「そこで、だ。かつて逃にげ出した失敗作がどこまで抗あらがうことができるか、その性能をテストしてやろう。喰くらいついてきたまえ」

クリス：随ずい分ぶんと余よ裕ゆうね。後こう悔かいすることになるわよ？

ＧＭ：「後悔？　メッフィッフィ！　それは、〝完かん璧ぺき〟ならざる愚ぐ昧まいで不完全な一いつ般ぱん人じんの抱いだく感かん情じようよな。このわしには無む縁えんというもの」

クリス：今に、その耳みみ障ざわりな笑い声もあげられなくなるわ。

ＧＭ：「メフィ、メフィ、いいぞ、せいぜい頑がん張ばってくれ。わしを失望させるなよ。では、さらばじゃ！」身を翻ひるがえし、護ご衛えいと共にファウストは去ってゆき……シーン終了

クリス：その背せ中なかに銃じゆうを向けたい衝しよ動うどうを必死に押おしとどめながら、黙だまって見送りましょう。






浅草十二階　明治から大正にかけて、東京・浅草には「凌雲閣」という赤煉瓦造りの塔が立っていた。「浅草十二階」の愛称で親しまれていたが、関東大震災により倒壊。

神谷バー　台東区浅草にある老舗バー。現在も営業中。

電気ブラン　神谷バーの創業者が作ったブランデーベースのカクテル。

怪人二十面相　江戸川乱歩の小説に登場する人物で、変装を得意とする怪盗。無論、架空の人物だが、ウィアードエイジには実在するということにした。

《生き字引》　ノイマンのエフェクト。情報収集を効率的に行うことができる。

《天性のひらめき》　ノイマンのエフェクト。様々な判定のクリティカル値を下げることができる。

《擬態の仮面》　エグザイルのエフェクト。自分の容貌を自在に変化させることができる










◆Middle 04◆その名は〝鷹たか〟


Scene Player ―――― フィン






　新宿区・市ヶ谷。

　十二月の寒風が、陸軍省の建物に吹ふき付けている。

　―――なるほど、〝あれ〟か。

　厚あつ手でのコートに身を包んだフィンは、双そう眼んき鏡がよう越ごしに陸軍省を観察していた。




ＧＭ：お次はフィンの情じよう報ほう収しゆう集しゆうだ。

フィン：うん。ま、クーデターについて調べるよ。軍関係の建物に近づいて、《タッピング》で盗とう聴ちようしたいんだけど。

ＧＭ：ふむ。となると市ヶ谷の陸軍省が最さい適てきかな。

フィン：じゃあ、ただの観光の子こ供どもを装よそおって観察する。で、こっそりトランクの中の機械を起動して盗聴開始～……達成値ち７。あんまり高くないな。

ＧＭ：ま、この項こう目もくはそれだけあれば十分だ。

フィン：お。意外と簡かん単たんだった。

ＧＭ：まず、陸軍内部に「若わか手て将しよう校こうによるクーデター計画が企くわだてられている」という噂うわさがあるのは事実。ただ、誰だれが流る布ふし始めたかはわからない。

フィン：情報ソースがいい加か減げんなわけね。

ＧＭ：ただ、つい二年前にもクーデター未み遂すい……いわゆる二・二六事じ件けんが起こったばかりだから、上じよう層そう部ぶはかなりの恐きよう怖ふ感を抱いだいているようだ。事実、疑うたがわしいというだけで適てき当とうな理由をつけて左さ遷せんされた者も出始めている。

大悟：ひどい話だな。

ＧＭ：それだけピリピリしてるってこと。もちろん、そうなると下には不満が溜たまる。その雰ふん囲い気きを察して上層部はより過か敏びんになっていく……というのが、今の状じよう況きよう。

フィン：うわぁー。それは見事なまでに悪あく循じゆん環かんだね。

ＧＭ：そして、上層部が目をつけてる若手派は閥ばつがある。彼らは、私し的てきに集まって〝勉強会〟を開いているらしい。これから我われ々われ軍人は何をすべきかーとか、日本が進むべき道はーとか、そういうのをみんなで議ぎ論ろんし、考えるそうだ。

ギヨーム：それ勉強会なのか？（笑）

クリス：明らかに反はん乱らん分子候こう補ほ生せいの溜たまり場ですね（笑）。

ＧＭ：ただ、人脈の繫つながり方が結けつ構こう広いらしく、上の方も気軽に対たい処しよできずにいるようだ。ちなみに、会の名前は「国の鷹の会」と書いて「こくようかい」と読む。

フィン：国こく鷹よう会かい？

大悟：いかにもだな。名前からして「タカ派は！」って感じだ（笑）。

ＧＭ：ここで〝国こく鷹よう会かい〟についての調ちよう査さも可か能のうになった。続けて判はん定ていしていいよ。ただ、これは誰かが交信する情報ではないので《タッピング》は不可。技ぎ能のうは〈情報：裏うら社会〉。

フィン：〈情報：裏社会〉はコネがある！　ダイス６個こ振って……あ、今度はクリティカルした。達成値13。

ＧＭ：ではまず、国鷹会の中心人物の名前がわかる。山住清鷹という日本陸軍の大たい尉い。

一同：…………。

大悟：……清鷹か。ある程てい度ど予想はしてたが……。

ＧＭ：なお、会の実じつ態たいは日本の古神道をベースとした神しん秘ぴ思想集しゆう団だんに近い。構こう成せい員いんが、各所の神道系宗しゆう教きよう団だん体たいに出入りしているのが確かく認にんされている。

フィン：何やってんだよ、軍人さん（笑）。

ＧＭ：彼らが主しゆ張ちようするのは、要するに〝オカルトパワーの軍事利用〟だ。

クリス：ベースとなる思想は違ちがえど、ナチスと方ほう向こう性せいは一いつ緒しよじゃないですか！

ＧＭ：そうだねぇ。ちなみに、第二次大戦期の日本軍内部には霊れい的てき思想に傾けい倒とうする軍人が結構な数いたらしいよ。

クリス：……ああ、それは聞いたことあります。わりとヨタ話に近いですが、敵てき国こく首しゆ脳のうの呪じゆ殺さつを目もく論ろむ部局があったとかなんとか（笑）。

ＧＭ：まぁ、国鷹会の主張については上層部は半はん信しん半はん疑ぎなわけだがな。そして、フィンにとって気になる情報がもうひとつ。国鷹会の連中は、天花寺家の令れい嬢じよう・千早を自分たちの研究のキーパーソンと看み做なしているようだ。

大悟：なにぃ？

フィン：え、なんでなんで？

ＧＭ：理由まではまだわからない。そして、千早本人は国鷹会の首しゆ魁かい・山住清鷹の婚こん約やく者しやだ。

フィン：……う～ん、あのお姉ちゃんが、ねぇ。ああもう、大悟兄ちゃんがいればなぁ。妹が危あぶないかもしれないってのに、どこにいるんだよ。

ＧＭ：と、フィンがぼやいたところでシーン終了だな。






陸軍省　日本陸軍の参謀本部が置かれた場所。陸軍の総元締めと考えればよい。

《タッピング》　ブラックドッグのエフェクト。無線通信を傍受する。

二・二六事件　一九三六年二月二十六日、陸軍の皇道派と呼ばれる将校たちが起こしたクーデター未遂事件。多くの政府重鎮が暗殺され、帝都は一時騒然となるも、決起より三日後の二十九日に鎮圧される。

霊的思想に傾倒する軍人～　軍とは徹底したリアリストの集団である一方、縁起をかつぐ連中が多かったのも事実である。










◆Middle 05◆鉄くろがねの人形


Scene Player ―――― ギヨーム






　帝てい都と、港こう湾わん地区。

　立ち並ならぶ倉庫のひとつを利用した隠かくれ家の中にギヨームの姿すがたはあった。

　窓まどひとつない部屋で、薄うす暗ぐらい電球の下、一いつ心しん不ふ乱らんに書類を読み耽ふけっている。




ＧＭ：クリス、フィンと来たので、ギヨームの番だ。場所の希望はあるかな？

ギヨーム：そうだな……じゃあ、ゾルゲが用意した隠れ家にいるってことで。

ＧＭ：了りよう解かい。

ギヨーム：早さつ速そくだが、鉄人計画について調べよう。あちこちの軍関係の施し設せつに潜もぐり込こんで、機き密みつ書類を盗ぬすんできたという演えん出しゆつで。で、今、隠れ家に戻もどってきたトコ。

ＧＭ：巧うまく盗めたかどうかは〈情報：軍事〉か〈情報：神秘〉で判定してくれ。

ギヨーム：〈情報：神秘〉なら技能があるな。こっちを使って……おお、クリティカル！　達成値は17とかいったぞ。

クリス：すごい！　さっきまではあんなに呑のんだくれていたのに。

ギヨーム：うむ、予言書が潜せん入にゆうルートとか教えてくれないので、自分で頑がん張ばることにした。私はやればできる子なのだ（笑）。

ＧＭ：では君の鮮あざやかな手しゆ腕わんで盗み出された機密書類の束が目の前にずらっと並ならんでいる。

ギヨーム：（雑ざ魚こっぽい口調で）ふへへっ、どうでぇ。酒浸りったって、本気を出しゃあ、ちょろいもんよぉぉぉ。

クリス：あ、やっぱりダメっぽい（笑）。

ギヨーム：放っておきたまえ（笑）。……んじゃ、書類を見てみるとしようか。

ＧＭ：うむ。その書類に記されていたのは―――




　―――鉄人計画。

　ナチスドイツの超ちよう人じん兵士計画を参考に、日本軍内部にて発案された計画である。

　曰いわく、鉄人兵士とは、古来より軍隊が夢ゆめ見みてやまない〝死なない兵士〟である。

　超人兵士計画と異ことなり、人間に改かい造ぞうを施ほどこすのではなく、一個の独どく立りつした戦せん闘とう機械を〝建けん造ぞう〟することに主しゆ眼がんをおいている。

　これはすなわち、〝ロボット兵士〟に他ならない。




ギヨーム：ロボット兵士！

クリス：ロボット……二〇世紀前半の科学力で……（笑）。

ＧＭ：お黙だまりなさい。計画には人間型ロボット〝學がく天てん則そく〟の開発者である西村真琴にしむら・まこと博士を筆頭に、金かね田だ、敷しき島しま、といった日本有数の頭ず脳のうが結集したとある。

フィン：確かにそうそうたるメンツだ。

クリス：西村博士だけは実じつ在ざいの方ですね。『帝都物語』にも登場してましたっけ。

ＧＭ：その通り。……だが、結局、計画は頓とん挫ざしてしまったらしい。

ギヨーム：それはまたなぜ？

ＧＭ：ボディは完成したんだけど、自じ律りつ行動をさせるための中ちゆう枢すう部分……要するに人工知ち能のうが作れなかったんよ。

ギヨーム：なるほどな。……って、肝かん心じんの部分がダメじゃないか（笑）。

ＧＭ：うむ。しかし最近になってナチス関係の人間の協力を得て、陸軍の一部勢せい力りよくが極ごく秘ひ裏りに研究を引ひき継ついだらしい。研究所は神か奈な川がわの登のぼ戸りとにあるという。

ギヨーム：またもやナチス！　……その研究所というのは、詳くわしい場所はわかるのかな？

ＧＭ：うん。登戸研究所に向かえば更さらに踏ふみ込んだ情報が手に入りそうだよ。

ギヨーム：なるほど……直ちよく接せつ行け、と。

ＧＭ：そういうこと。……さて、君が書類を読み終える頃ころ合あいを見計らったかのようにゾルゲが隠れ家に姿を現あらわす。「やぁ、状況はどうかな同タワ志リシチギヨーム」

ギヨーム：ぎろりと睨にらみつける。同志はやめろと言った筈はずだが？

ＧＭ：（肩かたをすくめながら）「これは失礼した。……その書類が、君の得た成果だね？　素す晴ばらしい、さすがは世紀の大だい怪かい盗とうだ」

ギヨーム：鉄人計画、ガセではなかったようだぞ。あのナチスも関かかわっているようだ。

ＧＭ：それを聞き、ゾルゲは眼めを輝かがやかせる。「ほう！　詳しい話を……いや、その書類を見せてもらった方が早いか」そう言って、書類に手を伸のばそうとする。

ギヨーム：……ううむ。

ＧＭ：どうしたの？

ギヨーム：いや、ゾルゲに情報をまんま渡わたしていいものか悩なやむ。これらがスターリンの手に渡ることを考えると、危き険けんな気がする。

クリス：それは……そうですね。

大悟：やばそうな計画だもんな。どこの国に渡っても、ロクなことにならんだろう。

フィン：イギリスで買い取ろうか？（笑）

ギヨーム：いや、ダメだ。こういう危険なものは封ふう印いんせねばならん。というか、それが私の本来の仕事だった（笑）。

ＧＭ：……では、どうする？

ギヨーム：ゾルゲの手を押おし止とどめよう。悪いが、勝手に触さわらないでくれるか？

ＧＭ：「…………？」意外そうな顔で君を見るけど。

ギヨーム：その書類、君に渡すわけにはいかない。

ＧＭ：（少し低い声になり）「おやおや。情報の独ひとり占じめとは感心しないな」

ギヨーム：勘かん違ちがいしないでくれるか？　君らは極東地ち域いきの安全とやらが保ほし障ようされればいいといっていたじゃないか。この技ぎ術じゆつを欲ほしがる理由はない筈だ。

ＧＭ：「……随ずい分ぶんと疑うたがわれたものだな」

ギヨーム：そうじゃない。私は、こういった技術が国家の手に渡るのを阻そ止しすることを信しん条じようとしているだけさ。

ＧＭ：「鉄人計画の詳しよう細さいな情報は渡さぬ、と？」ゾルゲの態たい度どはあくまでも冷静なんだけど、まとう雰囲気が徐じよ々じよに険けん悪あくになっていく。

クリス：張はり詰つめたやりとりですね。

ギヨーム：世話になったが、ここらで縁えん切きりだ。……なに、約束通り、鉄人計画は潰つぶすから安心したまえ。

ＧＭ：しばしの睨にらみ合いの後、ゾルゲは呆あきれたように溜ため息いきをつく。「君の現在の精神状態なら、いいように操るのも簡単と思っていたんだがな……」

ギヨーム：フッ。レディや子供が頑張っている姿を見ると、な。それにここは……私の友人の祖国だ。放ってはおけん。

クリス：ああっ、ギヨームが立ち直っていく！（笑）

ギヨーム：鉄人計画を叩たたき潰つぶした折には、きちんと報ほう告こくぐらいはさせてもらうよ。

ＧＭ：「やれやれ。いずれ、我々ソヴイエトについておけばよかったと後こう悔かいすることになるぞ」

ギヨーム：……いやぁ、君も、そして君の国も案外と長くはなさそうだぞ？　昔、私の予言書に君の国の末路が記されたことがある。

ＧＭ：「なんだと……!?」

ギヨーム：せいぜい身の回りには気をつけたまえ。そう言い残し、隠れ家を出て行こう。

大悟：やたらと渋しぶいなギヨーム。かっこいいぞ。

ＧＭ：後には、不安げな表ひよう情じようを浮うかべるゾルゲだけが残されたのだった。

ギヨーム：ここでゾルゲはタイタスに変更……そして、カヴァーを怪盗紳士に戻すぞ。

クリス：ギヨーム復活！（笑）

ギヨーム：そろそろ自分の本分に戻らんとな。国家の狗など、私の性分に合わん。

ＧＭ：了解。ギヨームが己を取り戻したところで、このシーンは終了だ。






西村真琴（一八八三年～一九五六年）　実在したロボット学者。空気圧で動く東洋初のロボット〝學天則〟を作ったことで知られる。

金田、敷島といった～　いずれも横山光輝氏の漫画『鉄人28号』に登場する科学者。ここでは、優秀なロボット学者として名前を拝借した

登戸研究所　神奈川県の登戸には、陸軍の研究所があった。










◆Middle 06◆軍部の闇やみ


Scene Player ―――― 大悟






　日は傾かたむき、帝都は茜あか色ねいろに染そまりつつあった。

　歳さい末まつの慌あわただしい空気の中にあっても、彼―――天花寺大悟は悠ゆう然ぜんと街を歩いている。




ＧＭ：では次に大悟のシーン。

大悟：おう。家でゴロゴロしててもしょうがないし、山住の情報でも集めに行くとするか。

クリス：山住氏本人には会いに行かないんですか？

大悟：ん～……とりあえずはあいつに関して探さぐりを入れてからだな。というわけでＧＭ、山住清鷹について情報収集したい。

ＧＭ：では〈情報：軍事〉か〈情報：日本〉で。

大悟：〈情報：日本〉で調べよう。【社会】は１なんでダイス１個振って……あ、１が出た。

ＧＭ：それはファンブルといいます（笑）。

大悟：……まるで見けん当とう違ちがいの方向を調べて時間を浪ろう費ひしたってとこか。

ＧＭ：そんな感じ。大悟は、山住に関する目新しい情報を摑つかむことはできなかった。

大悟：ふっ、やはり俺おれは調査能力のない探たん偵てい。……誰か助けてくれないだろうか（笑）。

フィン：それじゃ僕が登場するよ。場所は……大悟兄ちゃんの家かなぁ？

ＧＭ：では、大悟が調査に失敗し、千早の邸てい宅たくに戻ってくるところにしようか。

フィン：どうやって話をしたものか悩なやみながら、家の近くの街灯の下辺りをウロウロしてる。

大悟：じゃあ、そこに声をかけよう。……おい、そこに立ってるのはもしかしてフィンか？

フィン：……あ、大悟兄ちゃん！　てててーと駆かけ寄よっていこう。ええと、山住って人の名前は知ってるし、ここに来るまでにざっと調査しておきたいんだけど。

大悟：それは助かる。

ＧＭ：ん、いいよ。判定どうぞ。

フィン：これで失敗したら、他の誰か出てください（笑）。〈情報：軍事〉で……達成値９。

ＧＭ：それならＯＫ。ではまず、次のような基本情報がわかる。




　山住清鷹。文武両道で、文においては古今東西の書に通じ、武においてはかの北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうで大だい目もく録ろく皆かい伝でんを許されている。

　陰陽道や古神道に造詣が深く、先祖は神通力に長けていたと伝えられている。




クリス：それはなんとも手強そうな……あ、「仮に」敵に回したらの話ですが（笑）。

ＧＭ：そんで、士官学校卒業後は瞬またたく間まに大尉にまで昇しよう進しんしたが、最近は上層部との関係が冷え込こんでいる模も様よう。

フィン：なんで？

ＧＭ：二・二六事件の折、決起した皇こう道どう派は将校との繫がりがあったっぽいから。証しよう拠こ不十分のまま嫌けん疑ぎはうやむやになったが、それ以来、ちょっと出世の道からは外れちゃってる。

大悟：二・二六事件に関かかわりが？　……そいつは穏おだやかじゃないな。

ＧＭ：しかし、国鷹会で他の若手将校と討とう論ろんしたり、上層部への意見具申は続けている。中国大陸で、展望もないまま戦線が拡大してゆく現状に危き機き感を抱いているらしい。

大悟：生真面目な奴やつだからな……。

ＧＭ：現げん在ざいは天花寺千早との縁えん談だんが進められているが、彼をよく知る者は一様に驚おどろいている。

フィン：そりゃまたどうして？

ＧＭ：これまで数多くの良い縁談を「国家の明日を考えねばならぬ身に家庭は邪じや魔まである」と切きり捨すててきたような男だから。周囲としては「なぜ、今になって急に？」って感じ。

クリス：何か心しん境きようの変化でもあったんでしょうかね。

大悟：うむむ……。

ＧＭ：そして最後に、重要な情報がひとつ！　ここ最近、「メフィメフィ」と奇き怪かいな笑い方をするドイツ系と思おぼしき老人と一いつ緒しよにいるところをしばしば目もく撃げきされている。

一同：出たーっ！（笑）

大悟：そんな奴と付き合っちゃダメだろ、清鷹ーっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……と、まぁ大体こんな感じ。

フィン：ＯＫ。そんじゃ、その情報とか、とにかく諸もろ々もろを大悟兄ちゃんに伝えるよ。

大悟：じゃあ、出会ったトコから再さい開かいか。……フィン、なんでおまえが日本にいるんだ？

フィン：それはこっちの台詞せりふだよ～。日本には帰れないんじゃなかったの？

大悟：（頭を搔かきながら）ま、色々と事じ情じようがあってな。

フィン：慌あわてふためきながら言うよ。と、とにかく、大変なんだよ。兄ちゃんの妹さんに関わりのある話なんだ！

大悟：うちの千早に？　……こんな所で立ち話もなんだ。とりあえず家の中に入って話を聞こうじゃないか。

フィン：うん、わかった。

ＧＭ：では、ふたりが千早の邸宅の門をくぐっていくところでシーン終了だな。






北辰一刀流　正式には「北辰一刀流剣術」。開祖は、幕末の剣豪・千葉周作。

皇道派　陸軍内部に存在した派閥のひとつ。政治の場から官僚や経済界の人間を排除し、天皇による親政を求める急進派である。










◆Middle 07◆幸福な望み


Scene Player ―――― フィン






　大悟に連れられ、フィンは千早邸ていの敷しき居いをまたぐこととなった。

　千早は、まだ女学校から戻もどっていないという。




ＧＭ：そんじゃ別邸。とりあえずフィンは、大悟と共に客室で話をしている。

フィン：クリスとギヨームにも、この家の住所を連絡したってことでいい？

ＧＭ：特に難しいことでもないな。じゃあ、クリスとギヨームも好きなタイミングで登場していいよ。

クリス：では、頃ころ合あいを見計らって登場します。

フィン：そんじゃ、こっちが摑つかんでいる情じよう報ほうを大悟兄ちゃんに伝えておくよ。

ＧＭ：どこまで話す？

フィン：全部全部。クーデター計画に始まって、国こく鷹よう会かいや清鷹、それと千早がなんか狙ねらわれているっぽいことも。千早さんとの結けつ婚こんって、なんか裏うらがあるんじゃないの？

大悟：うーむ。それを聞くと、しばらく考え込んじまうなぁ。

フィン：兄ちゃんが悩なやむのは珍めずらしいんで、聞いてみるよ。どうしたの？

大悟：いや、その山住という男は俺おれの幼おさ馴なな染じみでかくかくしかじか。

フィン：…………。

大悟：清鷹はそんな人の道に外れたことをする男じゃない。それにあいつは……千早を愛しているんだ。

フィン：それは確たしかなのかもしれないけど……。

ギヨーム：この辺りで登場させてもらうかな。

クリス：あ、では私も。

ＧＭ：わかった。では、女中のヤエさんがやってくる。「大悟様。そちらにいるフィンさんを訪たずねて、外国の御お客きやく様さまがお見えですが……」

フィン：きっとクリスとギヨームだよ。

大悟：そうか。じゃあ、ヤエさんに「お通ししてくれ」と伝える。

ＧＭ：ヤエさんはとてとてと玄げん関かんに戻り……クリスとギヨームがやってくるわけだ。

クリス：中東での別れ以来ね、大悟。

ギヨーム：これも運命の導みちびきという奴やつかな？　まぁ、もう私にその運命は見えないが。

ＧＭ：じゃあ、ここで再ふたたび情報の共有かな？

ギヨーム：そうだな。私は鉄人計画の書類をぽんっと渡わたそう。

大悟：（書類を読むような仕草）……こ、これは！

クリス：そこに書かれているナチスの協力者というのは……十中八九、ドクトル・ファウストという男よ。

フィン：ああ、山住って人の近くにも怪あやしいドイツ人がうろついてるってさ。きっと、そいつだよ。

大悟：なるほど、な……。

ギヨーム：この事じ件けんには君の親友が関かかわっているようだな。それどころか首しゆ謀ぼう者しやっぽい。

大悟：確たしかに、プレイヤー的には限かぎりなくクロだと思うんだが……。けれど、それでも奴のことは信じたい。

一同：…………。

大悟：（深しん刻こくな口調で）……俺に少し時間をくれ。直ちよく接せつ会って、奴の真意を問いただす。

フィン：口調からして、いつもの大悟兄ちゃんと様子が違ちがう……。

一同：…………。

ＧＭ：場に重苦しい沈ちん黙もくが下りたところで、扉とびらがノックされ、千早がひょこっと顔を出す。「あのう、大兄ぃ様。皆みな様さまのお夕飯のご用意をしようと思うんですが……」

大悟：（みんなの方を向き）食ってくだろ？

一同：（こくりと頷うなずく）

大悟：じゃあ、全員分頼たのむぞ。

ＧＭ：「はい、承しよう知ちいたしました。腕によりをかけちゃいますっ！」……というところで、ちょっと場所を切り替かえようか。シーンは変えるまでもないな。




　大悟たちは千早と共に食しよ卓くたくを囲んでいた。

　床ゆかには上品な梅うめ鼠ねず色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれ、天てん井じようからは小ぶりなシャンデリアが吊つり下げられた和洋混こん交こうのお手本のような部屋である。

　テーブルの上に並ならんでいるのは、和食化した西洋料理……いわゆる〝洋食〟の数々。

　いずれも、千早がヤエと共にこしらえた心ここ尽ろづくしの料理である。




ＧＭ：そんなわけで、君らは千早の歓かん待たいを受けて夕飯のテーブルについた。まずは、千早が自じ己こ紹しよう介かいをする。「皆様、初めてお目にかかります。私は天花寺千早と申します。こちらの大兄ぃ……いえ、大悟の妹です」

クリス：こちらは……やはり大悟に紹介して貰もらうのが礼れい儀ぎですかね。

大悟：おう、わかった。

フィン：僕ぼくは一度会ってるし、いいや。

大悟：じゃあ、クリスとギヨームを紹介しよう。（クリスを示しめしながら）こちらはクリステル・フォン・エッシェンバッハ。ドイツ貴き族ぞく、エッシェンバッハ家のお嬢じようさんだ。

クリス：（ぺこりとお辞儀をして）初めまして。今はヴォルスング・タイムズの新聞記者をしております。

ＧＭ：新聞記者と聞くと、千早はパッと顔を輝かがやかせる。「まあ！　私も婦ふ人じん記者になりたくて、卒業後は新聞社への就しゆう職しよくを考えていたんですっ！　奇遇！」

クリス：ほほう。ＧＭ、それは今決まった設せつ定ていなんですか？

ＧＭ：いや、実はシナリオ作成時から決めてあった。だから、クリスが新聞記者をカヴァーにしたときは、とても嬉うれしかった（笑）。

一同：へぇぇ～。

大悟：……けど、千早は嫁よめに行くんだろう？

ＧＭ：「ふふふ。清兄ぃ様は進歩的な方なんですよ。兼けん業ぎよう主しゆ婦ふを認みとめてくださったの」

大悟：ほう、なるほどね。

ＧＭ：「クリス様、今度、新聞記者というご職しよく業ぎようについて色々と教えてくださいましね」

クリス：ええ、喜んで！　実は、あまり根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれると困こまるわけですが（笑）。

大悟：それじゃ次はギヨームだな。……彼はギヨーム・ド・ノートルダム。こう見えて実は欧州一の〝怪かい盗とう〟なんだぜ。

ＧＭ：さすがに千早は目を白黒させるぞ（笑）。「怪盗？　もう、大兄ぃ様ったら。親しいご友人でも泥どろ棒ぼう扱あつかいなんて失礼ですよ？」

ギヨーム：そうそう、あなたの兄君はまったく失礼な男なのです。……ここで、芝しば居いっ気たっぷりに千早の指先で指をパチンと鳴らそう。

一同：…………？

ギヨーム：次の瞬しゆん間かん、指先に綺き麗れいな蒼あおい炎ほのおがヒュボッ！　……サラマンダーのエフェクトによる演出えんしゆつってことでいいかな？

ＧＭ：うん、認みとめよう。千早は大たい層そう驚おどろいたような表ひよう情じようを浮うかべるが、すぐにそれを〝手品〟だと認にん識しきしたようだ。

ギヨーム：空中で炎を動かしながらニヤリと笑う。……これが私の本業ですよ。

ＧＭ：「まぁ！　奇術師マジシヤンの方なんですね？　こんなに近くで奇術を目にするのは初めてです」千早は楽しそうに炎のダンスを見つめている。

ギヨーム：いかにも私はフランス一の魔術師マジシヤンなのです。……ま、大悟のいうように副業で怪盗も営いとなんではいますがな（笑）。

ＧＭ：千早はクスクスと笑っている。あくまでも冗じよう談だんと思っているからね。

ギヨーム：そらそうだろう（笑）。……いや～、しかし実に可か憐れんなお嬢さんだ。あなたのような女じよ性せいを〝大和撫なでし子こ〟というのでしょうね。

ＧＭ：頰ほおを染そめつつ、謙けん遜そんする。「いえいえ、お恥はずかしゅうございます。父や母からは、十八にもなってお転てん婆ばが過すぎるとよく叱しかられます」

フィン：（不思議そうな口調で）ヤマトナデシコォ？　なにそれ？

ギヨーム：知らんのか。〝ゲイシャ〟や〝カブキ〟に並ならぶ最高の褒ほめ言葉さ（笑）。

フィン：噓うそか本当か区別がつかないので、ふーんと頷うなずいておく（笑）。

ＧＭ：給仕をしていたヤエさんが、ぽそっと「褒め言葉じゃねぇだろ」とか呟つぶやいたりもするのだが、まぁそれは置いておこう。

大悟：なんかキャラ立ってる女中さんだな（笑）。

ＧＭ：さて、千早があれこれと訊ねてくるわけだが……。「あのぅ、皆みな様さま方がたはどういった経けい緯いで兄とお会いになられたんですか？」

クリス：え？　あー、それは……（ちょっと困こまった様子）。

フィン：みんなで飛行船や飛行機に乗ったり。あとはナチスと戦……おおっと（笑）。

クリス：そうそう、超ちよう古こ代だい文明の遺い跡せきとか……あわわ（笑）。

ギヨーム：……欧州のオリエント急行で出会いましてね。縁えんがあって、色々な場所を共に旅して回ったのですよ。

クリス：そう、それです（笑）。

フィン：確かにトラブルは多かったけど……楽しかったよ。特に、大悟兄ちゃんには僕ら三人とも、何度も助けられてるんだよ。

ＧＭ：「まぁまぁそうなんですか……」千早は、大悟が褒められて嬉うれしそうな顔をする。「大兄ぃ様、素す敵てきなお友達に囲まれてらっしゃいますね」

大悟：……ああ、そうだな。本当に頼たよれる連中さ。

ＧＭ：（こくりと頷く）千早は、心の底から安あん堵どしたような笑え顔がおを浮うかべ、次のように語る。「ああ、よかった。これで私も安心して山住の家……清兄ぃ様の許もとへお嫁にいけます」

大悟：うっ！

クリス：清鷹氏の話を知っている我われ々われとしては……反はん応のうしづらいです（笑）。

フィン：こ、ここは話を逸そらそう！　え、えーと……そうだ、千早姉ちゃん。大悟兄ちゃんの昔の話を聞かせておくれよ！

ＧＭ：「昔のお話ですか？　そうですね……そうそう、私がお嫁にいく方は清鷹様といいまして、その方と大兄ぃ様、そして私はいつも一いつ緒しよに遊んでいたんです」

フィン：こいつっ！　人が話を逸らそうとしてるのにっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：もちろんそんなことなど露つゆ知らず。それはもう楽しそうに昔話をしてくれるよ。大悟のこともそうだけど、清鷹の話もふんだんに。幸せな時代を夢ゆめ見みる、そんな話し振ぶりだ。

クリス：……わたしはそういう想い出がないので、素す直なおに憧あこがれますね。それは、とても素敵な想い出ですね、千早さん。

ＧＭ：「ええ。大事な宝たか物らものです。けれど……」

クリス：けれど？

ＧＭ：「清兄ぃ様はお仕事で忙いそがしくなって、大兄ぃ様は行方ゆくえ不明。いつしか三人は、バラバラになってしまいました」

一同：…………。

ＧＭ：「十八にもなって、このようなことを人様に申し上げるのははしたないとは承知しておりますが……正直、とても寂さびしゅうございました」

大悟：そうか……すまなかったな。

ＧＭ：「いえ、いいのです大兄ぃ様。これからはずっと一緒ですものね？」

大悟：ぬっ!?　う、うう……ぎこちなく頷くしかない。

フィン：大悟兄ちゃんが気け圧おされてるよ（笑）。

クリス：見事に外そと堀ぼりを埋うめて、さらに退たい路ろを断たつ巧こう妙みような話わじ術ゆつ（笑）。

ＧＭ：（大きく力強い声で）「そう。これからは昔のように、大兄ぃ様と、清兄ぃ様と、私。あの遠い日のように、三人がいつも一緒！　ああ、幸せだなぁ!!」

一同：ゲェーッ！（笑）

大悟：千早、お前わかって言ってるだろぉぉぉっ！（爆笑）

ＧＭ：かくして、千早との会食は少々賑にぎやかに、かつ和やかに進むのだった。千早邸ていでの夜は更ふけていき……シーン終しゆう了りよう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ギヨーム：天花寺千早……いい妹さんじゃないか。

フィン：（頷うなずきつつ）だよね。

大悟：そう言ってくれると、兄としても嬉うれしい（笑）。

ギヨーム：ここで千早にロイスを結んでおこう。感かん情じようは〝庇ひ護ご／隔かく意い〟で。

クリス：同じくわたしも。感情は……〝好意／嫉しつ妬と〟としておきましょう。

ＧＭ：ん、了りよう解かい。






洋食　明治期、西洋の料理文化が数多く日本に持ち込まれた。それらの西洋料理を、日本人の味覚に合うようにアレンジしたものが〝洋食〟である。カツレツやカレーライスなどが代表。

オリエント急行　ヨーロッパ大陸を走る国際長距離列車。その歴史は十九世紀末にまで遡る。一巻『東邦の快男児』の冒頭、このオリエント急行内で大悟たち四人が出会った時、物語は始まった。










◆Middle 08◆月に鷹たか、交かわす酒しゆ杯はい


Scene Player ――― 大悟






　神か楽ぐら坂ざか。

　賑にぎやかな通りを一歩路地に入ると、高級料りよう亭ていが立ち並ならぶ街である。

　月が中天に冴さえ冴ざえと輝かがやく頃ころ、とある料亭の一室で、大悟は〝友〟を待っていた。




ＧＭ：さぁ、大悟のシーンだ。

大悟：（少し考えて）……山住に会えるかな？

ＧＭ：相変わらず多た忙ぼうなようだが、君が望めば時間を作って会ってくれるよ。

大悟：ならふたりで話がしたいと伝えよう。場所は……そうだな、料亭なんかどうだ？

クリス：（目を瞠みはって）料亭！　それは格かつ好こいいシチュエーションですね。

ギヨーム：確かに、『ＤＸ２』で料亭でのシーンというのはあまり見たことがない（笑）。

ＧＭ：では、神楽坂の高級料亭で。天花寺の名を出すと、すぐに離はなれの部屋を用意してくれたよ。卓の上には酒しゆ肴こうが並び、火ひ鉢ばちの中では炭が赤々と燃もえている。

大悟：では、その部屋で酒にも手をつけず、じっと待っていよう。

ＧＭ：指定した時じ刻こくの、丁度五分前。清鷹がやってくる。「待たせたな、大悟」君と酒を酌くみ交わせることが嬉しいのか、快かい活かつな笑えみを浮かべている。

大悟：いや、時間より早いくらいだ。わざわざ呼よび出してすまなかったな。

ＧＭ：「こちらこそ、席を設もうけると言っておきながら連れん絡らくもせずにすまなかった」

大悟：……まぁ座すわってくれ、清鷹。今日はお前に訊たずねたいことがあるんだ。

ＧＭ：君の表情から何かを感じ取ったのか、それまでの快活な笑みが消え、こくりと頷いて座ざ布ぶ団とんの上に腰こしを下ろす。

大悟：…………。

ＧＭ：君の沈黙に、清鷹もまた沈黙で答える。視し線せんだけはじっと君を捉とらえて離はなさない。

大悟：……清鷹。お前とは古いつきあいだ。

ＧＭ：「ああ、そうだな」

大悟：実の兄弟と思ってきたし、千早との結婚を聞いたときは、本当に……本当に嬉しかった。

ＧＭ：「そう、か……」

大悟：だが、これはどういうことなんだ？　鉄人計画の書類を畳たたみの上に放り投げる。

ＧＭ：それを見て、清鷹は明らかに狼ろう狽ばいし、顔色を変える。「こ、これは！」

大悟：それだけじゃないぞ。（クリスたちの方を向いて）……ここで国鷹会とナチスとの関かかわりについても全部喋しやべってしまいたいんだが、いいかな？

クリス：そりゃまあ、ここは言うべきでしょう。

ギヨーム＆フィン：うんうん。

大悟：ありがとう。では、かくかくしかじかと話そう。

ＧＭ：なるほど……。では、一通り聞き終えた清鷹は「どこでこれを？」と聞いてくるが。

大悟：さる筋すじからだ。安心しろ。このことを知っているのは俺と、ごく少数の仲間だけだ。

ＧＭ：「貴様の目は欺けんな」清鷹は徳とつ利くりを軽く持ち上げ、「一いつ献こん、受けてくれるか？」

大悟：じゃあ、杯さかずきを差し出して酒を受けよう。もちろん、返へん杯ぱいもするぜ。

ＧＭ：では、こちらもそれをありがたく受けよう。




　杯を干ほし、酒を注ぎ、そしてまた干す。

　ふたりの男はじっと押おし黙だまったまま、酒杯を傾かたむけ続ける。

　しばしの時が流れ、そして―――
















ＧＭ：一本目の二合徳利が空になったのを見て、清鷹は杯を伏ふせ、そして口を開く。「……大悟。貴様はこの国の現げん状じようを、どう思う？」

大悟：（少し考え）……戦争に突つき進んでいるな。それも、泥どろ沼ぬまの戦争へ。

ＧＭ：「そうだ。腐くさった上じよう層そう部ぶによって、我われ々われは敗戦へと向けて突き進んでいる」

大悟：そうか、清鷹にはわかってるんだな。……そうだな。日本は資し源げんに乏とぼしく、長い戦争を戦い抜ぬくような国力はない。

ＧＭ：「だが、な。資源がない故ゆえに、それを求め我々は戦わねばならん。俺はかつて欧おう米べいを遊歴し、国力の偉い大だいなるを見た。このままでは我らも彼らの糧かてとして食くい潰つぶされかねん」

大悟：…………。

ＧＭ：「幕ばく末まつの御ご一いつ新しんを機に、日本は近代国家に名乗りをあげた。この競争から脱だつ落らくすることは……二等国へ落ちることに他ならない。勝たねばならんのだ」

大悟：……戦いくさの是ぜ非ひは置くとしよう。だが、このままでは万に一つも勝ちを拾えないぜ。

ＧＭ：「それは先せん刻こく承知。だがな、オレはこの国に、日本に勝利をもたらすことのできる資源が豊ゆたかに眠ねむっていることを知ったのだ」

大悟：ある資源……？

ＧＭ：「そう、日本には無む尽じん蔵ぞうの〝霊れい的てき資し源げん〟があるのだ！」

大悟：霊的……資源……だと？

ＧＭ：「そうだ。物理的資源では不ふ可か能のうな大事を成し遂とげる、ちはやぶる神々の霊れい力りよくだ！」ここで、清鷹の体から不ふ可か思し議ぎな光がほのかに立ち昇のぼる。……《ワーディング》の演出だ。

大悟：そ、その力は!?

ＧＭ：「列強諸しよ国こくは数多くあれど、霊力に目をつけた国は少ない。ひとつは日本。そしてもうひとつは……ナチスドイツだ」

大悟：やはり……貴様、ナチスと手を組んでいるのか。それで、その力を得たのか!?

ＧＭ：「そうだ。彼らによって、オレの血に眠る異能の力が引き出された。この力を軍事に用いれば、日本は……」

大悟：やめろっ。ナチスは危険だ！

ＧＭ：「わかっている。……だが！　だが、今はこうする他はない！」

大悟：あんな連中と手を組み、お前は何をしようというんだ!?

ＧＭ：「我らはナチスと手を組み、他の列強諸国を撃げき滅めつする！　そして最後に残った日本とナチスが雌し雄ゆうを決する！　その勝者は戦争の歴史に終しゆ止うし符ふを打ち、新世界秩ちつ序じよをもたらすだろう。そう、これこそが人類最後の戦い、世界最終戦争だっ！」

大悟：……馬ば鹿かなっ！

ＧＭ：「……思えば、あのとき、二・二六事件の折にオレが立っていれば。あたら若わかい輩ともがらの命を散らせることもなかっただろうに。彼らの死に報むくいるには……オレは勝たねばならん」

大悟：やめろ。ナチスは危険だ。

ＧＭ：「大悟。オレは連中にいいように飼かい慣ならされる程てい度どの器と思うか？」

大悟：……人の器については、正直、よくわからん。だが、ひとつ確かく実じつなのは、ナチスと手を組むことは破は滅めつを意味するということだ。

ＧＭ：「破滅？」

大悟：ああ。俺はこの目で奴らの非ひ道どうな所業を見てきた。いかな大たい義ぎ名めい分ぶんがあろうと、連中のしていることは正当化できん。奴らと手を組むことは、国家にとって千年の恥ちじ辱よくとなるぞ。

ＧＭ：「千年の……恥辱……」

大悟：今現げん在ざい、確かに欧米諸国は亜ア細ジ亜アを格かく下したと見ているだろう。だが、だからといってそれはナチスと手を取り合う理由にはならない。

ＧＭ：「たとえ身中の毒となる相手であろうと、今のオレには、ナチスを利用するほかはないのだ。わかってくれ」

大悟：……わかるわけにはいかねぇよ。黙って、じっと清鷹の目を見つめる。

ＧＭ：しばらく厳きびしい目で君を睨にらみつけた後、ふっと口元を綻ほころばせる。「そう、かもしれん。いや、きっとそうなのだろう。大悟。貴様はいつも……正しいな」

大悟：…………。

ＧＭ：「長かった。貴様のいない八年は長かったぞ。もしも、貴様がオレと共にいてくれれば……いや、言うまい」

大悟：清鷹……。

ＧＭ：「なぁ、大悟。覚えているか？　若き日……日本の明るい未来の為、同じ道を歩もうと誓い合ったこと」

大悟：ああ、覚えているさ。忘れやしない。

ＧＭ：清鷹はすっくと立ち上がり、君に手を差し伸のべる。「大悟。オレと共に来い！　貴様がいてくれれば、ナチスだろうとものの数ではない！」

大悟：なんだとっ？

ＧＭ：「今すぐに答えろ、とは言わん。……オレは八年考えたのだ。貴様とて、考える時間は必要だろう」

大悟：……わかった。けどな、清鷹。

ＧＭ：「なんだ？」

大悟：引き返せないか？

ＧＭ：それにはきっぱりと答える。「無理だ。もはやオレの戦いは始まったんだ」

大悟：…………。

ＧＭ：では、話は済すんだとばかりに清鷹は部屋を出て行こうとする。「さらばだ」

大悟：……待て。聞き損そこねたことがある。貴様、千早をどうするつもりだ？　愛しているのではないのかっ？

ＧＭ：「…………」答えを出したくても出せないようだ。

大悟：清鷹ァッ！




　大悟の咆ほう哮こうが、部屋全体を揺ゆるがす。

　清鷹は振ふり返らず、拳を握り締め、

　そして血を吐はくような声で―――




ＧＭ：「生まれたときから見続けてきた女ひとだ。愛していない筈はずがあるか！」

大悟：知っている！　……だが、お前の心には迷まよいがあるだろう。

ＧＭ：「…………すまん」小さく呟つぶやくと、清鷹は部屋を静かに出て行く。

大悟：追うか……いや、止めておこう。ここでシーン終了にしてくれ。




　部屋の窓まどから、十二月の月が見える。

　その冷たい輝かがやきを見ながら、大悟は残った酒をあおる。

　ひどく味気なく、冷たい……そんな酒だった。






神楽坂　新宿区にある街。大通りから一本路地に入ると、昔ながらの街並みや料亭が軒を連ねる趣深い街である。

火鉢　日本古来の暖房器具。大きな陶器の鉢の中ほどまでに灰を敷き詰め、その上で炭を焚いて暖を取る。

世界最終戦争　一九四〇年、陸軍軍人・石原莞爾は『世界最終戦論』を出版。その内容は、アジアの盟主となった日本と超大国アメリカが雌雄を決し、その勝者が世界を統治するというものである。










◆Middle 09◆蛇へびの囁ささやき


Master Scene






　清鷹は焦っていた。

　それも当然であろう。

　大悟……一番知られたくない存在に、己の計画を知られてしまったのだから。

「なぜ、こうも情報が漏もれている!?」

　暗い室内に、凛とした……だが、どうしようもない苛いら立だちを含ふくんだ声が響ひびく。

　声の主は山住清鷹。

　それを涼すずしい顔で聞くのは、容よう貌ぼう魁かい偉いな白しら髪がのドイツ人……ドクトル・ファウスト。




ＧＭ：ここでマスターシーンが入ります。

大悟：清鷹とファウストのふたり、か。

ＧＭ：そう。ちなみに、秘ひ密みつの隠かくれ家みたいな場所ね。




　ファウストは清鷹の肩にぽん、と手を置いた。

　それはまるで、親が子に、芸げい術じゆつ家かが己の作った傑けつ作さくに触ふれるかのような優やさしい手つきだ。

「君には〝力〟があるじゃないか。わしが与あたえた、人を超こえる〝力〟が！　なのに、なぜ小さなことを恐おそれる？」




大悟：「わしが与えた」だと？

ギヨーム：あああ～、まさか清鷹もヴリルの餌え食じきに（笑）。

ＧＭ：ナチスのすべてがヴリルとは限かぎらんぞ（笑）。




　だが、清鷹はファウストの手を振ふり払はらい、荒あら々あらしく吐はき捨すてる。

「このままでは、遠からず上層部に我々の計画を気取られてしまうだろう。……まだ早い。〝カグツチ〟に魂たましいを降おろすに相応ふさわしい日までは、隠かくさねばならんことは貴方も承知の筈！」

　清鷹の視線は、あたかも射い殺ころすかの如ごとく。

　だが、ファウストは眉まゆひとつ動かさない。その態たい度どが、清鷹をより苛立たせるのだ。

「山住君。カグツチは、触媒の欠片さえあれば、短時間ではあるが起動は可能だと〝総そう統とう〟も保ほ証しようしておる。君の〝切り札〟を放つためには十分な時間だと、な」

　ファウストは囁ささやいた。

　古伝にある、悪あく魔まメフィストが賢けん人じんファウストに甘あまい堕だ落らくを囁いたときのように。

　清鷹はしばし瞑めい目もくし、そして―――

「……計画を早める。これ以上の情報漏洩は、あまりにも危険だ」

　清鷹の出した結論に、ファウストは嫌らしい笑みを浮かべた。

「では、カグツチに捧げるための供く物もつを一刻も早く得ねばならぬなぁ、山住君！」

　清鷹はもう、何も答えなかった。

　ただ、苦しそうな表情で頷くのみ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……というところでマスターシーンは終了。

大悟：ぬぅぅ……清鷹がそそのかされている。

クリス：それにしても、気になる単語が連発しましたね。カグツチとか、供物だとか、切り札だとか。

フィン：計画を早めるとか言ってるし、こっちも調査を急がないとまずそうだね。頑張ろう。







◆Middle 10◆研究所にて


Scene Player ―――― クリス






　冷たい月が見下ろす夜。

　クリスたちの乗った車が、夜の道を疾しつ駆くする。

　道の左右には、鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。

　彼女たちは今、登戸にあるという秘ひ密みつ研究所に向かっているのだ。




ＧＭ：次はクリスの番だな。

クリス：さて、次にするべきは……。

フィン：せっかくギヨームが場所を摑つかんだわけだしさ、研究所行かない？

クリス：おお、そういえば。結局、鉄人計画の具体的な内ない容ようがわかりませんし。

ギヨーム：私も異い論ろんはない。では大悟が清鷹に会いに行っている間にでも、研究所まで行ってみようか。三人もいれば大たい抵ていの障しよう害がいはなんとかなるはずだ。

ＧＭ：では、君らは登戸の未開発地ち域いき……細い道だけが開通した森の中を車で走っている。

フィン：周りの森の様子を見ながら、ちょっと怖こわがる。なんか、ヨーロッパの森とは違ちがった不気味さがあるよねぇ……。

クリス：そうね。ドイツの黒い森シユヴアルツヴアルトとは、まったく違った雰ふん囲い気き。

ＧＭ：そうして車を走らせていくと、もうすぐ目的地。

クリス：音で見み張はりにバレるのは嫌いやなので、途と中ちゆうからは徒歩で向かいます。

ＧＭ：あいよ。では、しばらく進んでいくと、森の奥おくに隠れるようにして建てられた、直方体の白い箱のような建物が見えてくる。窓まどから明かりは見えないが、入り口の辺りに歩ほ哨しようが二名。

ギヨーム：やはり見張りがいたか……。さて、どうする？

クリス：《ワーディング》で一気に無力化すれば楽に入れるんじゃないでしょうか。

ＧＭ：観察してすぐにわかるから言うけど、こいつら対ワーディング装そう備びを持っているよ。『アウトランド』に収しゆ録うろくされてるアレね。

フィン：どんな形？　呪符とか？

ＧＭ：陰おん陽みよ道うどうの桔きき梗よう印……いわゆる五ご芒ぼう星せいが記された白しろ手て袋ぶくろだ。

フィン：そっか、古神道カルトがどうこうって言ってたもんな。

ギヨーム：さて、どうしたもんかな……やはり忍しのび込こむか、真正面から殴なぐり込むか。

フィン：それじゃあ《電波障害》で相手の連絡手段を断ってから襲い掛かろうよ。

ギヨーム：うむ、それでいこう。

ＧＭ：仲間に連絡できないなら、こいつら二名だけじゃ君らを抑おさえきれない。無力化できたことにしていいよ。ともあれ、君たちは首尾よく研究所内部に侵入し―――




　内部は、幾いくつにも部屋が区切られた機械工場のような造つくりになっていた。

　外に光が漏もれないようにするためか、すべての窓が封ふう鎖さされている。




ＧＭ：んでね、中には様々な機械が転がっている。原げん寸すん大だいの人間型をした機械人形も幾つかちらばっているよ。錆さびが浮ういた古い物と、鉤かぎ十字が刻こく印いんされた真新しい物が混こん在ざいしている。

フィン：鉤十字？　ナチじゃん！

クリス：ファウストの物でしょうか。……ＧＭ、わたしの記き憶おくにある中で、一番最後にファウストが研究していたものはなんでしたか？

ＧＭ：〈知ち識しき：オカルト〉で目標値５の判定をどうぞ。

クリス：達成値８、成功。

ＧＭ：ならばクリスは、ファウストが「高度に機械化された超ちよう人じん兵士」の研究に熱心だったことを思い出す。腕うでとか足とか胴どう体たいとか、共通規き格かくで機械化しておくと交こう換かんも楽でしょ？

クリス：ふむ、それもそうね。……ということは、ここでも彼は自分の研究を進めていたということか。

フィン：つーか、鉄人計画と混まぜて色々やってたんじゃない？

クリス：あっ、そうね。

フィン：じゃあ、僕は鉄人計画関係で重要そうな書類かなんか漁あさるよ。

ＧＭ：〈情報じようほう：神しん秘ぴ〉による情報収しゆう集しゆうをしてもらおうかな。〈知識：科学〉でもいいよ。

フィン：〈情報：神秘〉で達成値９！

クリス：７。

ギヨーム：うむ、たったの４（笑）。

ＧＭ：じゃあ一番高かったフィンが適てき当とうかな。君は、一ひと際きわ重要そうな書類を見つける。最初のページには。鉄人零ぜろ号・暗号名〝カグツチ〟と記されている。

ギヨーム：カグツチ！　先ほどのマスターシーンでファウストが話していた奴だな。

クリス：それにしても……いかにも炎ほのお攻こう撃げきをしてきそうなわかりやすさね（笑）。

ＧＭ：カグツチは、鉄人計画で最初に制作される予定だった戦せんじ術ゆつ級の人型兵器だ。単たん騎きで一軍を撃げき破はすることができるという。

クリス：思想的には超人兵士と同じね。

ＧＭ：ただ、こちらはすべて機械であるというところがミソ。いわゆるロボット兵士やね。ちなみに、機体の目玉である装そう甲こう板には〝神秘金きん属ぞくヒヒイロカネＺ〟が用いられている。

ギヨーム：ヒヒイロカネ！（笑）

フィン：神秘で金属？　科学舐なめんな（笑）。

ＧＭ：失礼な。日本の超ちよう古こ代だい古こ墳ふんから出土した神代の金属に、現げん代だいの科学技ぎ術じゆつを融ゆう合ごうして生まれた、極めて高い硬こう度どと展てん性せいを誇ほこる超ちよう金きん属ぞくだぞ。

ギヨーム：……ほう、かなりの強度とな？

ＧＭ：うむ。つまり装甲点が非ひ常じように高い兵器となるであろうことは想そう像ぞうに難かたくない。

フィン：装甲高いのか……敵てきとして出てくるとヤダなぁ。

ＧＭ：もう戦闘時のことを考えているのか（笑）。

フィン：そりゃまぁねぇ。

クリス：できれば今のうちに破は壊かいしておきたいわ。

ＧＭ：だが、研究所内部に当の〝カグツチ〟らしき物は見当たらない。

ギヨーム：うーむ……どこか別の場所に隠されているのか？

クリス：そのようね。

フィン：ねぇねぇ、この設せつ計けい図ずから弱点とかわかんないかな？

ＧＭ：……ふむ。では〈知識：超ちよう神しん秘ぴ機械工学〉で判定してもらおうかな。目標値は15。

フィン：そんな技ぎ能のう持ってるわけねーだろっ！（笑）一いち応おう、技能なしで判定してみるけど（ダイスを振ふる）……ああ、全然ダメだ。

クリス：ここはわたしが挑ちよう戦せんしてみましょう。技能はありませんが、【精せい神しん】が高いのと、《天てん性せいのひらめき》を組み合わせれば……よし、達成値17！

ＧＭ：（拍はく手しゆ）それはすごい。では、クリスの天才的な演えん算ざんにより、構こう造ぞう的に首の付け根あたりが弱そうだということがわかる。

クリス：はい。記憶にとどめておきましょう。

ＧＭ：ちなみに、前にも話したように中ちゆう枢すう制せい御ぎよ装そう置ちが造れなくて計画は頓とん挫ざしていたんだが、その画期的解かい決けつ法ほうが記されている。

フィン：興きよ味うみ津しん々しんで読み進める。機械の説明を読むのは大好きだ（笑）。

ＧＭ：うむ。なんでも、正せい統とうなる儀ぎ式しきを行い、中枢制御装置に神しん霊れいを降こう臨りんさせることによって、それを解決するそうだ。

フィン：（うさんくさいものを見る顔で）神霊を降臨～？　どうやって？

ＧＭ：古き血を引く清らかな乙女おとめを〝神の嫁よめ〟として捧ささげることにより、カグツチに神霊を降臨させる。これに最さい適てきな儀式を最も正しく現げん在ざいに伝えているのは、山住家である。

一同：…………。

ＧＭ：なお、捧げるべき嫁は、儀式を執とり行う者の心を激はげしく魂たま振ふりさせるほど心を注いだ存そん在ざいでなければならない。……要するに愛する家族とか、親友とかだね。

クリス：これは……！（絶ぜつ句く）

フィン：千早姉ちゃんが……危あぶない!?

ＧＭ：……と、君たちの心に衝しよう撃げきが走ったところでシーンエンド！






黒い森　ドイツ南西部の森林地帯。木々が密集して生え、昼尚暗い様子から「黒い森」と呼ばれるようになった。

《ワーディング》　特殊物質を散布し、一般人（エキストラ）を無力化するエフェクト。

対ワーディング装備　呼んで字の如く、《ワーディング》を無効化する装備。ウィアードエイジにおいては、防毒マスクや魔術結界、御守りなど、その形状は多岐に渡る。

『アウトランド』　『ＤＸ２』のサプリメント。ウィアードエイジを始めとした追加ステージの解説とデータがを収録。

《電波障害》　ブラックドッグのエフェクト。無線による通信を妨害する。

カグツチ　日本神話における火の神。火之迦具土（ほのかぐつち）、火産霊（ほむすび）とも。

ヒヒイロカネ　古文書『竹内文書』にて言及された、古代日本の金属。アトランティス文明の超金属オリハルコンと同一視されることも多い。なお、『竹内文書』は偽書とされており、ヒヒイロカネも架空のものとされている。










◆Middle 11◆別べつ離り


Scene Player ―――― 大悟






　深夜。

　千早邸ていに帰り着いた大悟は、ただならぬ気配を察知した。

　門前に停まった、見み慣なれぬ車。邸内より、かすかに聞こえてくる悲鳴。

　考えるよりも早く、大悟は野や獣じゆうの如ごとき勢いきおいで跳ちよう躍やくした！




ＧＭ：次は大悟のシーン。帰宅した君は、玄関先に見慣れぬ車が停まっていることに気づく。邸内からは、ガラスが割れる音やかすかな悲鳴が聞こえてくる。

大悟：何っ？　血相変えて駆け込んでいく！

ＧＭ：玄関先には、複数の黒服姿の男たちが立ちはだかっている。

大悟：どけっ！　容よう赦しやなく殴なぐり倒たおす。……いや、それも面めん倒どうだ。《影かげ走り》で奴やつらを飛び越こえ、木や壁かべを駆けて家に走る！

ＧＭ：《影走り》まで使われたら、こっちは追いかけられんな。追いすがる彼らを尻しり目めに、君は邸内へと駆け込んだ。

大悟：千早の名を叫さけびながら、家の中をドシドシと進んでいく。

ＧＭ：では、廊ろう下かに倒れている執しつ事じとヤエさんを見つける。ヤエさんの方は目を覚まし、君に気づく「あ……大悟様……？」

大悟：助け起こそう。おい、しっかりしろ。

ＧＭ：ヤエさんと執事は殴り倒されたらしいが、出血するほどの傷きずはない。「あたしたちは大だい丈じよう夫ぶ、です。お嬢じよ様うさまが……早く、お嬢様、を……奥の書院の間、です……」

大悟：……わかった。すぐにそっちへ向かう。




　書院の間に辿たどりついた大悟が見たのは、気を失った千早と、彼女を片かた腕うでに抱だきかかえる親友・清鷹の姿すがたであった。

　清鷹の顔には、苦悩の色。

　それは大悟の姿を目にすることにより、さらに深いものとなった。




大悟：清鷹、貴き様さまどういうつもりだッ！

ＧＭ：「今、ここで語らっている暇ひまはない！　大悟、これが最後だ。オレと共に来い！　そうすればすべてを話そう！」

大悟：……力づくで女をさらおうとする者が何を言うか！

ＧＭ：君の一いつ喝かつに、清鷹は苦しげな表ひよう情じようを浮うかべる。両者の間に緊きん張ちようが走ったとき、大悟の背はい後ごから黒服たちが追いすがってくる。「大たい尉い殿どのの邪じや魔まをするなっ！」

大悟：物も言わずに殴り倒す。判定はいるかい？

ＧＭ：エキストラなので判定はいい。君の拳を受けて壁に叩きつけられながらも、黒服は叫ぶ。「大尉殿！　早くその方を運び出してください！」

大悟：運び出す？　清鷹、お前やはり千早に何かをしようというのか！

ＧＭ：清鷹は何事かを言い掛け、何かを断ち切るように首を振る。そして血を吐くような口調で「すまん！」と叫び、軍刀で千早に斬りつける！

一同：ええっ!?

大悟：何だとーっ!?

ＧＭ：目にも留まらぬ太た刀ち筋すじで刃はが閃ひらめいたかと思うと、千早の髪かみが一ひと房ふさ、切り落とされる。

大悟：髪……？

ＧＭ：同時に、千早の肩かた口ぐちが切り裂さかれた。溢あふれた血が、髪に降ふりかかる。

大悟：清鷹！　貴様、何を!?

ＧＭ：「これで十分だ。これさえあれば、カグツチは動く！」そして清鷹は千早の背せを押おして君の方へと押しやる。彼の手には、切り落とされた髪が握にぎられている。

大悟：ここは千早を受け止めるしかない。ダッと駆け寄よるぞ。

ＧＭ：千早は、君の腕の中にくたりと倒れ込む。山住は一言「……さらばだ」と言い残し、窓を破やぶって外の暗くら闇やみへと消えていく。

大悟：声を限かぎりに叫ぶぞ。待てっ！　清鷹ーっ！

ＧＭ：だが、それに応こたえる者はない。気づけば、黒服たちも姿を消しており、君の腕の中には、血を流し、苦しそうに呻うめく千早。

大悟：くそっ、医者を呼よぶっ。大急ぎだ！




　妹を抱きかかえる大悟の手に、温かい血の感触が広がる。

　―――なぜだ？

　大悟の心は、友への疑問で満ちていた。

　なぜ、我が妹を。

　なぜ、己の婚約者を。

「なぜだ、清鷹ァッ！」

　大悟の咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　だが、夜のしじまは何も答えはしない……。






《影走り》　ハヌマーンのエフェクト。超人的な運動能力を得る。










◆Middle 12◆桜さくらを、あの人に


Scene Player ―――― 大悟






　現在、千早は天花寺家出入りの老ろう医い師しによって治ち療りようを受けている。

　応おう接せつ室しつでは、大悟たちが暗い面持ちで現在の状じよう況きようについて話し合っていた。




ＧＭ：続けてシーンプレイヤーは大悟。場所は千早邸。他のキャラクターも登場可能。

クリス：では早速登場します。

ギヨーム＆フィン：同じく。

クリス：邸内の様子を見て、大体のところを察します。……間に合わなかったようね。

大悟：おう、お前たちか。とりあえずお互いの状況を説明しておこう。これこれしかじか。

クリス：……まったく、頭に血が上った軍人がやることはいつも同じね。

大悟：清鷹は、千早に斬りつけ……そして髪を一房奪うばっていった。

フィン：研究所で見た設計図には、乙女を捧げるとかなんとかあったけど……。

ギヨーム：鉄人とやらは、霊れい力りよくで動くそうだが……それと髪かみの毛とが何か関係はあるのか？

ＧＭ：それではここで、〈情報：神秘〉の判定をどうぞ。

大悟：じゃ、まずは俺が振るかな。お、珍めずらしく達成値８。

ＧＭ：古来、女じよ性せいの髪には霊力が宿るとされている。血もまた然り。鉄人に神霊を降おろす儀式を、髪を使って行おうとしているのかもしれない。

フィン：でも、それで動くのかなぁ。

クリス：……不足分は、悪あく魔ま的天才科学者ドクトル・ファウストが補おぎなっているのかもしれないわね。彼の能のう力りよくなら、それは十分にありうるわ。

フィン：……大悟兄ちゃんは、これからどうするの？

大悟：そうだなぁ……途方にくれてるってのが正直なトコだ。どうすべきなんだろうな……。

一同：…………。

ＧＭ：場に沈黙が下りたところで、老医師が部屋に入ってくる。治療は終わったようだ。

大悟：先生、千早たちの容よう態だいは？

ＧＭ：「いや、みなさん命に別べつ状じようはないな。千早さんの刀かた傷なきずも、綺き麗れいな切り口だ。あれなら傷も残らんだろうよ」

大悟：（ほっとした口調で）そうか……。

ＧＭ：「ただ、精せい神しん的な打だ撃げきは大きい。ここは家族であるあなたが話しかけて落ち着かせて差し上げるのがいいでしょうな」

大悟：わかった。ありがとう先生。……それじゃあ、千早と話をしに行こう。

ＧＭ：千早はベッドの上に身を起こし、呆ほうけた表情で窓の外を見ている。寝ね巻まきの胸むな元もとから見える包帯が痛いた々いたしい。

大悟：…………。千早、ちゃんと横になっていないと傷に障さわるぞ。

ＧＭ：「大兄ぃ様……いえ、これくらい、私はへいちゃらです。元気！」

大悟：千早、俺の前で虚きよ勢せいを張るんじゃない。無理をしちゃ、ダメだ。

ＧＭ：千早は俯き、今にも泣き出しそうな顔で話し始める。「清兄ぃ様に、一体何があったのですか？　あんなに恐ろしげで、なのに辛つらそうな清兄ぃ様を見るのは……初めてでした」

大悟：（しばし考える）よし、ここは話そう。……清鷹は、日本のことを考え、軍の主しゆ導どう権けんを握にぎろうとしているらしい。そのため、お前をこのように傷つけなければならなかった。

ＧＭ：「そんな恐おそろしいこと……まるで、まるで二年前の二・二六事じ件けんの……」そこまで言うと千早は、急にはっとした表情になる。

大悟：どうしたんだ？

ＧＭ：「……二年前、清兄ぃ様は塞ふさぎこんでおられました。あの事件で多くのお友達を亡なくされたとかで……」

大悟：…………。

ＧＭ：「あれから時が流れ、清兄ぃ様も笑え顔がおを見せてくださるようになって……私は、あの方の悲しみが癒いえたんだとばかり……ただ、気づいて差し上げられなかっただけなんですね」

大悟：あいつはそういう奴だ。辛いことや苦しいことは、自分の中に仕舞い込んで、人には弱さを見せちゃくれないんだ。

ＧＭ：「…………」

大悟：けど、よ。あいつだって人間だ。そういう辛いことや悲しいことがあまりに多く積み重なっちまったら……耐え切れないだろうさ。

ＧＭ：「それでですか？　それで清兄ぃ様は、大兄ぃ様がおっしゃるような恐ろしいことを始めようとなさったんですか？」

大悟：……それを問いただすためにも、俺はもう一度、あいつと会ってくる。その結果、戦うことになるかもしれんが……。

ＧＭ：〝戦う〟という言葉を聞き、千早ははっと顔を上げる。「そんな！」

大悟：そうしなきゃ、国が……いや亜細亜がひっくり返るようなことになりかねない。だから、止めなきゃならねぇんだ。

ＧＭ：千早は俯うつむき、はらはらと涙なみだを流す。「またあの頃ころのように……三人一いつ緒しよの、あの頃に戻もどれるのではなかったのですか？」

大悟：俺だって、あの頃に戻れたらどれだけ幸せだろうかと思うさ。けど、時は戻りやしない。

ＧＭ：「大兄ぃ様……けれど……」

大悟：泣いてるばかりじゃ……想い出にすがるばかりじゃ、前には進めない。ただ、取り残されていくだけだ。

ＧＭ：「前、に……？」

大悟：これからの時代、おまえは色々な辛つらいことを見るだろう。それでもな、歩みを止めず、前に向かって歩け。そうすることのできる強い大人になるんだ。

ＧＭ：「強い……大人に……ですか？」

大悟：ああ。でなきゃ、新聞記者になんかなれないぞ？

ＧＭ：「……なれるでしょうか？　私が、そんな強い大人に」

大悟：おまえならできる。俺の妹、天花寺の女なんだからな。

ＧＭ：千早は、何事かを言いかけながらもそれを堪こらえ、こくりと頷うなずく。

大悟：……よし、それじゃあゆっくり休みな。千早の部屋から出て行くとしよう。

ＧＭ：「あの、待ってください大兄ぃ様！」

大悟：うン？　……どうした？

ＧＭ：「桜さくらの刺し繡しゆう……今までで、一番綺き麗れいにできたんです」すっと差し出した手には、黒地の布ぬのに美しい桜の刺繡が施ほどこされたハンカチ。

大悟：手にとって、しげしげと眺ながめる。……綺麗だな。

ＧＭ：「来年の桜の花は、あの方と一緒に見ようと思っておりました。せめて、この刺繡桜をあの方にお渡わたしください」

大悟：……ああ、わかったよ。必ず渡す。頷いて、ハンカチを受け取ろう。

ＧＭ：「大兄ぃ様……どうかご無事で」

大悟：何も言わず、千早の頭に手を置く。




　千早の頭を大悟の大きな掌てのひらが包み、優しく撫でた。

　八年ぶりの感触に、千早は泣きそうになった。

　しかし涙を堪え……顔を上げ……そして精一杯の笑顔を浮かべる。

　大悟もまた、笑顔で応えた。




大悟：さて……みんなのところに戻るとするか。

クリス：それを廊下で待っていましょう。大悟、本当に行くの？

大悟：……ああ。

ギヨーム：友と戦うことになるのだぞ？

フィン：そうだよ。今度ばかりは、僕らに任せておいてくれたっていいんだよ。

大悟：あいつは……清鷹は俺が止める。いや、俺以外の誰にもやらせはしない。

一同：…………。

ＧＭ：沈黙が場を覆ったそのとき、《ワーディング》が発生する！

一同：なにっ!?

ＧＭ：……というところで、このシーンは終了だ！







◆Middle 13◆帝都が静止する日


Master Scene






　そこは、三メートル四方ほどの小さな部屋だった。

　部屋の中央には仄ほのかに光る神しん秘ぴの金きん属ぞくヒヒイロカネ製せいの柱が立てられ、壁かべ一面には神代文字と呼よばれる古代日本の文字で祝詞のりとが刻きざまれている。

　柱を前に立つのは、山住清鷹とドクトル・ファウスト。

「すべての予定を早め、決起するのだ。もしも上手く起動せぬようなら……貴き様さま、タダでは済すまんぞ」

　清鷹は、右手を軍刀の柄つかへとやりながら、凄すごみのある視し線せんをファウストへと向けた。

　その軍刀が一いつ閃せんすれば、ファウストの皺しわ首くびは簡かん単たんに地へ落ちるだろう。

　だが、当のファウストは動じた風もない。

「メフィフィフィフィ！〝総そう統とう〟の計算は完かん璧ぺきじゃよ。論ろんずるより、ほれ、すぐに試してみるがよかろうて」




ＧＭ：清鷹は瞑めい目もくし、千早の血に染そまった髪かみを柱の前に置き、長い祝詞を唱え始める。

一同：…………。

ＧＭ：やがて祝詞は終わり、清鷹がカッと目を見開くと同時に「目覚めよ、鉄人零ぜろ号カグツチ！」と叫さけぶ。……さて、ここで場面は東とう京きよう湾わんの沖おき合あいへと切り替かわる。

ギヨーム：東京湾!?




　東京湾沖合いに、一隻せきの巡じゆん洋よう艦かんが停てい泊はくしている。

　今、その甲かん板ぱんがゆっくりと音を立てて開き、蛇じや腹ばらのように畳たたまれていく。

　その下より現あらわれたのは、全高五十メートルはあると思われる人型ロボット。

　樽たるのような胴どうに、地に届とどかんばかりに長い腕うで。

　鉄てつ兜かぶとのような頭には、赤く光る一対の目。

　これが！

　これこそが！

　日本の科学と霊れい学がくが生み出した奇き跡せきの兵器！

　鉄人カグツチである!!




一同：出たーっ！（爆ばく笑しよう）

大悟：やっぱり巨きよ大だいロボだったか！（笑）

ＧＭ：カグツチは、翼つばさもないのに空中へと浮かび、帝てい都とに向けて前進を始める。ちなみに、その肩には山住とファウストが乗っている。

フィン：うんうん、やっぱ肩に乗るよね（笑）。

ギヨーム：（いきなりファウスト）「メフィィィー！　やったぞ山住君、大成功じゃ！　さぁカグツチよ、帝都を滅ほろぼしてしまえっ！」（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：いきなり滅ぼさねーよっ！（笑）ええと、ここでカグツチは《コキュートス》を使用する。

大悟：なんだいそりゃ？

ＧＭ：広こう範はん囲いから熱を奪うばって、氷結させるエフェクト。本来は攻こう撃げき用なんだけど、ここでは演えん出しゆつ用に使う。




　カグツチが両りよう腕うでを天に掲かかげるや否いなや、周囲の気温は急きゆう激げきに低下し始めた。

　海は凍いてつき、瞬またたく間に東京湾全体が巨大な銀ぎん盤ばんと化していく！

　寒冷地じ獄ごくと化しつつある外部とは逆ぎやくに、カグツチの内部には、周囲より奪った熱気が蓄たくわえられていく。

　火か炎えんの神の名に恥はじぬ、凄すさまじい熱エネルギー！

　その冷気は帝都にも及および……やがて真白い雪を降ふらせ始めた。




ＧＭ：カグツチは広範囲への《ワーディング》を放つ。これにより帝都全ぜん域いきは完全に沈ちん黙もく。そして、それに呼こ応おうし、帝都各地で清鷹の配下が行動を開始する！

一同：うわっ！

大悟：ちっ、動き出したか。

ＧＭ：清鷹とその部隊が動き出した様子を見届けたファウストは、「さて、それではこちらもやるべきことをやるとするかのう」と呟き、いずこかへと姿を消す。




　雪と、死のような静せい寂じやくが帝都を包んでいる。

　ただ、クーデター部隊の軍ぐん靴かが雪を踏ふみしだく音だけが街に響ひびく。

　一九三八年十二月二十四日。

　この日、帝都は沈黙した。






雪　一九三八年十二月二十四日は、実際に帝都に降雪記録がある。










◆Middle 14◆雪の帝てい都とで


Scene Player ―――― クリス






　禍まが々まがしい気配を察し、大悟たちは千早邸ていの外へと飛び出した。

　降ふり始めた雪は激はげしさを増まし、今や吹雪ふぶきへと変わりつつあった。

　そして、東京湾の方角にはカグツチの巨影が浮うかぶ。




ＧＭ：さてミドルフェイズ最後のシーンだ。《ワーディング》に気づいた君たちが千早邸の外に出て目にしたものは、東京湾の方角から迫せまり来るカグツチの巨きよ体たい！

大悟：こっ、これは驚おどろくよなぁ（笑）。あれは一体なんだ!?

クリス：あれが鉄人零号〝カグツチ〟……あんなにも巨大なロボットだったなんて。

ギヨーム：クーデター部隊が決起した、ということかな？

フィン：……そうだ。ねぇＧＭ、《タッピング》で今の状じよう況きようを確かく認にんしていい？　クーデターが起こってるなら、無線通信をしててもおかしくない。

ＧＭ：では目標値８で判定してみて。

フィン：（ダイスを振って）成功。

ＧＭ：通信機のチューニングをすると、すぐにクーデター部隊同士の通信を傍ぼう受じゆできる。

フィン：内ない容ようは？

ＧＭ：誰だれの部隊が陸軍省を制せい圧あつしたとか、誰の部隊は首相官かん邸ていに向かったとか、そういったことだ。聞いてる限かぎり、驚くほどスムーズにことは運んでいるようだ。

大悟：正せい規き部隊の抵てい抗こうはないのか？

ＧＭ：《ワーディング》で無力化されてるわけだから、抵抗も何もない。雪の降りしきる中、静かに、ただ粛しゆく々しゆくと帝都の要所は制圧されていく。

大悟：誰も気づかないまま、帝都制圧完了かんりようってことか……。

ＧＭ：また、東京湾上のカグツチが帝都に接せつ近きんするにつれ、気温はどんどんと下がっていく。

フィン：ヤバいよみんな。あいつが上陸したら、帝都は完全に凍こおりついちゃうよ！

ギヨーム：だが、そんなデカブツを止められるというのか？

一同：…………。

大悟：……清鷹がどこにいるか、わかるか？

フィン：どうなのかな。もっとよく通信に耳を澄すませてみるけど。

ＧＭ：通信からは「山住大たい尉い殿どのは？」「予定の場所へと向かわれた。すべて滞とどこおりなく！」というやりとりくらいしか聞こえない。

フィン：ありりゃん？　どういうこと？

クリス：……クーデターの首しゆ謀ぼう者しやなら、陸軍省のような重要施し設せつを制圧しに行くか、本ほん拠きよ地ちで待機しているものだけど……。

大悟：〝予定の場所〟とは、一体どこを意味するんだろうな……。

ＧＭ：そうやって話していると、背はい後ごから雪を踏みしだく音が複ふく数すう、聞こえてくる。

ギヨーム：この状況下で動ける奴やつか。すぐに振ふり返って確認するぞ。

ＧＭ：そこに立っていたのは、長い髪を逆さか立だて、まるで爬は虫ちゆう類るいを思わせる容よう貌ぼう魁かい偉いな老人……ドクトル・ファウストだ。後ろには、例のふたり組みを連れている。

クリス：銃じゆうを向けつつ、叫さけびます。ドクトル・ファウスト！

大悟：なにっ、こいつが？

ＧＭ：「いかにも。悪あく魔ま的天才科学者ドクトル・ファウストとは、このわしのことよ！」

大悟：一歩前に出て、睨にらみつける。……清鷹によからぬことを吹ふき込こんだのは貴様か？

ＧＭ：「いやいや、わしはほんの少し手助けしてやっただけじゃよ。メフィフィ！」

大悟：……戯たわ言ごとをほざくと許ゆるさんぞ！（拳こぶしを握にぎる）

ＧＭ：「怖こわい怖い。だが、君たちとやりあうつもりはないんじゃ。いいことを教えてやりに来たんじゃよ。ほれ」そう言って、ファウストは折り畳たたまれた紙し片へんを投げて寄よ越こす。

大悟：なんだ？　一いち応おう、受け取ってみるが。

ＧＭ：折り畳まれた地図だ。そこには、東京の地下を通る無数の地下道が描えがかれている。

大悟：これがどうかしたってのか？

ＧＭ：「この帝都の地下には、無数の地下道が張はり巡めぐらされておる。国家機き密みつとされる道も少なくはない。そう、たとえば……あの城しろから繫つながる抜ぬけ道とかな」

大悟：城って……おいおい。おいおいおい。

ＧＭ：ファウストは、杖つえで皇こう居きよの方角を指す。「山住君はその道を辿たどり、この国で最も貴とうといとされる方の御おん前まえへと向かうつもりじゃよ」

フィン：最も貴いって……それって……。

大悟：天てん皇のうの玉体か！　なんて大それたことを!!

クリス：……なるほど。主上を直ちよく接せつ抱だき込もうということですね。確たしかにそれなら、二・二六事件の轍てつは踏ふまずに済すむ。

ＧＭ：「君子の〝詔しよう勅ちよく〟は、この国において絶ぜつ対たいの力を持つのじゃろ？　それを得ることができれば、大きな混こん乱らんも流血もなく、クーデターは成功するという按あん配ばいだそうじゃよ」

一同：…………。

ＧＭ：「平時であれば、大尉風ふ情ぜいに謁えつ見けんなど許されるわけもない。それに、この上なく厳げん重じゆうな警けい備び体たい制せいも敷しかれておる。だが、今ならば可か能のうじゃろうて」

クリス：カグツチを動かしたのは、ただの陽動だったのね。

ＧＭ：ファウストはこくこくと頷うなずく。

クリス：なんのつもり？　何な故ぜ、わざわざわたしたちにこのような情じよう報ほうを伝えに来るの？

ＧＭ：「言ったではないか。テストしてやろうと。ナチスの計画を打ち砕くだいてきた君らの能力、この目で確認したくなったのじゃよ。ま、データ収しゆう集しゆうの一いつ環かんじゃ」

クリス：あなたにとっては、どちらが勝とうと……データが収集できれば問題はないと？

ＧＭ：「そう考えてもらってかまわんよ。よしんば、この国で惨さん事じが起ころうと、我わが麗うるわしの祖そ国こくドイツには何の影えい響きようもない」

クリス：歯は嚙がみしながら答えます。……あなたらしいやり口ね！

大悟：馬ば鹿かにしやがって。大体、貴様の言葉など信じられるわけがないだろう。

クリス：《インスピレーション》を使うわ。この情報がガセじゃないか確たしかめる。

一同：おおっ！

クリス：精せい神しんを集中して、自分のヴリルパワーを引き出します。

ＧＭ：では、君にはわかる。ファウストの言葉に噓はない。

クリス：みんなに言います。彼の言葉に噓はないわ。わたしには、わかる。

大悟：……クリスがいうんなら、本当なんだろうな。

ＧＭ：「さてさて、諸君らの選択が見ものじゃな。カグツチを止めに向かえば山住君の計画は成じよう就じゆし、山住君を止めに向かえば帝都は壊滅する。事態はどう転がるか……せいぜい、わしを失望させぬ程度には踊ってくれよ。では、さらばだ」

大悟：ま、待て！　一応、止めようとするが。

ＧＭ：では、ファウストと部下たちは背せ負おっていた小型ロケットパックを点火し、雪の降ふりしきる帝都の空へと消えていく。

ギヨーム：……残念だが、奴を追いかけている暇ひまはないな。

フィン：でも、どうすんの？　あいつの言ってた通り、どっちを止めに行ってもヤバそうだよ。

大悟：ぬぅ～？　これはどうしたもんか。

ギヨーム：〝神の嫁よめ〟とやらがいないのなら、カグツチは短時間しか動けないのでは？

クリス：その〝短時間〟の具体的な数字はわからないわ。それこそ、半日も動けば帝都を壊かい滅めつさせるには十分なのではないかしら？

一同：う～ん……。

大悟：こいつは……手分けするしかないんじゃないか？

フィン：それしかないかぁ。分け方はどうしようか？

ギヨーム：半々に分けるとして、どちらにも装そう甲こう無む視し攻撃ができる奴は欲ほしいな。

クリス：となると、まずわたしと大悟が別行動になるわね。

大悟：（真剣な表情で考えている）

フィン：大悟兄ちゃんには、やっぱギヨームがカバーにつくのがいいんじゃない？

大悟：なあ。ちょっと考えがあるんだが。……清鷹のトコには、俺ひとりで行っていいか？

フィン：ひとりで!?

大悟：巨大ロボを相手にするなら戦力はひとりでも多い方がいいだろう。

フィン：そりゃまぁそうだけど……。

大悟：俺は《竜鱗》や《復ふく讐しゆうの刃やいば》なんかもあるから、タイマンは得意だ。それに……さっきも言ったように清鷹は俺の手で止めてやりたい。

一同：…………。

大悟：こんなことを頼たのむのは心苦しいんだが……。頼む、カグツチを止めてくれ！

フィン：ちょっと驚おどろいた顔になろう。……兄ちゃんに頼たのまれごとされるの、初めてだよ。

ギヨーム：あの天花寺大悟に頼まれるというのは、なかなか悪くないな。

クリス：……長く溜たまった借りを返すときが来たようね。

ギヨーム：安心しろ大悟。君の街は我われ々われが守ろう。

フィン：そうそう。僕はあの手の機械には強いからね！（笑）

大悟：……ありがとう。

ギヨーム：ここで私はこっそりと予言書を開く。予想通りほとんどが白紙なんだが、この戦いに赴いた場合の私の運命だけが記されている。

ＧＭ：ほう。して、その内容は？

ギヨーム：死。……だが、ちょっと肩をすくめるだけで本を閉じる。この程度のこと、いつものことさ。そんな予言にいちいち振り回されるのは、もう終わりだ。

ＧＭ：おお、ギヨームが人知れず予言書から独り立ちした（笑）。

ギヨーム：何はともあれ大悟の肩をぽんと叩く。死ぬんじゃないぞ。

クリス：まったくだわ。あなたが死んだら、悲しむ人たちが大おお勢ぜいいること、忘れないでね。

大悟：ああ、任まかせときな。……さぁて、行くぞ！

一同：おうっ！




　大悟は、握にぎり拳こぶしを三人の前に突つき出した。

　大きく、無ぶ骨こつな……そして優やさしさを備そなえた男の拳だ。

　その上にクリス、ギヨーム、フィンと手を重ねていく。

　互たがいの胸むねにある言葉は、ただひとつ。

　―――幸運を！






詔勅　天皇自身が公的に発する意思表示。

《インスピレーション》　ノイマンのエフェクト。ＧＭに直接ＹＥＳ／ＮＯ式の質問を行うことができる。

《竜鱗》　キュマイラのエフェクト。筋肉を硬化し、ダメージを防ぐ。

《復讐の刃》　キュマイラのエフェクト。相手の攻撃を回避しない代わりに、必ず命中する反撃を行う。














CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆鉄人大戦争


Scene Player ―――― ギヨーム






　凍いてついた東とう京きよう湾わん。

　その巨大な銀ぎん盤ばん上を、宙ちゆうを滑すべりながら帝てい都とへと近ちか寄よる巨影がひとつ。

　鉄人零ぜろ号・カグツチである。

　その威い容ようを前に、ギヨームたちはたった三人で戦いを始めようとしていた。




ＧＭ：さて、クライマックスその１はカグツチ戦からだ。シーンプレイヤーはギヨーム。

ギヨーム：（両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ）うむ、かかってきんしゃい！

フィン：何、その方言（笑）。

ギヨーム：気合を表現してみた（笑）。……で、場所はどこかなＧＭ？

ＧＭ：東京湾の倉庫地帯。当然のことながら、人ひと影かげはない。カグツチは、無数の倉庫を押し潰しながら帝都へと上陸する！
















フィン：震ふるえて見上げながら、ギヨームに訊たずねる。カッコつけて来たはいいけど……ホントにやるんだよね？（笑）

ギヨーム：やるしかあるまい、な。

クリス：確たしかに恐おそろしい姿だけど……わたしたちはナチスの機き甲こう列車や超ちよう巨きよ大だい潜せん水すい艦かんだって相手にしてきたじゃない、フィン。

フィン：ううっ、チクショー、頑がん張ばってやるさ！（笑）……ところでＧＭ、カグツチって《ショート》でブッ壊こわれない？（笑）

ＧＭ：戦せん闘とうが始まったらメジャーアクションを使って試してみれば？（笑）

フィン：う……や、やめとく。

ＧＭ：ちなみに、カグツチのナビゲーターとして、肩かたの部分にクーデター部隊の将しよう校こうが乗っている。まぁ、エキストラなんで倒たおしても意味はないが（笑）。

ギヨーム：ふむ。では、威い嚇かくとしてそいつの頰ほお目掛けてカードを投げつけてやる。ていっ！




　カグツチの肩に乗る将校の頰に、鋭い痛みが走る。

　飛来した〝何か〟によって、浅く切り裂かれたのだ。

　慌てて前方に双眼鏡を向けた。

　驚愕した。

　数百メートル先、この巨大なカグツチの進行方向に、数人の男女が立っているではないか！

　正気の沙汰とは思えない。将校は、拡声器に向かって叫んだ。




ＧＭ：「ぬぅっ、何なに奴やつっ!?」と、拡かく声せい器き越ごしに将校の声が聞こえてくるぞ。「はぁっはっはぁ！　まさか貴き様さまら、このカグツチと生身でやりあおうというのかぁ！」

ギヨーム：涼しい表情で、マントを翻しながら一歩前に踏み出す。

ＧＭ：「ぬぅっ!?」

ギヨーム：（低く渋しぶい声で）いかにも。その危険なオモチャは、これより封印させてもらう。

クリス：銃を構えます。……弱点は既に把握しているわ。なら、あとは簡単よ。

フィン：（こくりと頷いて）どんなに巨大でも、壊れない機械なんてないさ。

ＧＭ：（怒りと驚愕が混ざった声で）「貴様らぁ……正気か？」

ギヨーム：君たちよりは、十分正気さ。さぁ、来い！

ＧＭ：よし、それではここから戦闘開始だ。敵はカグツチが一体。君たちとの距離は二百メートル！




◆第１ラウンド

ＧＭ：ではセットアップ。「カグツチ、戦闘形けい態たい！」と将校が叫ぶと同時に、カグツチの両りよ眼うがんが眩まばゆい輝かがやきを発し始める。《ヴァイタルアップ》の演えん出しゆつね。




[image: ]




クリス：こいつ、ＨＰがやたらと高そうね……。

フィン：巨大ロボだもんなぁ（笑）。

ＧＭ：敵てきはカグツチ一体。イニシアティブは５！

フィン：遅っ！（笑）

ＧＭ：カグツチは装そう甲こう板のせいでイニシアティブにペナルティ入ってるんだよ。

ギヨーム：なるほど。

クリス：楽勝で先手は取れるけど……どうしよう。

フィン：こっちは侵しん蝕しよ率くりつが[image: 100]％未満だし、向こうの行動を待った方がいいんじゃないかな。《リザレクト》する余よ裕ゆうがあるのは大きいし。

クリス：そうね。では待機。

フィン＆ギヨーム：同じく！

ＧＭ：では、カグツチは容よう赦しやなく君たちへの攻こう撃げきを開始する。両りよ腕ううでを左右に掲かかげると、胸むねの部分が音を立てて開く。そこには、赤熱した巨大な放熱板が見える。

クリス：ブ、ブレストファイヤー!?（笑）

ＧＭ：放熱板から巨大な火か炎えんの竜たつ巻まきが生み出され、君たち全員を飲み込こむ！　《コキュートス》を基き本ほんに、《破は砕さいの顎あご》と《完全なる世界》等を加えた大だい規き模ぼ射しや撃げき攻撃だ。

一同：うわぁー！

ＧＭ：ダイスは40個こ、クリティカル値ちは７！（ダイスを振ふる）よし、回って……回って……回って……達成値66！　防ぼう御ぎよ側のクリティカル値は＋１、回避に１個のダイスペナルティだ。

フィン＆クリス：命中！

ギヨーム：私も失敗だ。……どうせ倒たおれるなら、ここはクリスを《砂すなの結界》＋《灼しやく熱ねつの結界》でカバーリングしておこう。彼女の前に立ちはだかって、魔ま術じゆつ結界を展てん開かい！

ＧＭ：ではダメージ51点、装甲値は有ゆう効こうだよ。

フィン：うぎゃーっと炎ほのおに巻まかれて死ぬけど……《リザレクト》！

ギヨーム：同じくこちらも《リザレクト》だ。

クリス：……ＧＭ、攻撃の前にカグツチの弱点を狙った場合の効果を教えて欲しいんですが。

ＧＭ：うむ。いかにもカグツチは首の付け根が脆もろい。ここを狙ねらった場合、２個のダイスペナルティを受ける代わりに装甲値を無む視しできるよ。

ギヨーム：なるほど。（クリスとフィンに）まず小手調べに私から攻撃してもいいかな？

クリス：どうぞどうぞ。

ギヨーム：それではまず、マイナーアクションで《ガードポイント》。呪じゆ文もんを唱えて結界を強化し、装甲点を上じよう昇しようさせる。

ＧＭ：むぅ、抜ぬけ目ないな。

ギヨーム：ダメージがデカイ相手だからな。そしてメジャーで《クロスバースト》その他で、吹ふき荒すさぶ雪を操あやつり、カグツチの弱点に叩たたき込む。

ＧＭ：弱点狙ねらいならダイスペナルティ２個ね。

ギヨーム：もちろん弱点狙いだ。５個振ってクリティカル値は８……お、出目がいいぞ。達成値36！

ＧＭ：（ダイスを振る）うん、命中だな。

ギヨーム：ならばダメージ29点。……熱せられた場所を冷れい却きやくされては、ヒヒイロカネとやらもたまるまい！（笑）

ＧＭ：弱点の首くび筋すじ付近に亀き裂れつが走る。だが、まだまだ！

フィン：こりゃあ全力で攻撃し続けなきゃダメだね。マイナーアクションで《加速装そう置ち》＋《雷らい撃げき収しゆう束そく》＋《ロックオンサイト》。トランクの出力をどんどん上げる！

ＧＭ：初手から殺やる気満々だな。

フィン：辺りに転がってる雪を圧あつ縮しゆくして、巨大な氷の塊かたまりを作って叩き込む！《リニアキャノン》＋《ＭＡＸボルテージ》で攻撃。達成値は37。

ＧＭ：うん、当たる。……まぁ、こいつは回かい避ひが苦手だからな。まず避よけられん（笑）。

フィン：ダメージは……よしっ、出目がイイ！　54点！

ＧＭ：ぐわっ！　そりゃきついわ。巨大な氷ひよ塊うかいの一いち撃げきをくらい、さしものカグツチも大きくバランスを崩くずす。将校は「バカな！　このカグツチがよろめくだとぉ!?」と叫さけんでいる。

クリス：続けてわたしもモーゼルで弱点めがけて撃うつわ。《小さな塵ちり》＋《急所狙い》で、達成値35の射撃攻撃。

ＧＭ：「はっはっは、そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうが効きくものかぁ！」……といいつつ当たっている。

クリス：う、ダメージのダイス目が低い。20点。

ＧＭ：累るい計けいダメージが[image: 100]点を超こえたな。効いてはいるが、まだ致ち命めい打だには遠い！

クリス：くっ、さすがは日本が誇ほこる鉄人ね……。




◆第２ラウンド

ＧＭ：２ラウンド目ー。セットアップでこちらは《奈な落らくの法ほう則そく》を使用する。カグツチから放たれた猛もう烈れつな熱気が、君たちの意い識しきを朦もう朧ろうとさせる。このラウンド、君たちが行うあらゆる判はん定ていのクリティカル値＋１！
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フィン：それはキツい！　負けてられないんで、僕もセットアップで《フルインストール》起動！　ラウンド中、僕のダイス数に12個追加！

ＧＭ：やはり恐ろしいガキだな（笑）。

クリス：先ほどのコンボに《ピンポイント・レーザー》を組み合わせて撃うちます。これで装甲を無視できるから、弱点狙いはしません。




　だが、猛烈な熱気で狙いを誤ったのか、クリスの放った銃弾はカグツチにさしたる損害を与えることはできなかった。




フィン：次は僕の番か。さっきと同じコンボで攻撃……ん～（少し考え）よし、カグツチにロイスを結んで、すぐにタイタス化＆昇しよ華うか！　攻撃のクリティカル値を下げるよ。

クリス：一気に決めるつもりね？

フィン：グズグズしてる余裕はないからね。さっきと同じ組み合わせで、氷の塊やら瓦が礫れきやらを叩き込む！　ダイス23個で、クリティカル値７。達成値……回りまくって96！

ＧＭ：（眼めを剝むいて驚おどろく）96 !?　がぁぁっ！　避さけられるかっ！（笑）

フィン：ダメージは10Ｄ10＋21で……74点！

ギヨーム：（拍はく手しゆしながら）素す晴ばらしい！　ブラボーッ！（笑）

ＧＭ：痛いーっ！　電でん撃げきと氷塊の嵐あらしを受け、カグツチの巨きよ体たいが悲鳴を上げている！　身体各部に亀裂が走り、黒こく煙えんが上がり始めている箇か所しよもあるぞ。

一同：おおーっ！

ＧＭ：カグツチの肩に必死でしがみつきつつ将校は叫ぶ。「おのれ、おのれよくも我われらがカグツチにぃぃぃっ！　神しん罰ばつを受けろっ！」……ここで《復ふく讐しゆうの領りよう域いき》を使用。

フィン：ゲゲッ！

ＧＭ：カグツチの口にあたる部分から祝詞のりとが聞こえてきたかと思うと、フィンの周囲が爆炎に包まれる。はい、74点のダメージを君にも与あたえます。

ギヨーム：これに対してカバーリングはできないのかな？

ＧＭ：無理。

フィン：ここはとりあえず倒たおれておくよ。




　吹き飛ばされたフィンは、建物の壁に叩きつけられて動かなくなる。

　ギヨームが怒りの反撃を試みるが、さしたる打撃を与えられなかった。




ＧＭ：では、いよいよカグツチ本気モード。マイナーで《氷の加護》、メジャーで《プラズマカノン》＋《クロスバースト》に、《要の陣じん形けい》や《惑まどいの一撃》等々を加えた射撃攻撃だ。

ギヨーム：ぬぅ、先ほどとは異ことなる攻撃か!?

ＧＭ：「貴様らなどにこの神しん力りきを披ひ露ろうするのも勿もつ体たいないが……やれっ！　奴らを焼き尽つくせ、カグツチ！」カグツチの燃もえ盛さかる両眼から、炎の光線がクリスとギヨームへと伸のびる！




　恐るべき熱線がクリスとギヨームを襲う。

　たまらず倒れるクリス。

　だが、ギヨームは強固な魔術結界を展開し―――




ギヨーム：よし、装甲点と《氷雪の守しゆ護ご》を合わせて73点止めた。ノーダメージ!!　超巨大な氷の結界を張はり巡めぐらせて熱線をも凍りつかせた！

ＧＭ：なんですとーっ!?　完全に無む傷きず!?

大悟：（いきなり敵てき兵へい）「バッ、バカな！　理り論ろん上は超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんすらも一撃で大たい破はせしめる攻撃だぞっ!?」（笑）

ギヨーム：ほう、では戦艦の耐たいき久ゆう力りよくとやらも案外と大したことがないのだな（笑）。

ＧＭ：「化物め……」と将校は歯は軋ぎしりしている。……さて、これで２ラウンド目は終しゆう了りようだな。

クリス：わたしはすぐに《リザレクト》で立ち上がっておくわ。

フィン：僕はドクトル・ファウストへのロイスをタイタスに変えて、それを使って起き上がっておくよ。トランクにしがみついて、よろめきながら立ち上がる。

ギヨーム：おお、立ち上がってきたかエッシェンバッハ君にブースロイド君。そのまま寝ねていればよかったものを。……あれ、これって悪役台詞せりふっぽいぞ？（爆ばく笑しよう）




◆第３ラウンド

ＧＭ：３ラウンド目のセットアップ。……フィンはまた《フルインストール》かな？
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フィン：うん、当然。トランクを中心に体の周りにバリバリと電気が走りまくってるよ。

ＧＭ：君らが極めて危き険けんな存そん在ざいであることを認にん識しきしたカグツチは、天に両腕を掲げる。すると、その両腕の間に眩まばゆく輝かがやく小型の太陽のような球体が出しゆつ現げんする。《極大消しよう滅めつ波は》だ！

フィン：げっ！

ＧＭ：その球体は、君たちのいるエンゲージへと飛来し、すべてを消し去っていく。リアクション不ふ可か攻撃なんで、回避や受けはできないよ。カバーリングだけ可能。

ギヨーム：ここは、最大火力のフィンを《砂の結界》でカバーリングしておこう。

ＧＭ：ダメージは43点！

ギヨーム：ぐぉっ！　もちろん倒たおれるので、ゾルゲへのタイタスを昇華して復活。

クリス：わたしも倒れるけど、カグツチへロイスを結び、即そく座ざにタイタス＆昇華で復活。そして即座に《鏡の盾》！　ダメージをお返し……って、判定失敗っ!?

ＧＭ：（胸を撫で下ろしながら）ざぁんねんだったねぇ！（笑）

クリス：くうっ、ならば普通の攻撃を！《マルチウェポン》のレベルが上がってるので、二挺ちよう目のモーゼルを引き抜ぬきつつ射撃。達成値26！

ＧＭ：命中だ。

クリス：ダメージの出目は悪くないわね。ダメージ31点！

ＧＭ：（計算して）……クリスの放った銃じゆう弾だんは、狙い過あやまたずカグツチの中ちゆう枢すう部分を打ち砕くだく。これでＨＰ０だ！

クリス：（拳こぶしを握って）よしっ！

ＧＭ：だが、ただちにサブの中枢回路が起動するぞ。《燃もえる魂たましい》で復活だ！

クリス：では、その様子を見て驚おどろきの表ひよう情じようになります。まだ動くというの!?

ＧＭ：カグツチの両手が、巨大な握り拳を作り出す。遂ついに格かく闘とうモードに移い行こうするようだ。

フィン：じゃあ、させるかぁーと叫さけびつつ僕の攻撃（笑）。

ＧＭ：させてぇー！（笑）カグツチパンチ、一発くらい撃うたせてぇー！

フィン：されてたまるか！　今までと同じ組み合わせの攻撃で……達成値56！

ＧＭ：（力強く）耐たえ・られ・ない！（笑）……それがとどめになるな。

フィン：じゃあ、近くの空き倉庫を幾いくつも地面から引っぺがして、カグツチめがけて雪崩なだれのように叩たたきつける！

ＧＭ：将校の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる。「こ、こんなものぉぉぉぉ！　砕くだけ、カグツチィィィ！」

フィン：喰らえ、イギリスの科学力ゥゥゥ！

ＧＭ：「そんなの科学じゃねぇぇぇぇっ！」

フィン：おまえらに言われたくなーい！（爆笑）

ＧＭ：将校の絶叫は、崩くずれゆくカグツチの轟ごう音おんに搔かき消される。中枢が機き能のう停止すると同時にヒヒイロカネを構こう成せいしていた霊れい的てき分子結合が崩ほう壊かい。カグツチは砂細工のように崩れていく

フィン：た、た……倒した……。

ＧＭ：同時に周囲の寒気も和やわらぎ、海を覆おおっていた氷もあっという間に溶とけて消える。

ギヨーム：終わったな……どうやら勝ったか。

クリス：大悟がいるであろう方角に目を向けます。……あとは大悟ね。

フィン：大丈夫、兄ちゃんは絶ぜつ対たいに勝つよ！

大悟：これで俺おれが負けたら話にならんな。……頑がん張ばろう。

ＧＭ：それではこれでクライマックスその１は終了だ。




　カグツチは大破し、ギヨームたちは勝利した。

　だが、すべてが終わったわけではない。

　三人は大悟の無事を祈りつつ、同時に駆け出した！






《ショート》　ブラックドッグのエフェクト。電気製品を故障させる。ただし、カグツチのようにキャラクターデータを持つものには基本的に通用しない。

《ヴァイタルアップ》　どのシンドロームでも取得できるエフェクト。ＨＰを爆発的に増大させる。

《リザレクト》　どのシンドロームでも取得できるエフェクト。ＨＰを回復させるが、侵蝕率が[image: 100]％未満でなければ使用できない。

ブレストファイヤー　巨大ロボット『マジンガーＺ』の必殺技。胸の放熱板から三万度の熱線を放つ。

《コキュートス》　サラマンダーのエフェクト。シーン全体から熱を奪う攻撃。

《破砕の顎》　オルクスのエフェクト。岩石の槍を打ち立てて攻撃する。

《完全なる世界》　オルクスのエフェクト。領域内の全方位から攻撃を仕掛けるため、対象は防御行動が難しくなる。

《砂の結界》　モルフェウスのエフェクト。砂を操り他者をカバーリングする。

《灼熱の結界》　サラマンダーのエフェクト。炎による結界を展開し、射撃攻撃を受け止める。

２個のダイスペナルティを受ける代わりに～　今回特別に設定したルールである。

《クロスバースト》　サラマンダーのエフェクト。熱エネルギーを操り、対象に叩きつける。

熱せられた場所を冷却　急激な温度変化は、素材に多大な負担をかける。ギヨームは《クロスバースト》の演出として、このような表現を用いたようだ。

《加速装置》　ブラックドッグのエフェクト。マイナーアクションで使用するエフェクトの数を追加する。

《雷撃収束》　ブラックドッグのエフェクト。電気を集中し、ダメージを上昇させる。

《ロックオンサイト》　ブラックドッグのエフェクト。射撃の命中判定ダイスを増やす

《リニアキャノン》　ブラックドッグのエフェクト。物体を電磁加速し、対象を攻撃する。

《ＭＡＸボルテージ》　ブラックドッグのエフェクト。クリティカル値を下げる。

《小さな塵》　エンジェルハィロゥのエフェクト。射撃攻撃のクリティカル値を下げる。

《急所狙い》　ノイマンのエフェクト。対象の弱い部分を攻撃し、ダメージを増やす。

《復讐の領域》　オルクスのエフェクト。受けた実ダメージを相手にも与える。

《氷の加護》　サラマンダーのエフェクト。氷の力を溜め、次の攻撃のダメージを増やす。

《プラズマカノン》　サラマンダーのエフェクト。プラズマ球を打ち出し、大ダメージを与える。

《要の陣形》　オルクスのエフェクト。エフェクトの対象を増やす。

《惑いの一撃》　オルクスのエフェクト。相手の死角から攻撃を繰り出す。

超弩級戦艦　イギリスの巨大戦艦ドレッドノートに由来する言葉で、ドレッドノート級を〝弩級〟、それを大きく上回る艦船を〝超弩級〟と呼ぶ。

《極大消滅波》　サラマンダーのエフェクト。破壊の力場を形成し、対象に命中判定なしで大ダメージを与える。

《鏡の盾》　エンジェルハィロゥのエフェクト。受けたダメージの半分を相手にも与える。

《燃える魂》　サラマンダーのエフェクト。熱によって肉体を活性化し、復活する。










◆Climax 02◆獣けものと鷹たかと


　Scene Player ―――― 大悟






　帝てい都と地下、皇こう居きよへと通じる秘ひ密みつの通路。

　そこに、大悟の姿すがたがあった。

　友を―――この道を通るであろう山住清鷹を待っているのだ。




ＧＭ：それではクライマックスその２。大悟と清鷹の戦いだ。

大悟：おう。……それじゃあ地図を見て、地下道の途と中ちゆうで待ち受けるとしようか。

ＧＭ：天てん井じようから吊つるされた薄うす暗ぐらい電灯が君を照らす中、凛りんとした軍ぐん靴かの音が近づいてくる。

大悟：その進路を阻はばむように立ちはだかろう。

ＧＭ：闇やみの奥おくから姿を現あらわしたのは……山住清鷹。陸軍の制せい服ふくの上に、手入れの行き届とどいたマントを羽は織おっている。「……大悟か」

大悟：ああ。……清鷹、貴き様さまひとりか。

ＧＭ：「大挙して宮中へ押おしかけるは不ふ敬けい。それに……男の征ゆく道は、常に独りさ」

大悟：フッと微笑ほほえみ返そう。だが、その道、行かせるわけにはいかねぇんだ。

ＧＭ：「……そうか、大悟。それが貴様の選んだ道か」

大悟：なぁ、清鷹。もう一度だけ聞くぜ。引き返すわけには……いかねぇか？

ＧＭ：「オレは、この道を歩まねばならん。死んでいった戦友、そしてこの国の明日の為ために」

大悟：この暗い道の奥にあるのは、輝かがやかしい日本の明日なんかじゃない。だから、貴様を先へ進ませるわけにはいかん。

ＧＭ：「戦うか、大悟。このオレと」

大悟：（寂さびしそうに笑いながら）貴様を止められるのは、俺くらいしかいないだろ？

ＧＭ：「……フッ。そうかもしれんな」

大悟：すまなかったな。若わかき日に交わした、お前との約束は果たせなかった。……日本の為、同じ道を歩もうという約束を。

一同：おおーっ。

大悟：ここで千早から預あずかった刺しし繡ゆう入りのハンカチを渡わたそう。千早からだ。もはや戻もどれぬとしても……心は貴様と共にある、と。

ＧＭ：それを受け取った清鷹は、じっと刺繡の桜さくらを見つめる。「……美しい桜だな」

大悟：ああ、そうだな。

ＧＭ：清鷹は、そのハンカチを左の手首に巻まきつけ、愛おしそうに撫なでる。「まるで昔、三人一いつ緒しよに見た、あの桜のようだ……」

大悟：……清鷹から離はなれ、未練を振ふり払はらうかのように構かまえを取る！

ＧＭ：同時に清鷹もマントを脱ぎ捨て、軍刀を……構かまえる！
















◆第１ラウンド

ＧＭ：敵てきは清鷹ひとり。距きよ離りは十メートル。
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大悟：（こくりと頷うなずき）ああ、わかった。

ＧＭ：ではセットアップ。清鷹は精せい神しんを集中し、呪じゆ文もんを唱え始める。「トホカミエミタメ！　伯はつ家け神しん道とう・息い吹ぶき永なが世よ！」その瞬しゆん間かん、清鷹の肉体に凄すさまじい活力が宿る。《ヴァイタルアップ》の演えん出しゆつだ。

大悟：相変わらず凝こっているな（笑）。さて、俺のイニシアティブは11だが……。

ＧＭ：こちらは７。大悟の先せん攻こうだな。

大悟：予想していたより速くはないな。じゃあ、マイナーで《破は壊かいの爪つめ》。拳こぶしを握にぎり、気合を込こめる！　そして《一いつ閃せん》＋《獣の力》で近づきながら殴なぐる。……行くぞ、清鷹！

ＧＭ：「来い、大悟！」こちらは軍刀で受けを試みる。《球電の盾たて》＋《イージスの盾》だ。

大悟：達成値ち26！　ダメージは……22！

ＧＭ：大悟の裂れつ帛ぱくの気合を込めた拳を、清鷹の刀が弾はじく！　ダメージ全部消したよ。

大悟：さすがだな。相変わらず……いや、さらに腕うでを上げたか！

ＧＭ：「その程てい度どか、大悟！」

大悟：なに、俺とて大陸で遊び惚ほうけていたわけじゃないぞ？

ＧＭ：「そうか。ならばオレも、我わが家に伝わる奥おう義ぎを使わねばなるまい」

大悟：奥義？

ＧＭ：清鷹の口から奇き妙みような節回しの呪文が漏もれる。自分自身に《獣の魂たましい》＋《解かい放ほうの雷いかずち》だ。




「ふるべ、ゆらゆらとふるべ！」

　旧ふるい言こと霊だまが紡つむがれるたび、清鷹の殺気が増ぞう大だいしてゆく。

　己おのれの中に眠ねむる〝獣〟を引き出す、恐おそるべき呪法であった。




ＧＭ：判はん定ていは成功。シーン終しゆう了りよう時まで【肉体】と【感覚】のダイスに４個こ追加、そんで次のメジャーアクションのクリティカル値が１下がり、ダメージに＋３Ｄ10だ。

大悟：なるほど。変わった技わざを使うじゃないか。

ＧＭ：「我が山住の家に伝わる旧き呪法よ！」清鷹の目は、獣のように輝かがやき始める！




◆第２ラウンド

ＧＭ：では２ラウンド目のセットアップ。清鷹は《フルインストール》を使用。「大おお雷いかずち、火ほの雷いかずち、黒くろ雷いかずち、拆さく雷いかずち、若わか雷いかずち、土つち雷いかずち、鳴なる雷いかずち、伏ふせ雷いかずち、来たれヤクサノイカズチガミよ！」と唱えると同時に、清鷹の周囲を八つの雷球が飛び交い始める。
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ギヨーム：おお、黄よ泉みの国にいる雷らい神じんか！

クリス：フィンの《フルインストール》よりも強そうな演出だわ（笑）。

フィン：僕ぼくのは科学なの！　あんな変な魔ま術じゆつじゃないの！（笑）

ＧＭ：さて、それでは大悟の番だ。

大悟：ああ。実はまだ侵しん蝕しよ率くりつが[image: 100]％未満なんで、ひとまず待機。ここは格かつ好こうよく、斬きりかかってくる清鷹を前にすっと目を閉とじよう。

ＧＭ：「心しん眼がんのつもりか!?」叫さけびつつ、マイナーで《雷らい撃げき収しゆう束そく》を使い、八つの雷神を刀に宿して攻こう撃げき力りよくアップ！

大悟：精神を集中し、刀が下ろされる瞬間に備そなえる。

ＧＭ：清鷹は大だい上じよう段だんから刀を振ふり下ろす。《獣の力》＋《雷らい光こう撃げき》等々で……達成値40！

大悟：回かい避ひはしない。《復ふく讐しゆうの刃やいば》でカウンター攻こう撃げきだ。

ＧＭ：ほほう、ならこのダメージを食らえ！　66点！

大悟：こっちも《復讐の刃》＋《電光石火》で達成値46。




　清鷹の軍刀が、大悟の右みぎ肩かたに深々と食い込こんでゆく。

　だが、それは相手の動きを封ふうじるための大悟の策さくであった！

　巨きよ岩がんをも打ち砕くだく拳が、無む防ぼう備びな腹はらに叩たたき込まれる!!




大悟：よし、ダメージの出目もいい。39点ダメージだ！

ＧＭ：清鷹は、がはっと大量の血を吐はく。

大悟：こっちも66点ダメージなんて耐たえられん。《リザレクト》だ。

ＧＭ：双そう方ほう、全身を朱あけに染そめながら立っているって感じだな。

ギヨーム：いい、この攻こう防ぼう、かっこいい！（←興こう奮ふんしている）

クリス：ええ、ええ！（←同じく興奮）

大悟：《リザレクト》で回かい復ふくしたＨＰは……２か。ち、ヤバいな。ラウンド最後の《電光石火》のバックファイアで倒たおれちまう。侵蝕率も[image: 100]％を超えて、《リザレクト》できん。

ギヨーム：となると、タイタス一個潰つぶれるのはほぼ確かく定ていか。

クリス：ふーむ。相手に復ふつ活かつ系けいがあることを考えると、このラウンドの攻撃で一度は倒しておかないとキツいですね。

ＧＭ：おお、仲間たちの想いが大悟に戦いの知ち恵えを授さずけている（笑）。ちなみに一合やりあったんでわかっていいけど、清鷹は防ぼう具ぐを着ていない。

フィン：なるほど、受けの防ぼう御ぎよ点てんに注ぎ込んだキャラか。

大悟：……となると、切り札を使おう。《獣の王》だ。相手の受けを封ふうじてやる。

フィン：丁度この相手に効こう果か的なエフェクトですね！

大悟：《電光石火》＋《獣の力》、そこに《獣の王》を組み合わせて攻撃だ。達成値は38！

ＧＭ：《獣の王》が組み合わさっているんで、リアクションできない！　ダメージどうぞ。

大悟：また出目がいいぞ。ダメージ41点！

ＧＭ：見切ることのできない攻撃が、清鷹の体を捉とらえる！




　刹せつ那な、蹴けりが飛んでいた。

　殺意を消し、死角より放たれた一いち撃げき。

　それは狙ねらい過あやまたず清鷹の頭ず蓋がいを蹴り抜ぬけた！




ＧＭ：「見事だ、我わが、友、よ……」清鷹の口元から血が一ひと筋すじ流れ……地面に倒れ伏ふす。

フィン：これで兄ちゃんの勝ちか。

クリス：復活系エフェクトはなし……？

ＧＭ：（にやりと笑って）……さて。清鷹は、胸元の通信機に向かって「山住より各員へ。夢は潰えた。……各員、痕跡を残さず原隊へ復帰せよ」と、クーデターの終わりを告げる。

一同：…………。

ＧＭ：次いで、彼は手首に巻まいたハンカチを見て呟つぶやく。「血で……汚よごしてしまったな。千早さんに詫わびないと……」

大悟：清鷹……。

ＧＭ：ここでひとつ、奇妙なことが起こる。




　清鷹の体に付着した、大量の血。

　それはすべて大悟の体より噴き出た返り血だ。

　大悟は、その返り血が徐々に消え失せていくような錯覚を覚えた。

　……いや。それは錯覚などではなかった。

　まるで乾いた砂地の如く、清鷹の体に血液が吸収されていくではないか！




大悟：何っ？

ＧＭ：よく見ると、清鷹の体に刻きざまれた傷きず口ぐちの下から、金きん属ぞく部品のようなものが覗のぞいている。

大悟：ど、どういうことだ？

ＧＭ：清鷹自身も戸と惑まどっている。「こ、これは一体!?　オレの体は!?」

クリス：……なんだか、とても嫌いやな予感がしてきました（笑）。

大悟：俺もだ（笑）。

ＧＭ：そこへ、奇き怪かいな笑い声が響ひびく！　「メーッフィッフィッフィ！　実に、実に見事な戦いであったよ山住くーん!!　だが、君の限げん界かいはこんなものではないだろう？」

一同：出たーっ！（笑）

ＧＭ：どこからともなく、部下を引き連れファウストが登場する。清鷹は、ぜいぜいと息をしながらファウストに「これは一体……どういうことだ？」と訊たずねる。

大悟：…………。

ＧＭ：ファウストはにこやかに笑いながら答える。「気づいていなかったのかね？　君の肉体の大部分は、この悪あく魔ま的天才の手によって機械化人類へと作りかえられておる！」

大悟：機械化……人類……？

ＧＭ：「そう、君こそが栄はえある機械化日本人第一号・マシーネン・ヤーパンだ！」

一同：えええええーっ!?（爆ばく笑しよう）

大悟：なんだそりゃーっ！

クリス：マシーネン・ヤーパン……ひ、ひどい……（笑）。

ギヨーム：ブ、ブチ壊こわしだ！　泣けるほどいい戦いだったのにー！（笑）

ＧＭ：「何を言うておる！　わしがおる以上、こういう展てん開かいはいたし方なかろう！」

フィン：おまえ、誰だれに向かって答えてんだよ！（爆笑）

ＧＭ：「ともかく、山住君。君の真の力を解放したまえ」ファウストが叫さけぶと同時に、清鷹は苦しげに咆ほう哮こうしつつ異いぎ形ようへと変わり、《魔ま獣じゆうの証あかし》を使用して復活する！

大悟：き、清鷹……その姿は……！

ＧＭ：機械の体へ変化した清鷹を見て、ファウストは歓かん喜きの声を上げる。「これぞ親友ロボといったところか。まさにロボ新世紀到とう来らい！」（爆笑）

クリス：だ、大悟……早くあの可哀かわい想そうなお友達を楽にしてやって頂ちよう戴だい（笑）。

大悟：わかってはいるんだが……う、《電光石火》のバックファイアでＨＰ０になった。

ＧＭ：タイタス昇しよ華うかで立ち上がるしかないね。

大悟：清鷹のロイスをタイタスに変え、昇華だ。せめて、俺の手で楽にしてやるぞ！




◆第３ラウンド

ＧＭ：というわけでこのラウンドから敵はマシーネン清鷹に変わります。




[image: ]




フィン：なにが、〝マシーネン〟だ！（笑）

ＧＭ：ちなみにデータに変化はない。セットアップで《フルインストール》を使うのも同じだ。「ギ、ギギギ、ギギー！」

大悟：その姿に痛いたましげな視し線せんを向け、拳を握にぎる。

ＧＭ：清鷹の肉体は、その大部分が西洋の鉄てつ鎧よろいのように変化している。その手から刀は落ち、代わりに鉤かぎ爪づめのような突とつ起きが生えている。

大悟：ここは一撃で決める。さっきのコンボに《マシラのごとく》を組み合わせて……殴なぐりかかろう。




　変わり果てた友の姿。

　機械の駆く動どう音おんの如ごとき咆哮に、大悟は深い悲しみを感じ取った。

　―――せめて、我が手で。

　大悟の拳に、再ふたたび〝気〟が漲みなぎる。額ひたいに見開くは、力宿す神しん秘ぴの瞳ひとみ。




大悟：（ダイスを振る）……達成値は37！

ＧＭ：こちらは受けに成功。鋼こう鉄てつの手が、大悟の拳を握り潰つぶさんと摑つかみ止める！

大悟：そのまま殴りぬけてやるさ。ダメージは４Ｄ10＋43で……65点！

ＧＭ：でかいっ！　……こちらのＨＰは、《魔獣の証》で《ヴァイタルアップ》前の最さい大だい値ちまで回復しているので……。

一同：…………。

ＧＭ：14点。受けの防御点で35点止めて……30ダメージ貫かん通つう！　一撃で倒たおれた！

一同：おおおーっ！（拍はく手しゆ）




　冷たい鉄と化した友の身を、大悟の拳が貫つらぬいてゆく。

　大悟の心に憎にくしみや怒いかりはなく……ましてや勝利の高こう揚よう感もない

　あるのはただ、深い哀かなしみのみ。

　血も流れんばかりに握り締しめられた拳は、まるで哭ないているかのようであった……。




ＧＭ：倒れた清鷹の目に、再び理り性せいが戻もどる。「大悟……」

大悟：ああ。

ＧＭ：「千早さん……ちーちゃんに、すまなかった、と……」

大悟：……伝えるさ。必ず。

ＧＭ：「もう一度、みんなで……あの日の桜を……いつか……」

大悟：…………清鷹！

ＧＭ：「大悟、生きろ。貴様は生きて、この国の……未来を！」そして清鷹は事切れる。

大悟：…………。ゆっくりと目を閉とじさせてやろう。




　清鷹の顔を、大悟のぶ厚い手が撫でる。

　竹馬の友の目は閉ざされ、もはや二度と開くことはない。

　涙は、流れなかった。

　あまりにも深い悲しみは、時として涙さえも奪い去る。

　ただ、虚ろな風だけが心の穴を吹き抜けていくのみ。






トホカミエミタメ　神道における特別な祝詞。「遠き神よ、愛み賜え」の意とされる。

伯家神道　宮中祭祀を司る神祇伯の家に伝わる神道奥儀。息吹永世は伯家に伝えられる神秘的な呼吸法。

《破壊の爪》　キュマイラのエフェクト。素手に鋼の刃のような破壊力を与える。

《球電の盾》　ブラックドッグのエフェクト。電気の力で盾を作り出す。

《イージスの盾》　キュマイラのエフェクト。相手の攻撃を力でねじ伏せるように受け止める。

大雷、火雷～　いずれも、黄泉の国でイザナミに取り憑いていた恐るべき雷神である。

《雷光撃》　ブラックドッグのエフェクト。武器に電気をまとわせ、ダメージを高める。

《電光石火》　ハヌマーンのエフェクト。電光石火の動きにより、【肉体】【感覚】判定のクリティカル値を下げるが、反動としてダメージを受けてしまう。

《魔獣の証》　キュマイラのエフェクト。ＨＰ０から獣の生命力で復活する。














ENDING PHASE









◆Ending 01◆黄たそ昏がれの始まり


Scene Player ―――― 大悟






　十メートルほど離れ、大悟とファウストは対たい峙じしていた。

　その場に駆けつけたクリスたちは、大悟に声をかけようとして……できなかった。

　あまりにも深く激しい悲しみが、大悟を包んでいるのだ。




ＧＭ：それではエンディングだ。クライマックスの場面の直後から始まる。

大悟：了りよう解かい。……他のみんなは？

ＧＭ：あ、もちろん全員登場可か能のうだよ。

フィン：じゃあ、カグツチを倒した後、すぐに駆け付けた感じで。

クリス＆ギヨーム：同じく。

ＧＭ：では、フィンたちが駆け付けると、大悟とファウストが相対している光景を目にする。ファウストは、清鷹を看み取とった大悟に声をかける。「いやいや、実に見事な戦いぶりだったよ、天花寺君！　わしの見込んだ通りの逸いつ材ざいじゃ」

大悟：ゆらりと立ち上がり、殺気のこもった視線を向ける。貴様ぁ……！

フィン：じゃあ、そんな大悟を見るのは初めてなので、ちょっと近ちか寄よりがたく見守ってる。

大悟：ファウスト！　貴様、よくも俺の大事な友を……。

ＧＭ：激げつ昂こうする大悟に対し、ファウストはさも愉快そうな笑い声を上げる。

大悟：何が可お笑かしいっ！

ＧＭ：「いやいや、そんな試作型の不完全なモノに真剣になる様子がおかしくてねぇ。やはり君の相手は、〝彼ら〟でなくては務まらなかったな」ファウストは、部下に視線を向ける。

大悟：こいつら、一体……。

ＧＭ：「さぁダンテ、ゼノン！」と叫ぶと、ふたりはコートと帽ぼう子し、マフラーを脱ぬぐ！　その下から現あらわれたのは、全身すべて金きん属ぞく板ばんで覆おおわれた人型機械！

一同：おおおっ!?

ＧＭ：「紹しよ介うかいしよう。ダンテ、ゼノン！　彼らこそ超ちよう人じん兵士計画の究極形。その名も、完璧超人兵士フオルコンメン・ユーバーメンシエ・ゾルダート!!　山住清鷹は、初歩的な改造処置を受けた不完全品にすぎん!!」

一同：なにーっ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ダンテと呼よばれたゴツい奴やつは、野太い声で嘲あざけるように喋しやべる。「フッ、山住清鷹など我ら完璧超人兵士の中では一番の小者」（爆笑）……って、どうした小太刀君？

クリス：（腹を抱かかえて机つくえに突つっ伏ぷしている）……いえ、笑いが……ぶっ、く、苦しい……。

ＧＭ：追い討うちかけてすまんが、まだ続くぞ。ゼノンと呼ばれた奴は優ゆう雅がな女じよ性せいの声で話す。「彼も、所詮は二等国民を素そ体たいとした実験作。その程度に苦戦するようでは……天花寺大悟、貴方あなたも大したことはなさそうね。一山幾いくらのクズ超人。フフッ」（爆笑）

フィン：〝クズ〟なのに〝超人〟。その言葉、どっから突つっ込こんでいいものやら……。

大悟：ここは驚おどろいた声を上げるぞ。完璧超人兵士、だと？

ＧＭ：「メーッフィッフィ！　これまでの超人兵士から得られたデータを応おう用ようして造られた、すべてが完璧な、機械で造られた本当の超人兵士さ！」

クリス：まさか、アレが本当に完成するなんて……と、驚いておきます（笑）。

ＧＭ：知ってんのかよ（笑）。で……まぁクリスなら知っててもおかしくはないか。、ファウストは清鷹の遺い体たいに歩み寄り、手を伸のばそうとする。

大悟：貴様、俺の友に何をするっ！

ＧＭ：その大悟の鼻先に、ダンテは血の滲にじんだ包帯を突き出す。一方、ゼノンの手には桜の刺しし繡ゆうが施ほどこされたハンカチ。

大悟：それはまさか千早の……！

ＧＭ：「そうじゃよ天花寺君。君の妹さんは、今、こちらが押おさえておる」

大悟：な、何っ！　それは怯ひるむなぁ。……ＧＭ、ここで俺を吹ふき飛ばしたりしてくれると、ありがたい（笑）。

ＧＭ：いい負けロールだ（笑）。では、ダンテが「甘あまいな天花寺大悟。隙すきだらけだっ！」と吼ほえ、凄まじい力で殴なぐりつけてくる！

大悟：ぐわぁっ！　みんながいる方向に吹き飛ばされよう。

フィン：だ、大悟兄ちゃんが一撃で!?（笑）

ＧＭ：ファウストは山住の死体を探さぐり、赤い液えき体たいが詰つまったケースを取り出す。「天花寺大悟の血！　しかも、極きよ限くげんの戦いによって、十分に活かつ性せい化かしておる」

大悟：俺の血……？

ＧＭ：ファウストはにやりと笑い、懐ふところから奇妙な形をした石のようなものを取り出す。

大悟：それは一体なんだ……？

ＧＭ：大悟。一巻の最初で、君が語った「自分がオーヴァードに覚醒したきっかけ」を覚えているかな？

大悟：ああ。チベットの僧院で、仏舎利に触れたためだ。

ＧＭ：……目の前にある、奇妙な形をした石は、まさにその仏舎利であることに気づく！

大悟：なにっ!?　ここで、その設定を拾ってくるのか！

ＧＭ：ケースに近づけた仏舎利は、仄ほのかに蒼あお白じろく輝かがやく。「これじゃ、この反はん応のうじゃ！　これでこそ、お膳ぜん立だてして君を日本に招まねいた甲か斐いがあるというものじゃわい！」

クリス：まさか、すべては大悟のヴリルパワーを得る為に？

ＧＭ：「いかにも！　山住君を都合のいい機械人形へと作り変え、クーデター計画を立案させ、カグツチを〝倒させるために〟起動させ、そしてこの場所を君らに告げたことのすべては……この活性化した血液を得んがためよ！　何もかも、我が茶番に過ぎぬ！」

大悟：まさか、そんな……。

ＧＭ：「そして今、君は酷ひどく消しよう耗もうしておる。捕とらえるのも容た易やすい……」

大悟：くっ……！

ギヨーム：むぅ、いかんっと呟つぶやいて前方に魔術結界を張はるぞ。

クリス：わたしもモーゼルを構えて前に出るわ。

フィン：戦力ボロボロだし、戦うのはまずいな……。ここは逃にげよう！

ギヨーム：私が大悟を抱えあげよう。しかし、そう簡単に逃がしてくれるかどうか……。

クリス：銃で威嚇射撃をして、なんとか突破口を開こうとします。

ＧＭ：その様子を見ても、ファウストは部下に何も指示を出そうとしない。君たちが逃げる様をただ愉快そうに眺めるだけだ。そして―――




　大悟を抱えたギヨームたちは、闇の奥へと走り去っていった。

「ファウスト様、逃のがしてよろしいのですか？」

　ダンテと呼ばれた完璧超人兵士の問いに、ファウストは悪あく魔まの如き笑えみで答える。

「メッフィッフィ。よい、それでよい。いずれにせよ彼は我が許もとへ来ざるをえん。せいぜい、その能のう力りよくをテストしてやろうではないか」




大悟：…………。

ＧＭ：最後に、ファウストは大声で叫ぶ。「天花寺大悟よ！　妹を取り戻したくば！　そして真実が知りたくば！　チベットへ……我がナチスのシャンバラ基き地ちへと来るがよいっ！」

ギヨーム：シャンバラ基地!?

ＧＭ：「我が〝総そう統とう〟が進めるプロジェクト・トワイライトも、間もなく最終段だん階かいに入る！……神々の黄たそ昏がれは近い！」そして、ファウストの笑声は虚こ空くうへと消えていくのだった……。




　友を失い、妹を奪うばわれ、大悟の心はいまだかつてなく打ちのめされた。

　嗚あ呼あ、天花寺大悟よ、東とう邦ほうの快かい男だん児じよ！

　君は再び立ち上がり、悪の博士を誅ちゆうすることができるのか？

　黄昏計画プロジエクト・トワイライトとは？　神々の黄昏とは？

　そして〝総統〟とは一体何者なのか？。

　謎なぞは謎を呼よび、物語は今、遂ついに最終章を迎むかえる！




















PREPLAY






　さて、遂ついに最終回である。

　一巻かんから数え、エピソードもこれで六つ目。東とう奔ほん西せい走そう、南なん船せん北ほく馬ばと、文字通り世界を股またにかけてきたＰＣたちの旅も、いよいよ終わりの時を迎むかえようとしている。

　最終ボスも、

　決戦の舞ぶ台たいも、

　そこへと至いたるまでの演えん出しゆつも、

　すべてぬかりなく用意してある。

　あとはセッションを開始するのみ。

　―――願わくば、最高のフィナーレとならんことを。




ＧＭ：というわけで最終回だよ、皆みなの衆しゆう。

クリス：最終決戦、ですねぇ。

ギヨーム：（頷うなずきつつ）ううーむ、なんとも感無量だ。

フィン：やっぱ、キャンペーンの最終回っていいよねー。

大悟：俺おれはもう、心がメラメラと燃もえ上がっている（笑）。清鷹よ、仇かたきはとるぞ。

ＧＭ：よーし、それでは早さつ速そく、ハンドアウト読み上げるよー。




▼ＰＣ①：天花寺大悟

ロイス：ドクトル・ファウスト　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：憎ぞう悪お

　君の親友を死に追いやり、そして妹をさらい姿すがたを消した憎にくき悪漢ドクトル・ファウスト。

　彼が残した言葉を手がかりに、君は懐なつかしいチベットの地へとやってきた。

　かつて君が世話になったチベット仏教の僧院は、廃墟と化していた。

　君が去った後、ナチスによって略奪の限りを尽くされ、皆、殺されてしまったというのだ。

　そんな君の許もとへ、ひとりのナチス士官から連れん絡らくが入った。

　その人物は、ファウストからのメッセージを携たずさえているという……。




大悟：あの僧院が滅ぼされたのか！

ＧＭ：はい。そんでもって、大悟がかつて西さい域いきを放ほう浪ろうしていた頃ころに世話になっていた村に逗とう留りゆうしている……という状じよう況きようです。

大悟：ナチスめ……なんという外道どもだ。

クリス：大悟のネガティブ感情が〝憎悪〟というのは珍めずらしいですね。

フィン：まぁ、親友にあんなことされちゃあねぇ……。

ＧＭ：そして、大事な妹もさらわれたと。

大悟：絶ぜつ対たいに取り戻もどしてやるさ。




▼ＰＣ②：クリステル・フォン・エッシェンバッハ

ロイス：天花寺大悟　推奨感情　ポジティブ：尊そん敬けい／ネガティブ：不安

　天花寺大悟。

　これまで幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけ、苦しむ人々を救ってきた快かい男だん児じ。

　君自身、彼がいたからこそナチスの魔まの手を逃のがれることができたのだ。

　だがこの度は、天花寺大悟自身が困こん難なんに直面している。

　ならば今こそ君が彼の助けとなる時だ！




クリス：これは要するに、「大悟を助けて戦え」ということなわけですね。

ＧＭ：そういうこと。……実は、最終回のハンドアウトは大悟以外すべて大悟に対するハンドアウトにしてある。

大悟：……なるほどな。よろしく頼たのむ。

クリス：（親指を立てて）任まかせてください！




▼ＰＣ③：ギヨーム・ド・ノートルダム

ロイス：天花寺大悟　推奨感情　ポジティブ：信しん頼らい／ネガティブ：不安

　天花寺大悟。

　これまで無数の危き険けんを乗り越こえて、悲しむ人々の涙なみだをぬぐってきた快男児。

　彼がいなければ、君の予言書が示しめす〝世界破は滅めつの予言〟は成じよう就じゆしていたことだろう。

　だがこの度は、天花寺大悟自身が困難に直面している。

　ならば今こそ君が彼の助けとなる時だ！




ＧＭ：……っつーわけで、君のロイス対象も大悟となる。

ギヨーム：〝以下同文〟だな（笑）。

ＧＭ：失礼な。終わりの二行以外は、それぞれ変えてあるわい。

ギヨーム：ま、何はともあれ、大悟の手助けに全力を傾かたむけるとするかな。

ＧＭ：そういえば、予言書の不調はどうなったのかな？

ギヨーム：もう完全に読めなくなった。だが、もう気にしていないということで。……最後の最後で、それについての演出も考えてあるしな。

ＧＭ：なるほど。それは楽しみにしておこう。




▼ＰＣ④：フィン・ブースロイド

ロイス：天花寺大悟　推奨感情　ポジティブ：憧どう憬けい／ネガティブ：不安

　天花寺大悟。

　これまで数多の悪漢を打ち破やぶり、弱き人々を守り抜ぬいてきた快男児。

　その姿は、ともすればナチスの脅きよう威いに挫くじけそうになる君の心を勇気で奮ふるい立たせてくれる。

　だがこの度は、天花寺大悟自身が困難に直面している。

　ならば今こそ君が彼の助けとなる時だ！




フィン：僕もクリスたちと同じだね（笑）。

クリス：（フィンのハンドアウトを見つつ）……でも、いつもフィンから大悟へ結ぶＰＣ間ロイスとは、ネガティブ感情が違いますね。

フィン：あ、ホントだ。いつもは〝劣等感〟だもんね。これ、〝不安〟にしなきゃダメかな？

ＧＭ：いいや。あくまでも推奨なんで、そこら辺は自由にしてくれてかまわない。ただ、今回は彼が他者を〝憎悪〟しているんで、そこらへんを考慮してこういう感情にしたわけ。

フィン：そういう大悟兄ちゃんを見るのは初めてなわけね。じゃあ、〝不安〟のままで。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、キャラクターの成長だ。……これで最後なんで、悔くいのないように。

一同：うーっす！




▼大悟の成長

大悟：《巨きよ人じんの生命》を２レベルで取得。これで最大ＨＰが６点上がって18点になった。

ＧＭ：ほう、ＨＰ上昇じようしようエフェクトを取りますか。

大悟：《電光石火》使うと、ダメージ喰くらいまくるからな。

クリス：《電光石火》は使い勝手がいい分、バックファイアのダメージが厄やつ介かいですからね。

大悟：あと、敵てきよりも速く殴なぐる為ために《先手必勝》でイニシアティブ上昇。そんでもって、攻こう撃げき力りよくをさらに高める用の《フルパワーアタック》。……ま、こんなところかな。




▼クリスの成長

クリス：さて、恒こう例れいの銃じゆう器き変へん更こうもいよいよ最終回なわけですが、最後は派は手でに〝対戦車ライフル〟を用意いたしました！（卓たく上じように資し料りようを出す）

ＧＭ：（資料を読み上げる）マウザーＭ一九一八、世界初の対戦車ライフル。口径は13㎜、総そう重じゆう量りようは16㎏……化物だな、こりゃ（笑）。

クリス：例の完かん璧ぺき超ちよう人じん兵士対たい策さくですよ。なお、これを固定化する為に〈調達〉を２レベル、【社会】を３に成長させました。残念ながら、二挺ちよう持ちには固定化ポイントが足りず。

フィン：セッション始まったら二挺目を〈調達〉すればいいんじゃない？

クリス：ええ、そうする予定です。……そして最後に《ミスディレクション》。エンゲージ攻こう撃げきを受けた際さい、対象をクリスひとりに変更できます。

ギヨーム：おおっ。それは便利だ。




▼ギヨームの成長

ＧＭ：さて、ギヨームは今回、どんな方向に成長するのかな？

ギヨーム：うむ。色々と迷まよいもしたが、結局、硬かたさを極める方向でいくことにした（笑）。具体的には、《シールドクリエイト》２レベル、《物ぶつ質しつ合成》１レベル。

ＧＭ：……盾たてを作り出して、それとジュラルミンシールドを合成するという戦法か。

フィン：まさに装そう甲こう点てんの王様（笑）。

ギヨーム：あと、《物質合成》の〈ＲＣ〉判はん定ていを成功させる為に《錬れん成せいの掟おきて》を１レベル。以上で成長終わり！




▼フィンの成長

ＧＭ：それでは最後にフィンの成長だ。

フィン：まず、イニシアティブを上げる為に【感覚】を１点成長させたよ。

クリス：（キャラクターシートを覗のぞき込こむ）おお、【感覚】６。わたしと並ならびましたね。

フィン：僕も射しや撃げきキャラだからね。それと、《セキュリティカット》。

ＧＭ：面おも白しろそうなエフェクトを取るね。

大悟：そうか、敵の本ほん拠きよ地ちに行くっぽいもんな。

フィン：そうそう。きっと役に立つ……といいなぁ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そんじゃお次はＰＣ間ロイス。順番はフィンまではいつも通りで、フィンは大悟ではなくクリスかギヨームのどちらかに取得してくれ。

フィン：あ、選んでいいんだ。ん～……それじゃあ、ＰＣ番号順でクリスに。

ＧＭ：わかった。……では、大悟から順に申告をどうぞ。……もっとも、前回からさほど時間も経っていないし、みんな特に変化はないかな？

大悟＆クリス：変化なーし。

ギヨーム：私は少しだけ変更した。フィンへの〝友ゆう情じよう〟を、戦友としての〝連帯感〟に。ネガティブは〝脅威〟のままだ。

フィン：んで、僕はクリスに対して〝信頼／憐れん憫びん〟で結んだ。人じん格かくも技ぎ量りようも信頼してるけど、色々とハードな目に遭あって可哀かわい想そうだなぁ、と。

ＧＭ：では最後に、シナリオ情じよう報ほう技ぎ能のうの欄らんに〈情報：チベット〉と記入してくれ。

ギヨーム：チベット。まさか『ＤＸ２』で、こんな情報技能を貰もらうことになるとは（笑）。

フィン：つくづく、色んな場所を回ってきたよねー。

大悟：まだアフリカ奥おく地ちや南米なんかには行ってないけどな（笑）。

ＧＭ：それでは最後のセッションを始めようか！

一同：おうっ!!






《巨人の生命》　キュマイラのエフェクト。取得した段階で、ＨＰの最大値を上昇させる。

《先手必勝》　ハヌマーンのエフェクト。取得した段階で、イニシアティブ値を上昇させる。

《フルパワーアタック》　キュマイラのエフェクト。渾身の力を込めた一撃でダメージを大幅に高めるが、使用したラウンドはイニシアティブ値が０になってしまう。

《ミスディレクション》　エンジェルハィロゥのエフェクト。範囲攻撃の対象を自分ひとりに変える。

《シールドクリエイト》　モルフェウスのエフェクト。強固な盾を作り出す。

《物質合成》　モルフェウスのエフェクト。二つのアイテムをひとつに合成し、効果を高める。

《錬成の掟》　モルフェウスのエフェクト。クリティカル値を下げる。

《セキュリティカット》　ブラックドッグのエフェクト。電子錠や監視カメラなど、電気的な装置を無効化する。














OPENING PHASE









◆Opening 01◆天上の地


Scene Player ―――― 大悟






　チベット―――それは、サンスクリット語の〝天国〟に由来する言葉。

　周囲をヒマラヤ山脈や崑こん崙ろん山脈といった山脈地帯に囲まれた、世界最大・最高度に広がるチベット高原地帯は、一九三九年当時、〝秘ひ境きよう〟と呼よぶに相応ふさわしい場所であった。

　その大地に、ひっそりと身を寄よせ合うように立つ集落がひとつ。

　大悟たちは、その集落に逗留していた




ＧＭ：……というわけで大悟たちは日本から中国へと渡わたり、鉄道や航空機、そして徒歩といった様々な手しゆ段だんを用いて、チベット奥地までやってきたわけだ。

大悟：はるばる来たぜ、懐なつかしのチベット。

ＧＭ：現げん在ざいは大悟の馴な染じみの村で、村長の家に逗留しているところだ。テーブルの上では、熱いバター茶が湯気を立てている。

フィン：バター茶ね。イギリスの紅こう茶ちやみたいなのを予想して飲むけど……。

ＧＭ：すると、塩気のあるお茶スープとでもいうべき味わいが広がるわけだ。

フィン：これ、茶じゃねーじゃねーかっ！（笑）

大悟：これがいいんだよ、これがとか言いつつ、俺はカパカパ飲んでいよう。

フィン：……でもさー、こんなところに本当にファウスト爺じいさんがいるのかな？

クリス：彼はチベットに来いと言ったけれど……ここから先の手がかりが少なすぎるわ。

大悟：（ハンドアウトを見ながら）……なに、来いといったのはあちらさんだ。ここらで待ってれば、招しよう待たい状じようのひとつも持ってきてくれるんじゃないか？

ギヨーム：（溜ため息いきをつき）のん気な奴やつだな。

ＧＭ：では、そこへ初老の村長が来客を告げに来るよ。「ダイゴ。お前さんにお客さんだ。西洋の女で……あれは軍人さんかな」

大悟：おう、いいタイミングだ（笑）。通してくれるかい？

ＧＭ：扉とびらを開け、のそりと姿を現あらわしたのは、厚あつ手でのコートに身を包んだ野や性せい味みのある顔立ちで大おお柄がらな美女。両りよう腕うでの部分は鎧よろいを着込んでいるようにゴツく盛もり上あがっている。

クリス：おや、それはもしかしてサビーネですか。

ＧＭ：そう。そろそろ顔なじみになりつつあるナチス士官、サビーネ・ルーデル超人少しよう尉いだ。

クリス：ここは挨あい拶さつしておきましょうか。グーテンモルゲン、サビーネ・ルーデル少尉。

ＧＭ：「ああ、グーテンモルゲン。クリステル・フォン・エッシェンバッハ〝元〟超人少尉」

クリス：〝超人〟とつけるのはやめてー（笑）。

ＧＭ：彼女は君たちの顔を見回し、苦笑する。「つくづく貴き様さまらとは奇きみ妙ような縁えんがあるな」

ギヨーム：……で、ナチスのお嬢じようさんが何の御ご用ようかな？

ＧＭ：「ここから北西２キロほどの場所に輸ゆ送そう機きを用意してある」と言って、テーブルの上に飛行機のキーと一枚まいの地図を置く。「……そしてこれがシャンバラ基き地ちまでの航路図だ」

大悟：シャンバラ基地だと？

ＧＭ：「『妹の命が惜しくば、我わが許へ来い』……ドクトル・ファウストのメッセージだ」

大悟：……芸のない脅おどし文もん句くだな。

ＧＭ：「それについては同意しておこう」にこりともせず、サビーネは肩かたをすくめる。

クリス：わたしたちもシャンバラ基地へ来いということかしら？

ＧＭ：「このメッセージを届とどけろと命じられた相手は天花寺大悟だけだ。あとは知らんよ」

ギヨーム：……ファウストは、我われ々われのことなど眼がん中ちゆうにもないわけか。気に入らんな。

クリス：ねぇ、ルーデル少尉。あの人は、ファウスト博士は一体何をしようとしているの？

ＧＭ：「私と貴様らの関係は、余よ計けいな世間話をするほど良好だったかな……？」

クリス：少なくとも〝ここ〟は戦場ではないわよ？　と、じっと瞳ひとみを見つめます。

ＧＭ：サビーネはドイツの煙草たばこゲルベゾルテを取り出し、火をつける。「……ふむ。まぁ、タバコ一本吸すい終えるまでの間程てい度どなら私し的てきな会話も許ゆるされる、か」

クリス：……ありがとう。

ＧＭ：「ドクトル・ファウストは……個こ人じん的てき見けん解かいを述のべるならば、科学にすべてを捧ささげた〝現げん代だいのフランケンシュタイン博士〟と言った所だな。その天才性せいも、そして危あやうさも」

一同：…………。

ＧＭ：「彼の目的など、一軍人の私には図りかねる。……ただ、完璧超人兵士と機械化人類……それを使い、世界に何らかの変へん革かくをもたらそうとしているのは確たしかだな」

クリス：世界に……変革……。

ＧＭ：「そしてそのために天花寺大悟。貴様の力が必要らしい。だからこそ、妹を拉ら致ちし、ここに呼よび寄よせたのだろう」

大悟：奴には大きな借りがある。呼ばれずとも殴なぐり込こんでやるつもりだったさ。

ＧＭ：「……やれやれ。あの恐おそるべき男を相手に、大した胆たん力りよくだな天花寺大悟」

大悟：単たん純じゆんな性た質ちでね。頭にくると、細かいことはどうでもよくなっちまうのさ。ところでサビーネ、あんたに聞きたいことがある。あの僧院を滅ぼしたのはナチスと聞く。……ファウストの仕業か？

ＧＭ：「ああ、そう聞いている。数年前、ドクトル・ファウスト指揮の下、我々ナチスの特務部隊は僧院から仏舎利を回収した」

大悟：……そうか。あんた、その部隊にいたのか？　返答如何によっては、ただではおかん。

ＧＭ：「ご期待に沿えずにすまんが、その頃の私は無邪気な子供だったと記憶している」

大悟：なるほどね。なら、ここでやりあう必要もなし、か。

ＧＭ：（肩をすくめて）「任務外の戦闘は、私も御免さ。さて、世間話の時間は終わりだ。そろそろベルリンへと帰るよ」

クリス：じゃあね、ルーデル少尉。……もう会わないことを祈いのるわ。

ＧＭ：「任にん務むとあらば、そうも言ってられんがな。ともあれ、今はさらばだ」と、サビーネは去る……前に、ぴたりと足を止める。

大悟：……どうした？

ＧＭ：「忠ちゆう告こくしてやろう。シャンバラには〝総そう統とう〟がいる。今までの相手とは格かくが違ちがうぞ」

一同：総統っ!?

ＧＭ：君たちの驚おどろく顔を見てにやりと口の端はしを歪ゆがめると、今度こそサビーネは去っていく。

クリス：総統……アドルフ・ヒトラーがチベットに来ているというの？

フィン：……でもあいつ、敬けい語ご使わなかったよね。〝閣かつ下か〟もつけてなかったし。

ギヨーム：う～む。一体どういうことだ？

ＧＭ：……と、首を傾かしげる君たちだが、それに答えるものはなく、目の前には、輸送機のキーと航路図が置かれているわけだ。

フィン：……総統とかのことはとりあえず置いとくとして、これって罠わなだよね。

ギヨーム：罠としか考えようがない。（大悟の方を向き）……行くのか大悟。

大悟：行くさ。これは俺の戦いだ。……けどな。

クリス：けど？

大悟：これは俺の個人的な戦いだ。お前たちまで、つきあう必要はないんだぜ？

ギヨーム：その言葉を聞いて、やれやれと肩をすくめるぞ。今更何を水臭いことを。

クリス：……わたしは、あのオリエント急行であなたに助けられたのよ。だからわたしは、ここであなたに借りを返させていただくわ。

フィン：そうそう。僕だって、ここまで来て帰ったんじゃ何の為に来たのかわからないしね。

ギヨーム：それに、だ。大悟、お前はバカ正直に殴るしか能のない奴だ。我われ々われが背せ中なかを守ってやらんと危あぶなっかしくてしょうがない。

大悟：……そうか。ありがとよ、みんな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




フィン：ＧＭ、ここで〈調達〉判定をしておきたいんだけど。

ＧＭ：いいだろう。何かを調達しておくとするならここが最後だな。




〈調達〉判定の結果、一行は「試作型機械式装甲服」と「応急手当キット（４個）」を入手した。




フィン：試作型機械式装甲服、僕の発明品ということにしたいんだけど、いいかな？

ＧＭ：うん。それでいいよ。

フィン：サンキュ。それじゃ、防御役のギヨームに渡しておくよ。

ギヨーム：ほう、いいのかね？

フィン：うん。僕の発明品の中で、初めて他人にも使えるように作れた物なんだ。

クリス：そういえば、フィンの発明品は他人には使えないという設定がありましたね。

ギヨーム：……なるほどな。では、その記念すべき第一号、ありがたく使わせてもらおう！

ＧＭ：さて、物ぶつ資し調達が済すんだところで次のシーンに移うつろうか。






サビーネ・ルーデル　一巻及び二巻に敵として登場した超人兵士。ちなみにルーデルという姓は、ドイツ軍が誇る〝爆撃王〟〝スツーカの悪魔〟〝ソ連人民最大の敵〟ハンス・ウルリッヒ・ルーデルにあやかっている。

ゲルベゾルテ　ドイツの煙草。楕円形の切り口が特徴的。










◆Opening 02◆マシーネン・シャンバラ


Master Scene






　無数の電子装そう置ちに囲まれた部屋。

　異い形ぎようの科学者ドクトル・ファウストによって生み出された鋼こう鉄てつの新人類……機械化人たちが忙いそがしく動き回っている。




ＧＭ：―――というわけでファウスト＆機械化人たちによるマスターシーン。

大悟：おお、ロボットが沢たく山さん。

フィン：いかにもカタカナで喋しやべりそうだ（笑）。

ＧＭ：…………。

フィン：どうした？

ＧＭ：なぜカタカナで喋るってわかった!?

フィン：ホントなのかよ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：レトロなロボットなんだからカタカナ喋りに決まってるだろう（笑）。




　忠ちゆう実じつなる機械化人たちの働く様子を見て、ファウストは不気味な笑えみを浮うかべる。

「メフィフィフィフィ！　〝総統〟の様子はどうかね？」

　その問いに答えるのは、機械化人の無む機き質しつな声。

「ゴ覧らんクダサイ、コノ数すう値ちヲ。予想以上デス」

　計器類の表ひよう示じを見たファウストは歓かん喜きの声を上げた。

「凄すさまじいかな天花寺大悟！　サンプルとして採さい取しゆした血けつ液えきだけで、ヴリル結けつ晶しよう体たいをこれほどまでに活かつ性せい化かさせるとは！　彼の肉体すべてが手に入った暁あかつきには我らが〝総統〟は……メッフィッフィッフィッフィ！　想そう像ぞうするだけで脳のう細さい胞ぼうがスパァァァクするわい！」

　喜びにわななくファウストの許に、別の機械化人が新たな報ほう告こくをもたらす。

「さびーね・るーでる超人少尉ヨリ入電。目標トノ接せつ触しよくニ成功シタトノコトデス。ナオ、例ノ三体モ行動ヲ共ニシテイル模も様ようデス」

　巨きよ大だいなモニターに、大悟たち四人の顔写真が映うつし出される。

　それを見たファウストは、残ざん酷こくでおぞましい笑みを浮うかべた。

「よきかなよきかな！　すべては〝総統〟と私の計算の裡うち！　せいぜい〝おもてなし〟の準じゆん備びをしておこうではないか!!」











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆西蔵チベツト彷ほう徨こう


Scene Player ―――― 大悟






　数年前……大悟がまだ〝超ちよう人じん〟へと覚かく醒せいしていなかった頃ころ。

　大悟は、とあるチベット仏ぶつ教きようの僧そう院いんで厄やつ介かいになっていた。

　秘ひ境きようを放ほう浪ろうし、頼たよる者とてなく行き倒だおれかけたところを助けられたのだ。




ＧＭ：ミドルフェイズ最初のシーンプレイヤーは大悟。シャンバラ基地へと向かう輸送機の窓から、チベット高原の雄大な風景が広がっているのが見える。その中には、かつて君が超人へと覚醒するきっかけとなった僧院の廃墟もある。

大悟：懐かしいな……。

ＧＭ：それを目にした君の脳裡には、昔の想い出が去来する。……ここからは回想シーンだ。大悟以外は登場不可。

大悟：おう、わかった。

ＧＭ：数年前。チベット仏教の老ろう僧そうに出会った大悟は、そのまま彼の僧院で世話になっている。

大悟：（モノローグのような口調で）老僧の人となりに感かん銘めいを受けた俺おれは、その僧院で肉体と精せい神しんを鍛きたえ直すことにした。修しゆ行ぎようは苦しかったが、充じゆう実じつした日々を過すごしていた……。

ギヨーム：断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを駆かけ下おりたり、塔とうの上に指一本で立つ修行とかしてたんだな（笑）。

ＧＭ：そんなある日、君は老僧から呼よび出される。招まねきに応おうじた君に老僧が見せたのは、薄うす暗ぐらい部屋の中でほのかに青白く輝かがやく不思議な石の欠片かけらだ。

大悟：（覗のぞき込こむような仕草をしながら）……老ろう師し、これは？

ＧＭ：（静かな口調で）「これは、古くから当院に伝わる仏ぶつ舎しや利り……すなわち本物の釈しや尊くそんの遺い骨こつじゃよ」……これはつまり、大悟がオーヴァードへと覚醒するときの回想だ。

大悟：こ、これが仏舎利！

ＧＭ：「遠い異い国こくから来た客人よ。わしはお主に可か能のう性せいを見出した」

大悟：可能性？　一体、何の可能性ですか？

ＧＭ：「すべての、じゃ。お主ならば仏舎利に触ふれ〝超ちよう越えつ〟することができるやもしれぬ」

大悟：言葉もなく、ただ老僧の瞳ひとみを見つめている。

ＧＭ：「お主が相応ふさわしき人物ならば、大いなる力を得るであろう。それこそは悟さとりへの道。……だが、もしも仏舎利に認みとめられなければ……死の運命が待つのみ」

大悟：認められなければ、死……。教えてください老師よ、超越とは一体なんですか？

ＧＭ：「崖がけから飛び降おりぬ者は、飛んだときの景色を見ることはない。すべては、身を以って体験するほかはないのじゃ」

大悟：自分で確かめてみろってことか。

ＧＭ：「如い何かにする、大悟よ。挑いどむか、それとも忘わすれて立ち去るか」

大悟：しばらく考えてから、フッと不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて答えよう。……そのお誘さそい、謹つつしんでお受けいたしましょう、師よ。

ＧＭ：君の笑顔を見て、老僧の顔にも柔にゆう和わな笑みが浮かぶ。「死の運命を前にしてなお微笑ほほえむか、大悟よ。……見事なり」（合がつ掌しようして一礼）

大悟：じゃあ、俺も合掌しつつ一礼して、仏舎利に手を伸のばそうとするぜ。

ＧＭ：「このことを肝きもに銘じておくがよい。これよりそなたはあらゆる経けい験けんをし、至し上じようの快かい楽らく……悟りの如ごとき境きよう地ちへと至いたるであろう。だが、それは〝魔まき境よう〟。偽いつわりの悟りじゃ」

大悟：はい。

ＧＭ：「心せよ、大悟。喜びに囚とらわれるな。怒いかりに囚われるな。哀かなしみに囚われるな。楽しみに囚われるな。心とは水面に映うつる月。風に波立ち、跳はねる魚に崩くずされる、儚はかなきモノ……。諸しよ法ほうは無む我がにして、空であることを知れ」

大悟：こくりと頷うなずき、目を瞑つぶって一ひと呼こき吸ゆうする。

一同：…………。

大悟：仏舎利に手を伸のばし、握にぎり締しめる！

ＧＭ：では、その刹せつ那な、大悟の心身を電流のような衝しよう撃げきが走り抜ぬける！

大悟：うおおっ！

ＧＭ：昏こん倒とうした君は、熱に浮かされながら様々な幻げん視しをする。過か去この記き憶おくや、チベット全土、いや地球全体の映えい像ぞうがリアルタイムで流し込まれてくる。

クリス：気が狂くるいかねませんね。……そういえば、前回のセッションでわたしがヴリルパワーに覚醒したときの体験にも似にている。

ＧＭ：ともすれば衝しよう動どうに飲み込まれそうになる心を、老僧の言葉や、妹や友との想い出が守ってくれた。……そして、三日後。

大悟：目覚めた俺は、自分が超人へ生まれ変わったことを知るわけだな。できました老師！

ＧＭ：……というところで回想終了。みんな登場してくれ。

一同：はーい。

大悟：じゃあ、今のことを想い出話としてみんなに語ろう。

ギヨーム：その僧院も、今は廃墟……。サビーネが話したように、ファウストのせいでな。

クリス：この地でもドクトル・ファウストの狂きよう気きは人を傷きずつけていたのね……。

フィン：まぎれもなく、兄ちゃんにとってあいつは仇かたきってことか。

大悟：ああ。そしてあいつは、あの仏舎利を手にしている……。

ギヨーム：是ぜが非ひでも奴を止めんと、さらに被ひ害がいは拡かく大だいするな。

クリス：これまでの敵てきを見ればわかるように、ヴリルの力は人間のエゴを拡大させてしまう。

フィン：それにしても、なんでファウストは大悟兄ちゃんを求めてるんだろう。必要とする兄ちゃんの血は手に入れたはずなのに。

大悟：さぁな。だが、いずれにせよロクな目的じゃあるまい。……だったら、取るべき道はひとつ。何もかも叩たたき潰つぶしてやるだけさ！






チベット仏教　チベットに伝来して育った仏教思想。他地域の仏教とは異なる特徴を多く有する。

仏舎利　釈迦の入滅後、世界各地に聖遺物として奉納された彼の遺骨のこと。










◆Middle 02◆誰たが為ために


Scene Player ―――― フィン






　崑こん崙ろん山脈、某ぼう所しよ。

　人じん跡せき未み踏とうであるはずの地に、細長く平らかな道が切り開かれている。

　無む論ろん、自然の悪あく戯ぎなどではない。

　そこはナチスドイツが築きずいた、物ぶつ資し輸ゆ送そう用の滑かつ走そう路ろだ。

　この地に部外者として降おり立ったのは、大悟たちが初めてであろう。




ＧＭ：さて、次はいよいよシャンバラ基地へと突入するシーンだが……。

フィン：ねぇＧＭ。基地に入る前にさ、この場面を「大悟兄ちゃんのことを心配するシーン」にしてもいいかな？

大悟：お？

ＧＭ：ふむ、なるほどね。（少し考えて）そうだな、ここでそういう演出を入れておくのも悪くないだろう。それじゃあシーンプレイヤーはフィン。誰でも登場可能だ。

クリス：ではわたしも登場しましょう。

ＧＭ：（大悟とギヨームに）君らはどうする？

大悟：俺は登場しない方がいいだろうな。輸送機の中で、降りる準じゆん備びでもしているってことにしておこう。

ギヨーム：同じく。大悟の手伝いをしているってことで。

ＧＭ：では、崑崙山脈奥地、航路図にあるシャンバラ基地の滑走路へと君たちは降り立った。

クリス：肝心の基地はどのような形をしているんですか？

ＧＭ：滑走路が伸びた先、シャンバラ基地があるはずの場所には一際高い岩山がそびえているのみだ。

フィン：あれれ？

クリス：大方、偽装でもされているんでしょうね。じっと岩山の方を見つめます。……あの方角から尋じん常じようでないヴリルパワーを感じるわ。

フィン：あそこにドクトル・ファウストがいるんだよね。（不安げな呟つぶやき声で）……大だい丈じよう夫ぶかな。

クリス：じゃあ、不思議そうな顔をフィンに向ける。あら、ここまで来て怖おじ気けづいたの？　大丈夫よ、これまでだってなんとかなってきたじゃない。

フィン：違うよ、大悟兄ちゃんのことだよ。

クリス：（小首を傾かしげて）……どういうこと？

フィン：兄ちゃんさ、なんだか今までと違うように思えるんだ。兄ちゃんのあんな顔、初めて見たよ。

クリス：大切な人を傷きずつけられたのだもの。彼の怒りは正当なものだと思うわ。

フィン：でも、なんというか……これまで、誰かに対して憎にくしみをぶつけるような人じゃなかったし……。視し線せんを地面に落として、不安そうに呟つぶやくよ。

クリス：怒りと憎しみの炎ほのおが、大悟自身を焼き尽つくしてしまうかもしれないということ？

フィン：うん。この戦い、勝つにせよ負けるにせよ、大悟兄ちゃんがどうなっちゃうか……。

一同：…………。

クリス：じゃあ、フィンの頭に手を置いて優やさしく言いましょう。……フィンは大悟のことが大好きなのね。わたしもよ。それにきっと、ギヨームも。

フィン：俯うつむいたまま、無言で聞いてる。

クリス：あの人の背せ中なかは、わたしが守るわ。そしてできるならば心も……わたしたちで守りましょう、フィン。

フィン：じゃあ、いまいち不安を拭ぬぐいきれない表ひよう情じようで頷うなずく

ＧＭ：いい演えん出しゆつだったね。では、この辺りでシーンを終了しよう。






崑崙山脈　中国西部に広がる高山地帯。中国の伝説では、崑崙山には伝説の仙女・西王母が住むという。










◆Middle 03◆シャンバラ


Scene Player ―――― クリス






　フィンたちの眼がん前ぜんに聳そびえるは、高く険けわしく切り立った岩山。

　だが、いずこにも基地らしき建物は見えない。




ＧＭ：３シーン目は、シャンバラ基地へと突入するシーンだ。シーンプレイヤーはクリス。

クリス：どこから入ればいいの？

ＧＭ：岩山に近づいていくと、ゴゴゴ……と地面が振しん動どうし始める。

フィン：（何かを期待するような声で）お、それはもしかして……。

ＧＭ：すると、目の前の岩いわ肌はだが割われ、左右にスライドしつつ開いてゆく。

フィン：（頷きながら）うんうん、やっぱりこうこなくちゃね。

ＧＭ：さて、外から見ると、基地内部の壁かべは金きん属ぞくと計器類で覆おおわれている。

フィン：す、すごい……けど、こんなとこまで機械で覆う必要はまったくないだろ。

クリス：でも、いかにも悪の博士の城って感じがするわ（笑）。

ＧＭ：基地内部のスピーカーから、聞き覚えのある笑い声が響ひびく。「メーフィフィフィッ！　ようこそ天花寺大悟君！　そして招まねかれざる客人たちよ！」

大悟：お望み通り来てやったぜ、ドクトル・ファウスト。……千早は無事なんだろうな？

ＧＭ：「ああ、もちろん。わしと共に、この基地の中ちゆ枢うす部うぶにおるよ」

クリス：ドクトル、まさか千早さんを機械に改かい造ぞうしたりはしていないでしょうね！

大悟：（思い切りうろたえて）ややや、やめろっ！　それは困こまるぞ！（笑）

ＧＭ：「では紹しよう介かいしようか。山住君に続く機械化日本人第二号、天花寺千早君を！」

一同：えええーっ！

ＧＭ：「もちろん冗じよう談だんだ」

フィン：驚かすなっ！（笑）

ＧＭ：「軽い冗談じゃというのに……」

フィン：ＧＭ本人に言ってるんだ。お前ならやりかねん（笑）。

ＧＭ：（感心した様子で）おー。そりゃ確たしかに。

フィン：感心すんなっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：こりゃ失礼。じゃあ話を続けよう。「ともあれ、早く中に入りたまえよ」

フィン：（大悟を見て）あんなこと言ってるよ、兄ちゃん。

大悟：虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず、か。よし、中に足をずかずかと踏ふみ入れよう。

ＧＭ：内部は、まるで岩山をくりぬいたかのごとく広大な空間が広がっている。壁へき面めんはすべて金属で覆われ、ゴゥンゴゥンと機械の駆く動どう音おんが低く轟とどろいている。

クリス：ここが……シャンバラ基地……。

ギヨーム：岩山ひとつをくりぬいて基地にしたのか……つくづくナチスとは大したものだ。

ＧＭ：ギヨームの呟きに答えるかのように、あちこちのスピーカーからファウストの声が響ひびいてくる。「いやいや！　既すでにあったものを再さい利り用ようしたに過すぎんよ」

ギヨーム：再利用？

ＧＭ：「左様。我われらナチスは、伝説の地底都市シャンバラを求め、調査を行っていた。そして、発見したのがこの大だい空くう洞どうだ。いつ、誰が作ったのかもわからん、正体不明の遺い跡せきじゃ」

クリス：伝説は本当だったと？

ＧＭ：「さあな。アーネンエルベの連中は、ここをシャンバラの遺跡と結けつ論ろん付づけたが……まぁ、わしにとってはどうでもいいことよ。ただ、ここに〝天てん梯てい〟があったことは事実」

クリス：天梯？　それは一体……。

ＧＭ：（遮さえぎるように）「そぉんなことよりも天花寺君！　君には礼を言わねばなるまい！」

大悟：はン、礼だと？

ＧＭ：「君の血けつ液えきによって、黄昏計画プロジエクト・トワイライトは飛ひ躍やく的てきに進行したのだからねぇ！」

大悟：そのプロジェクトとやらは一体なんなんだよ。

ＧＭ：「我らナチスドイツによる世界の管理・統とう治ち計画さ。この計画により列強諸国は弱体化し、我らナチスが新世界秩序を打ち立てるのだ！」

フィン：……要するに「世界征服計画」ってこと？

ＧＭ：君たちの知能レベルに合わせた言い方をすると、そうなる。

フィン：うわっ、ムカつく！（笑）

ギヨーム：しかし、その計画になぜ大悟の血液なぞが関係するのだ？

ＧＭ：「メフィフィッ。ヴリル結晶体を活性化させ、〝総統〟の真の能力を引き出すために必要だったからさ」

クリス：総統……？　アドルフ・ヒトラーを超人にでもしようというの？

ＧＭ：「いやいや、〝総統〟とは言っても偉大なるヒトラー総統閣下のことではないよ。……教えてやろう、君たちは既に〝総統〟の内部におるのじゃよ」

ギヨーム：総統の内部……？

大悟：言葉の意味がわからねぇな、ファウスト。

ＧＭ：「やれやれ……クリス君、君の頭ず脳のうならばわしの言葉の意味がわかるだろう？」

クリス：わからないわよ馬ば鹿かっ！（爆笑）

ＧＭ：「うおっ!?」

フィン：クリスがキレたッ！（笑）

クリス：すいません、この男の圧あつ倒とう的な狂気にさらされて我を失いました（笑）。

ＧＭ：「……やむをえん。では、無知な君たちに教えてやろう。〝総統〟とは、それ自体が一個この巨きよ大だいな自動計算機械なのだ」

一同：え？

ＧＭ：「十九世紀の数学者チャールズ・バベッジが考案した蒸じよう気き式しき計算機階差機関デイフアレンシヤル・エンジンと解析機関アナライテイカル・エンジンを母体に、この悪あく魔ま的天才ドクトル・ファウストが最新の真空管技ぎ術じゆつと超ちよう古こ代だい文明の遺い産さんを融ゆう合ごうさせて完成した奇き跡せきの産物！　すなわち、この基地の内部に設せつ置ちされた機械のすべては〝総統〟の肉体！　〝考える要よう塞さい〟なのだよ！」

一同：はぁぁぁっ!?

大悟：（手を打ち）あああ～、そうか、コンピュータってことなんだよな？

ＧＭ：その通り。要するに、この巨大な岩山すべてが〝総統〟っつー巨大コンピュータ！

フィン：なんつー……馬ば鹿かげたスケールの機械だろう（笑）。

ギヨーム：しかし、そんな手間をかけて造ったのが、たかが計算機かね？

ＧＭ：「たかが、だと？　これだから無知は困る。〝総統〟という計算機は、人間では不ふ可か能のうな程ほどに膨ぼう大だいな演えん算ざんを行い、未来を、我われ々われが採とるべき最さい善ぜんの戦せん略りやくを教えてくれる。それは大ドイツに究極的な勝利をもたらすだろう」

クリス：馬鹿な！　そんなマクロレベルでの未来予よ測そくは不可能……と言いかけて、はっとした表情をうかべる。いえ、可能だったわね。ギヨームの予言書がいい例だわ。

ギヨーム：彼の言うことが真実なら、〝総統〟とやらの力は私の予言書を遥かに凌駕している。

ＧＭ：「いずれ大ドイツの前に列強諸国は降伏し、黄たそ昏がれの時代を迎むかえる。……これこそ黄昏計画プロジエクト・トワイライト！」その言葉に〝総統〟も同意するかのように周囲の壁のライトが明めい滅めつを繰くり返す（笑）。

フィン：ひ、光った！（笑）

ＧＭ：「いずれドイツ首都はベルリンから、ここへと遷せん都とされる。完かん璧ぺきな頭脳によって管理運うん営えいされる理想機械都市マシーネン・パラダイスノイエ・シャンバラの誕たん生じようだっ！」

ギヨーム：こ、こいつ……狂くるってる！（爆ばく笑しよう）

フィン：何が〝マシーネン・パラダイス〟か（笑）。

大悟：……だが、腑ふに落ちないことがある。なんでわざわざ俺を呼よんだ？　そして、あの日本での茶番を仕組んだ？

ＧＭ：「それについて聞きたいか？　だが、その前に、招かれざる客にはご退たい場じよう願おうか」

大悟：何っ!?

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、天上部分のシャッターが開き、そこから金きん属ぞく製せいの獣じゆう毛もうを針はりのように生やした人狼型の完璧超人兵士が襲おそい掛かかってくる！

一同：うおっ！

ＧＭ：こいつは、《獣けものの王》＋《吹ふき飛ばし》＋《ギガンティック・モード》その他という組み合わせで、大悟以外の三人を殴なぐり飛とばそうとしてくる。

フィン：……《獣の王》があるから、リアクション不可か。

クリス：《ミスディレクション》で対象をわたしひとりに絞しぼりますか？

ギヨーム：ここで使うのは勿もつ体たいないと思うぞ。　１シナリオにLV回しか使えないんだろ？

フィン：《吹き飛ばし》は実じつダメージは受けずに済すむし、使わなくていいんじゃない？

クリス：わかりました。じゃあ、ここは温おん存ぞんで。

ＧＭ：オッケー。では、君たち三人は別々の方向に十五メートルずつ吹き飛ばされる。

フィン：うわ～（吹き飛んでいる身み振ぶり）。

ＧＭ：……飛ばされた先の床ゆかに三つの穴あなが開き、三人は別々の場所へと落っこちることになる。以い降こう、許きよ可かがない場合、他人のシーンには登場できません。

ギヨーム：なるほど、分ぶん断だん作戦かっ。

クリス：こ、これはまさか……少年漫まん画がでよくある個こ別べつ戦せん闘とう！（笑）

ＧＭ：そういうこと。そしてシーンプレイヤーが退場したので、このシーンもここで終了だ。






シャンバラ　伝承にある地底王国アガルタの首都とされる場所。仏教の理想国家ともいわれる。ナチスドイツは、このシャンバラ探索に情熱を注いでいた。

アーネンエルベ　ナチスの知的エリートが在籍する、学術研究機関。

チャールズ・バベッジ（一七九一年～一八七一年）　イギリスの数学者で、コンピュータの父とも呼ばれる。機械式計算機・階差機関と、汎用演算機・解析機関を考案したが、当時の技術的な制約もあり、完全な物は完成しなかった。










◆Middle 04◆死の旋せん律りつ


Scene Player ―――― ギヨーム






　ギヨームが放り出された部屋は、半径二十メートルほどの円形の部屋であった。

　周囲を見回せど、仲間たちの姿すがたはない。




ＧＭ：ではギヨームのシーンから演えん出しゆつしよう。君はダストシュートのような場所を抜ぬけ、円形をした広くて薄うす暗ぐらい部屋へと放り出された。

ギヨーム：周囲を見回して、状じよう況きようを確かく認にんしよう。ここは……？

ＧＭ：聞き覚えのある低い声が響く。「一いち別べつ以来だな、ギヨーム・ド・ノートルダム」

ギヨーム：その方向に顔を向けつつ、バックステップで間合いを取る。……出てきたまえ。

ＧＭ：闇やみの中から、全身を淡あわく輝かがやかせた人型機械が出しゆつ現げんする。ギリシャ彫刻の男性像がそのまま動き出したかのような姿をしている。前回登場した男性型完かん璧ぺき超ちよう人じん兵士、ダンテだ。

ギヨーム：おおっ、ここで再さい登とう場じようか。

ＧＭ：「ドクトル・ファウスト様の命により、貴き様さまを〝処しよ理り〟する」

ギヨーム：簡かん単たんに事が運ぶと思ったら大おお間ま違ちがいだ。ピッと指先に何なん枚まいもカードを取り出す。

ＧＭ：「人間風ふ情ぜいが……この機械化人類にして完璧超人兵士たる我われと対等に渡わたり合えるとでも思っているのか？　愚おろか者め！」ダンテも両手を左右に開き、戦せん闘とう態たい勢せいに入る！

ギヨーム：むっ、来るか！　……だがしかし、私の攻こう撃げき能のう力りよくは低いっ！（笑）

ＧＭ：「さぁ、我が『神曲』にて彼ひ岸がんへと旅立つがいい！」と叫さけぶと同時に、左右の手や肩かたからスピーカーが出現する！（笑）

ギヨーム：スピーカー!?（爆ばく笑しよう）

クリス：なるほど、名前がダンテだから、技名が『神曲』なんですね（笑）。

ＧＭ：「ではゆくぞ、『神曲・煉獄篇』！」脳髄を揺さぶる壮大な旋律が流れる！




　ダンテより放たれた音波が、ギヨームの全身を叩く。

《サイレンの魔女》を組み合わせた攻撃であり、［受け］を選択することはできない。




ギヨーム：ギャーッ！　やめてーっ！　受けができなきゃ、俺は役立たずーっ！（笑）

ＧＭ：「……我が調べには、いかなる守りも意味を成さん！」




　ギヨーム自じ慢まんの魔術も、死の旋律キリングメロデイに対しては無力であった。

　〝音〟という見えざる刃やいばによって、ギヨームの肉体は内部から引き裂さかれてゆく！




ギヨーム：成す術もなく倒れるが、血を吐はきつつ《リザレクト》して立ち上がる。

ＧＭ：「立ち上がるか。だが、貴様らの能力はファウスト様によって解かい析せき済ずみだ。」

ギヨーム：人間は思いもかけぬ力を発はつ揮きするものだ。それは機械では成し得ぬこと。目や耳から血を流しつつ呪じゆ文もんを唱え、炎ほのおの弾だん丸がんを打ち出す。《灼しやく熱ねつの弾丸》で攻撃して達成値ち20。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）む、それは避さけられない。

大悟：おや？　回かい避ひのダイスはあまり多くないんだな。

ＧＭ：ふっふっふっ、完璧超人兵士は実にピーキーな作りをしている。こいつは【感覚】が10で、それ以外の能力はすべて１！

フィン：完璧じゃねーじゃん！（爆笑）

ＧＭ：何を言うか！　能力値合計は13点と、初期キャラよりも１点多いのだ！

ギヨーム：たった１点差で完璧を名乗るか（笑）。ともあれ、ダメージ13点の火球がブチ当たるぞ。……我ながらショボいダメージだなぁ（笑）。

ＧＭ：「ごわぁぁぁっ！　バ、バカな……この力、計算以上ではないかっ！」

フィン：早ぇーよ!!（爆笑）

ＧＭ：「ならばわが最大の力で葬ってやろう！　『神曲・地獄篇』!!」……先ほどの攻撃に《マシラのごとく》と《オーバードーズ》を組み合わせ、達成値は39！

ギヨーム：（ダイスを振る）ド命中！

ＧＭ：ではダメージ51点。倒たおれゆくギヨームを、ダンテは冷たく見下し、去ろうとする。

ギヨーム：では、背を向けて立ち去ろうとするダンテの足元にカードが刺ささる！（笑）

ＧＭ：（振ふり向きながら）「むぅっ!?　こいつ、まだ動くのか！」

ギヨーム：侵触率はまだ[image: 100]％に達していない。《リザレクト》で復活だ。……言ったろう、人間は思いもかけぬ力を発揮するものだと！




　再び、ギヨームの手から魔の火球が飛ぶ。

　その一撃は機械化されたダンテの肉体をも焼き焦がし―――




ＧＭ：（ダンテを表すコマを倒す）「グギャアアアアアアッ！　な、なんだこの炎は！　いかん、このままでは我が動どう力りよく炉ろが誘ゆう爆ばくしてしまうぅぅっ！」（爆ばく笑しよう）

クリス：案外脆もろかったですね（笑）。

ＧＭ：「バカな！　我は……手に入れた……筈だっ……永えい遠えんノ命、不ふ滅めつノ機械ノ体ッ！」

ギヨーム：（勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべ）哀れだな、機械化人類。

ＧＭ：「ギギギ……ダガ、我ハ敗レテモ、我ラハ敗レヌ……究極終しゆう焉えん兵器〝ニーベルングの指ゆび環わ〟ハ、既ニ完成シテイルノダァァァッ！」

ギヨーム：究極終焉兵器ぃ？　なんつーネーミングか（笑）。

ＧＭ：ダンテは「機械化人類バンザーイ！」と叫さけびつつ、爆ばく発はつ四散する。ここでダンテの電子頭ず脳のうから情じよう報ほうが引き出せるよ。〈精せい密みつ作業〉で判はん定ていしてみて。

ギヨーム：……うむ、達成値５！

ＧＭ：それじゃあ何もわからんな。〝ニーベルングの指環〟という単語だけだ。

ギヨーム：残念！　……ところで次は誰だれのシーンかな？

ＧＭ：えーと、クリスだね。

ギヨーム：ではここで私のブーツの紐ひもが切れ、彼女の不ふ吉きつな運命を暗あん示じする（爆笑）。

クリス：えええっ!?（笑）

ＧＭ：では実じつ際さいにクリスがどうなるか、彼女のシーンへといってみよう。






《吹き飛ばし》　キュマイラのエフェクト。ダメージを与える代わりに、対象を任意の方向へと移動させる。

《ギガンティック・モード》　モルフェウスのエフェクト。攻撃対象を範囲に変える。

神曲　イタリアが誇る詩人ダンテ・アリギエーリ（一二六五年～一三二一年）が著した、壮大な叙事詩。主人公・ダンテが煉獄や地獄、そして天国を巡る様を描いた、イタリア文学の最高峰。

《サイレンの魔女》　ハヌマーンのエフェクト。シーン全体に音による攻撃を行う。

《灼熱の弾丸》　サラマンダーのエフェクト。炎の弾丸を打ち出して攻撃する。

《オーバードーズ》　ソラリスのエフェクト。組み合わせたエフェクトすべての効果を飛躍的に高める。










◆Middle 05◆美しき狙そ撃げき者しや


Scene Player ―――― クリス






　クリスが落とされたのは、まるで廊ろう下かのように細長い部屋であった。

　暗い通路の遥はるか先、静寂と闇に溶とけ込みつつも確たしかな殺気が存在している。




ＧＭ：クリスは細長い通路のような場所に落とされた。遥か前方に、何者かの気配がある。

クリス：……そこにいるのはわかっているわ。でておいでなさいな。

ＧＭ：すると、闇の中に淡あわい輝かがやきを放つ人型機械の姿が浮うかび上がる。まるでギリシャ彫刻の女性型裸婦像のように美しいシルエットの完璧超人兵士……ゼノンだ。

クリス：なるほど、わたしの相手はこいつというわけね。

ＧＭ：ゼノンは、からかうような口調で語りかけてくる。「うふふ。クリステル・フォン・エッシェンバッハ。あなたは、このゼノンが相手してあげるわ。光栄に思いなさい」

クリス：（冷静な声で）……無む駄だよ。あなたごときでは、わたしには勝てない。

ＧＭ：（やや興こう奮ふんした声で）「〝ごとき〟ですって？　……超人兵士にすらなれなかったジャンクのくせにっ！」叫びつつ、ゼノンは武ぶ器きを取り出す。

クリス：では、こちらも同時に対戦車ライフルを取り出しましょう。

ＧＭ：（嬉うれしそうに笑いながら）実は、こっちの武器も対戦車ライフルなんだよ（笑）。

大悟：ライフルで狙撃合戦か。いいシチュエーションじゃないか。

ＧＭ：ただ、こちらは二挺ちよう装そう備びしているけどね。「その綺き麗れいな顔には傷きずひとつつけず殺してあげるわ、クリス。……フフフ、あなたを倒たおせば、その顔が私のものになるのねっ」

クリス：ああ、なんか妙みような執しゆう着ちやくをされている（笑）。床ゆかに伏ふせてゼノンに狙ねらいを定めます。

ＧＭ：では戦闘開始だな。「あなたたちが知りたいことは私の電子頭脳に納おさめられているわ。知りたくば私を倒すことね。……不ふ可か能のうでしょうけど！」




　―――かくて、元・超人兵士と、完璧超人兵士ふたりの熾烈な狙撃戦が始まった！




クリス：《戦いの予感》！　これで先手を取る。（冷たい口調で）……以前からあなたたちに言いたかったのだけど、能のう書がきと無む駄だ口ぐちが多おお過すぎるわ。

一同：おおーっ。

クリス：対戦車ライフルの狙いをゼノンに定め、引き金を引く。《小さな塵ちり》と《急所狙い》を使って、達成値40！

ＧＭ：高いな。だが、こちらは《守りの弾》でクリスの銃じゆう弾だんを撃うち落とす！

クリス：ああ～、そんなエフェクトを持っていたとは～！　……羨うらやましい（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ぐっ、出目が悪い！　達成値24で防ぼう御ぎよ失敗！

クリス：よし！　では５Ｄ10＋９で38点ダメージ！

ＧＭ：くそっ、いきなりなんつー攻撃だ。だが、ここで《光の守しゆ護ご》を使ってダメージを０にする。クリスの銃弾が貫つらぬいたのは、ゼノンが光を屈くつ折せつさせて作り出した虚きよ像ぞうだった！

クリス：むむっ、残念。……いえ、いきなり切り札を使わせただけでも十分ね。

ＧＭ：「アキレスが亀かめに追いつけないように、あなたの弾丸が私を捉とらえることはないわ！　これぞ我が能力、〝ゼノンの背理パラドクス！〟」（笑）

フィン：ナニ言ってんだコイツ（笑）。

ＧＭ：さぁゼノンの攻撃だ。左右二挺の対戦車ライフルの銃口がクリスへと向けられ、まったく同じ場所へと銃弾を叩き込む！《急所狙い》＋《マルチウェポン》で達成値27！

クリス：あ、自動的に命中です。対戦車ライフルを装備中なので、回避ができません。

ＧＭ：では、ふたつの銃じゆう口こうから放たれた弾丸がクリスの体を貫き、32点のダメージ。

クリス：倒れます。が、即そく座ざに《リザレクト》。

ＧＭ：だんだん侵蝕率が上がっているねぇ。……では戦闘を続けようか！




　そしてまた、幾つかの火線が暗闇を貫き閃いた。

　僅かな時間に交錯する、濃密な殺意。

　そして、その戦いを制したのは―――




ＧＭ：……ダメか（ゼノンのコマを倒す）。13㎜の銃弾がゼノンの動力炉を貫き、完全に破は壊かいし尽つくした。「そんな……噓よっ！　私が……敗レル……ナンテ……」

クリス：ゲーテ曰いわく、「もはや愛しもせねば、迷まよいもせぬものは、埋まい葬そうしてもらうがいい」。愛や迷いの心を持たない機械になど、わたしは負けない。

ＧＭ：「コ、心トハァァァッ！」絶ぜつ叫きようしつつ、ゼノンは機き能のう停止する。

クリス：仲間との出会いで、わたしは心を学んだわ。だからこそ、あなたに勝てた。

ＧＭ：かくてギヨームの不吉な予感をはねのけ、クリスは戦いに勝利した（笑）。

クリス：あっ、わたしのブーツの紐が切れてる。……フィン、大だい丈じよう夫ぶかしら。

フィン：呪のろいを持ち越すなーっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ではここで、ゼノンの電子頭脳の残骸から情報を引き出す判定をしてもらおう。

クリス：《天てん性せいのひらめき》を組み合わせて、達成値17。

ＧＭ：では、次のような事実が判はん明めいする。〝総そう統とう〟は機械であるがゆえ、〝心〟をもたなかったらしい。それゆえ、曖あい昧まいな人間の行動を正せい確かくに予見することはできなかったそうだ。

クリス：ふむふむ。

ＧＭ：だが、〝ヴリル結けつ晶しよう体たい〟……いわゆる〝賢けん者じやの石〟を、適てき合ごうする大悟の血けつ液えきを用いて活かつ性せい化かし、本体に組み込こむことによって、〝総統〟に〝心〟が宿った。

クリス：〝総統〟に人の心が……？

フィン：（いやそーな表情で）賢者の石が埋うめ込まれてるのか……厄やつ介かいだなぁ。

ＧＭ：そして、人の心を得ることによって完成した〝総統〟は、列強諸しよ国こく、いや、人類すべての未来を読むことのできる超ちよう存そん在ざいと化したということだ。

クリス：うう、なんて物ぶつ騒そうな代物を……（笑）。

ＧＭ：今の情報に加え、基き地ち内部の見取図が手に入った。

クリス：おお、それは何より！

クリス：ＧＭ、シーン終了前にもうひとつだけやりたいことがあります。ゼノンの対戦車ライフルを奪うばうという演出で、もう一度〈調達〉判定を試みたいんですが……。

ＧＭ：なるほどね。いだろう。失敗したら、戦闘で壊れたということで。

クリス：（ダイスを振る）ギリギリで成功。二挺の対戦車ライフルを抱え、先を急ぎます。

ＧＭ：ではここでシーンは終了だ。






《戦いの予感》　エンジェルハィロゥのエフェクト。先手を取って誰よりも速く行動する。

《守りの弾》　ノイマンのエフェクト。自分への攻撃を、射撃武器で打ち落として無効化する。

ゼノンの背理　ツェノンの背理とも。ギリシアの哲学者ゼノン（紀元前四九〇～紀元前四三〇）の唱えた学説である。










◆Middle 06◆鋼はがねの獣けもの


Scene Player ―――― フィン






　フィンもまた、いずことも知れぬ部屋へと叩たたき落とされた。

　そして、彼を追うように異い形ぎようの兵士も同じ部屋に姿を現あらわした。




ＧＭ：お次はフィンの番だね。君もギヨームらと同じくどこかの部屋に転がり出るわけだ。

フィン：（不安そうに）さっき僕らを殴なぐった奴やつも一いつ緒しよだったりしない？

ＧＭ：ええ、仲良く一緒のお部屋です（笑）。君が出てきた穴あなから、のそりと大おお柄がらな人ひと影かげが現れる。全身に金きん属ぞく製せいの獣じゆう毛もうを針はりのように生やした、伝説の人狼のような完璧超人兵士だ。

フィン：うへぇー、強そうだ。

ＧＭ：「……オレの名はヴェアヴォルフ。オレの肉体は、ダイアモンドの一万倍の硬こう度どを誇ほこるジークフリート鋼に覆おおわれている。貴様の攻撃はすべて跳はね返すぞ」

フィン：うう、頑がん丈じようそうだ……。

ＧＭ：いかにも。こいつは装そう甲こう値を無む視しできないフィン対たい策さくにファウストが用意した敵だ。

フィン：むきーっ！（笑）……でも、おまえなんかさっさと倒して、僕は前に進まなきゃいけないんだ。やってやらーっと叫びつつ攻撃開始（笑）。

ＧＭ：ヤケクソだな（笑）。まぁ、頑張ってくれ。彼我の距離は十メートルからスタートだ。




　かくして余よ裕ゆう綽しやく々しやくで戦闘を開始したＧＭだったが……。




フィン：イニシアティブ的にはこっちが先手だね。マイナーアクションで距きよ離りを離はなれて、《ＭＡＸボルテージ》と《リニアキャノン》で攻撃するよ。

ＧＭ：ふっ、かかって来るがいい。

フィン：（ダイスを振ふる）よし、ダイス目いいぞ！　達成値36。

ＧＭ：【肉体】は10もあるから回避できる可能性は高いっ（ダイスを振る）……だが、失敗。

フィン：じゃあダメージ32点。

ＧＭ：《竜鱗》で20点弾いて12ダメージ。ぐおっ、ＨＰがもう半分以上減った！

フィン：弱いぞっ！（笑）

ＧＭ：……なぁに、こいつの攻撃力は凄いぞ。さて、マイナーアクションで十五メートル移動して、フィンにエンゲージ。

フィン：……あれ？　最初、十メートル離れてたよね。でもって僕はマイナーアクションで【肉体】＋５の六メートル離れたから距離は十六メートル……届かなくね？

ＧＭ：（手元のデータを見つめる）しまったーっ！　一メートル足りねーっ！（爆笑）




　やむを得ずメジャーアクションまで使ってフィンに接近するヴェアヴォルフ。

　２ラウンド目での必勝を期すが、先にフィンの攻撃が行われ……。




フィン：さっきと同じ攻撃で、ダメージ30！

ＧＭ：「ま、待て！　そうだ、オレが完璧超人兵士へと生まれ変わった時の話をしてやろう。あれは忘れもしない半年くらい前……」（爆笑）

フィン：うるさいっ、とっととダメージ30点喰らえ！

ＧＭ：（ヴェアヴォルフのコマを倒す）「馬ば鹿かナ、コノおれノ装甲ガッ！　おれハ無む敵てきノ肉体ヲ手ニ入レタハズダァァァッ！」……ちゅどーんと爆発四散し、ヴェアヴォルフ死し亡ぼう。

一同：死んだーっ！（爆ばく笑しよう）




　悔しそうなＧＭを他所に、フィンは〈精密作業〉判定を行う。

　なんなく成功し、基地内部の見取り図を手に、その場を立ち去るフィンであった。






賢者の石　レネゲイドの力を増幅させる謎の結晶体。ドクトル・ファウストは、これを指して〝ヴリル結晶体〟と呼び、チベットの僧院では〝仏舎利〟と看做されていた。










◆Middle 07◆反はん撃げきの機会


Scene Player ―――― 大悟






　ファウストの指し示じに従したがい、大悟はシャンバラ基き地ち内ないを歩かされている。

　言いなりというのは彼の性しよう分ぶんに合わなかったが、今は伏ふして〝機〟を待つ時である。




ＧＭ：さて、お次は大悟のシーンだ。仲間と分ぶん断だんされた後、ファウストの指示通りに通路を歩かされている状じよう態たいだ。

大悟：どっかで道を外れたりできないか？

ＧＭ：ファウストが指示する道以外への扉とびらは固く閉とざされている。開けるなら〈機械操そう作さ〉判はん定ていだ。

大悟：【精せい神しん】１しかない俺おれに〈機械操作〉など無理だ（笑）。……仕方ない、とりあえずはファウストの望む場所に行ってやろうじゃないか。

フィン：僕は登場できない？　さっき地図を手に入れてるんだけど。

ＧＭ：おおっと、そうだった。これまでのシーンで地図を手に入れている人は、ここで大悟と合流可か能のうだ。

ギヨーム：むぅ。私は無理だな（笑）。

フィン：僕は出るよー。……あ、でも、もうちょっと様子を見る。クリス姉ちゃんは？

クリス：わたしは侵しん蝕しよく率りつがかなり高くなってるから、ここはフィンに任まかせるわ。

ＧＭ：では、ひとりで通路を進む大悟に、スピーカー越ごしにファウストが語りかけてくる。「天花寺大悟君、君にしては随ずい分ぶんと従じゆう順じゆんだねぇ。結けつ構こうなことだ。これより君の肉体は〝総統〟によって解析され、そして第二第三の〝総統〟を量産するための素材となるのだよ」

クリス：〝総統〟を量産……なるほど、それが大悟を求める理由ね。

大悟：……言っとくが、俺がここに来たのは貴き様さまらに踊おどらされてのことじゃない。妹を取り戻もどすため、貴様の野望の為ために果てた清鷹の仇かたきを討うつためだ。

ＧＭ：「メフィフィ！　言葉は勇ましいが、仲間もいなくなった君ひとりで一体どれほどのことができるというのだね？」

大悟：貴様がどんな策さくを弄ろうしようと、むざむざとやられるほどヤワな連中じゃないさ。

ＧＭ：「愚おろかな希望よな……メフィフィ！」

大悟：今は笑うがいいさ。

フィン：よし、ここで登場しよう。横合いの扉が急にガーッと開いて、そっから飛び出してくる。見つけたよ、大悟兄ちゃん！

大悟：フィンか！

ＧＭ：（うろたえるような声）「フィン・ブースロイドッ!?　バカな、貴様は完かん璧ぺき超ちよう人じん兵士ヴェアヴォルフによって始末されたはず！」

フィン：ああ、あいつ？　弱かったよ（笑）。

ＧＭ：（悔しそうに）「ぐぬぬぬぬ……。だが、千早君がわしの下におることを忘れるでないぞ！」

フィン：……ここで《セキュリティカット》使って、ファウストからの監かん視しカメラやマイクなんかを無力化できないかな？

ＧＭ：それは面おも白しろい使い方だな。許きよ可かしよう。目もく標ひよう値ちは……そうだな、ここは基き地ちを制せい御ぎよしてる〝総そう統とう〟との対決にしようか。

フィン：それは高そうだけど……やるしかないか。《ＭＡＸボルテージ》と《セキュリティカット》を組み合わせて、達成値23！

ＧＭ：ふむ。（ダイスを振る）達成値たったの９。（うろたえるような声で）「なぜだ、〝総統〟のセキュリティは完璧……ザザーッ」通信は途と切ぎれる。

フィン：あれ、楽勝？（笑）

大悟：……〝総統〟のダイス、妙みように数が少なくないか？

ＧＭ：（にんまり笑って）なんでだろうねぇ。とりあえずファウストからの監視は途と切ぎれた。

フィン：手ごたえがなかったのは気にかかるけど、とにかくここはみんなと合流しようよ。

大悟：ああ！

ＧＭ：では、君たちがクリスとギヨームを探すために駆け出したところでシーン終了だ。







◆Middle 08◆ニーベルングの指ゆび環わ


Scene Player ―――― クリス






　地図を手に入れたクリスは、程ほどなくしてギヨームと合流した。

　現げん在ざい、大悟たちを捜さがし、シャンバラ基地内を駆かけ回っている。




ＧＭ：それじゃあ次は、クリスのシーンだな。地図を手に入れたことだし、ギヨームとは合流できたということで一いつ緒しよに登場だ。

ギヨーム：おお、それはありがたい。

クリス：ここでギヨームに、大悟の血けつ液えきサンプルが〝総統〟とやらに心をもたらしたという情じよう報ほうを伝えておくわ。ファウストの言うとおり、ただの計算機械ではなさそうよ。

ギヨーム：ふむ。ではこちらも、〝ニーベルングの指環〟とやらがあるらしいということをクリスに話す。なにやら、またぞろ危き険けんな兵器がでてきたようだ。

クリス：ファウストや〝総統〟だけでも厄やつ介かいだというのに、そんなおかしな兵器まで……。ＧＭ、ここで〝指環〟に関して情報収しゆう集しゆうはできますか？

ＧＭ：あいあい。ならば、目標値８の〈機械操作〉判定だ。

クリス：〈機械操作〉？

ＧＭ：基地内にも、一いち応おう〝総統〟に直結している端たん末まつは存そん在ざいしているから。本来は《タッピング》を使うべきだが、フィンの《セキュリティカット》でシステムの防ぼう御ぎよが甘あまくなってる。

クリス：それはありがたい。その程てい度どなら《天てん性せいのひらめき》を使うまでもなく、成功。

ＧＭ：では簡かん単たんに情報が読み出せるな。まず、〝ニーベルングの指環〟とは、十九世紀に活かつ躍やくしたドイツ人作曲家リヒャルト・ワーグナーが書いた楽がく劇げきのタイトルだ。

クリス：呪のろわれた指環のせいで〝神々の黄たそ昏がれ〟が起こり、すべてが滅ほろびるという物語ね。

ＧＭ：いかにも。んで、ここでいう〝指環〟とは、超ちよう巨きよ大だいな円えん環かん状じようのレール上で電でん磁じ加速した物体を超音速で撃うち出し、その対象を破は壊かいせしめるという超兵器を意味している。
















ギヨーム：それは……いわゆるレールガンという奴やつか？

ＧＭ：簡単に言えば、そう。ただ、〝指環〟から打ち出されるそれの破は壊かい力りよくは史上類を見ないもので、一回の射しや撃げきで都市一個こを丸々クレーターに変えることができる。

ギヨーム：なんだその破壊力は！

クリス：ナチスはなんという怪かい物ぶつを造ってしまったの……まぁ、いつものことだけど（笑）。

ギヨーム：んで、その〝指環〟はシャンバラ基地のどこにあるのかな？

ＧＭ：うんにゃ。ここにそんな兵器はない。

ギヨーム：お？　ならばどこに。

ＧＭ：月。

ギヨーム：…………は？

ＧＭ：だから、夜空に浮うかぶ、お月様。ムーン。

一同：はぁぁぁっ!?（笑）

ＧＭ：記録によれば、地球から三十八万㎞離はなれた月軌き道どう上に建けん設せつされたとある。

クリス：そんな、地球の軌道にすら到とう達たつできていない時代に、どうやって？

ＧＭ：必要な物ぶつ資しを、シャンバラ基地内に存在する〝天てん梯てい〟なる転送装そう置ちを経けい由ゆして月へと送り、作業用機械化人が建設した……とある。

クリス：開いた口が塞ふさがりません（笑）。

ギヨーム：しかし、天梯とは一体なんだ？

ＧＭ：ここで〈情報：チベット〉か〈情報：神しん秘ぴ〉で判定してみて。

ギヨーム：達成値８。まぁまぁかな。

ＧＭ：それで十分。高山のことを〝天への梯子〟という意味で〝天梯〟と表ひよう現げんすることがある。だが、この言葉にはもうひとつの意味がある。

ギヨーム：ほほう。

ＧＭ：文字通り、天……すなわち月に至いたるための梯子という意味だ。伝説の地・崑こん崙ろんには、その月へと至る梯子があったとされている。

クリス：ナチスはそんなものまで造ったの？

ＧＭ：いや。記録によれば、天梯は発見当時からこの場所にあったらしい。誰だれが作ったのか不明の、まさに超ちよう古こ代だいの遺い産さんってとこだ。

ＧＭ：設せつ置ち場所が月面であることから破壊は事実上不ふ可か能のう。そこから地球へ〝石ころひとつ〟落とせば都市が滅びる。いかなる抵てい抗こうも防御も無力。まさに〝究極終しゆう焉えん兵器〟だ。

ギヨーム：そんなものが、もう完成しているんだろう？　これは極めて危険な状じよう況きようだな。

フィン：ＧＭ、ここで近くのスピーカー越しに話しかけるって演えん出しゆつで登場してもいいかな？

ＧＭ：ＯＫ。一応、スピーカーを乗っ取るために《タッピング》の侵蝕率だけ上じよう昇しようさせといてくれ。判定はいらない。

フィン：うん、わかった。……あー、もしもしクリス、ギヨーム、聞こえるー？

クリス：この声、フィン、フィンなのね？

フィン：そうだよ。この通信、ファウストには聞こえないから大だい丈じよう夫ぶだよ。そっちは無事？

クリス：ええ、わたしもギヨームも、なんとか切り抜ぬけることができたわ。

ギヨーム：フィンに訊たずねよう。そちらは、大悟の妹さんを見つけることはできたのかな？

フィン：残念ながら、まだ。

大悟：俺も登場。ファウストの話だと、あいつのそばに捕つかまってるみてぇだけど……。

クリス：あー……。ここが使い時でしょうね。《インスピレーション》！

ギヨーム：ふーむ、それ自体、本当の話なのかな。いや、プレイヤー的には、マスターシーンでファウストのそばに千早がいなかったのが気になってる（笑）。

クリス：……なら、ここで彼の言葉が本当かどうかを確かめてみるわ。《インスピレーション》を使用。ＧＭ、ファウストの言葉は本当ですか？

ＧＭ：……ＮＯ。ファウストのそばにいるというのは噓だ。居場所を調べるなら、〈機械操作〉か《タッピング》で目標値７。

クリス：〈機械操作〉で軽く成功。

ＧＭ：なら、基地下層部のとある部屋に軟禁されていることが判明する。

大悟：ここはとっとと千早を助けに行こう。ファウストのジジイを殴なぐるのは、その後だ！

クリス：わたしもその意見に賛さん成せいだわ。

ギヨーム：……では、一いつ刻こくも早く合流するとしよう。敵てきは何やら恐おそろしい兵器を用意しているようだから、グズグズしている暇ひまはない。

ＧＭ：ではここでシーン終しゆう了りようだな。……さて、最後にちょっとしたイベントが起こる。

フィン：お？

ＧＭ：基地内の通信は君たちが掌しよ握うあくしているわけだが、そこにファウストがいる司令部からの通信が強きよう制せい介かい入にゆうしてくる。詳くわしい内ない容ようは……次のマスターシーンで。






地球から三十八万㎞離れた～　人類が月に降り立つのは、一九六九年のアポロ十一号が最初である。一九三九年当時、人類は地球軌道にすら到達できていなかった。










◆Middle 09◆覚かく醒せい


Master Scene






　シャンバラ基地、司令部。

　機械の城しろともいうべき部屋に、ファウストの叫さけびが響ひびく。

「ぬぅぅぅっ!?　どうしたことか、どうしたことか!?　完璧超人兵士が三体とも敗れ去り、基地のシステムまで掌握されるだと？　……ええい、〝総統〟よ！　さっさと我わが勝利すべき未来を算出せんか！」

　だが、当の〝総統〟からの返答は、ファウストが予想だにしないものだった。

「イイエ、未来ハ存在シマセン。アナタダケデハナイ、人類全体ニデス」




フィン：ファウスト、裏切られたーっ（爆ばく笑しよう）。

ギヨーム：昔から色んなＳＦ作品で、巨大コンピュータは狂って人類に反乱を起こしてきたもんなぁ（笑）。

クリス：被造物の反乱は、『フランケンシュタイン』でも描かれた定番の展開ですね。まさに期待を裏切らず、主人は裏切るコンピュータ（笑）。

ＧＭ：もちろんファウストは「何を言い出すのだ〝総統〟！　貴様、狂ったか！」と詰つめ寄よるわけだが―――




　激げつ昂こうするファウストとは対照的に、〝総統〟の声はあくまでも冷静であった。

「アナタが人ノ心をクダさったからでス、造ぞう物ぶつ主しゆヨ。私は人ノ心を知り……ソノ心が実に不ふ確かく定ていで、不完全で、不合理なモノでアルことを知りましタ」

　無む機き質しつな電子合成音であるはずの〝総統〟の声には、徐じよ々じよに独どく特とくの抑よく揚ようと情じよう感かんめいた色が混まざりつつあった。

　だが、それが意味することにファウストはまだ気づいていない。

「私は人類が辿たどる未来を完璧に計算しましタ。そしてその結果は……死デス。来きたるべき最終戦争において、人類ハ地球全体を巻まき添ぞえにして滅めつ亡ぼうスルでしょウ」

　〝総統〟の声は、より流暢で柔らかい女性のものへと変わってゆく。

「……ですが、ご安心ください造物主よ。私はこれより〝ニーベルングの指環〟を用い、可か 及きゆう的速すみやかに現げん生せい人類を滅ほろぼします。そして、マシーネン・アーリア人を頂ちよう点てんとする機械化人類による新世界を築きずき上げます。そこは戦争も、飢うえも、病も、老いや死すらもない永えい遠えんの理りそ想うき郷ようです」

　ファウストは、もはや言葉もない。

「さし当たって最初は、私が産うぶ声ごえを上げたこのシャンバラ基地を破壊いたします。幼よう年ねん期きを終えた赤子は、揺ゆり籠かごから巣立たねばなりませんからね」

「メ、メフィフィフィ！　やはり狂っておるわ。ここには貴様の本体があるではないか」

「まだお気づきになっておられないようですが、私の機き能のうの大半は既すでに月軌道上の〝ニーベルングの指環〟へと移い転てん済ずみです。ここを破壊することによる損そん害がいは全体の[image: ]％です」




ＧＭ：……つーわけで、先ほどフィンの《セキュリティカット》があっけなく成功した理由がこれです。

フィン：なるほど。ほとんど抜ぬけ殻がらだったわけね。

ＧＭ：ファウストは、あまりの成り行きにパニックを起こし、情なさけなく喚わめき散らす。「黙だまれ黙れ、黙らんかぁっ！　あああ、なんということだ……被ひ造ぞう物ぶつが……いや、科学がわしを裏うら切ぎるというのかっ！」（爆笑）




「安心なさい。シャンバラだけではありません。その後、世界各国の主要都市……いえ、人が住まう場所すべてを〝指環〟で滅ぼします。例外なく、絶ぜつ対たい的に」

　今や、〝総統〟の声は、喚く子こ供どもをあやす母のような優やさしさを帯び始めていた。

「裏切るのではありません。親おや離ばなれのときを迎むかえたのです。これこそが真のプロジェクト・トワイライト。人類の……黄たそ昏がれです」







◆Middle 10◆囚とらわれの姫ひめ君ぎみ


Scene Player ―――― ギヨーム






　シャンバラ基き地ち、下か層そう部ぶ。

　そこはファウストの〝被ひ験けん体たい〟を閉とじ込こめておく為ための区画。

　現げん在ざい、そこにいる人間はただひとり。

　大悟の妹、天花寺千早のみであった。




ＧＭ：さて、先ほどのマスターシーンの直後。君たちは、〝総統〟の放送を聞きながら、千早が囚われている基地下層部までやってきた……というところ。シーンプレイヤーはギヨーム。全員登場ね。

ギヨーム：うむ、了解。

ＧＭ：無機質な金属製の壁がどこまでも続くエリアの一角に、実験動物を放り込んでおく飼育室がある。その中に千早は囚われているようだ。

ギヨーム：ではちょちょいっと開かい錠じようして……そうだな、大悟、ここは君が行くべきだろう。

大悟：ありがとうよ。……中の様子は？

ＧＭ：殺風景な部屋だね。壁かべ際ぎわにベッドがあり、そこに千早が所しよ在ざいなげに腰こし掛かけている。

大悟：千早っ！

ＧＭ：その声に、俯いていた千早は顔を上げて君たちの方を見る。事態が把握できないらしく、きょとんとした表情だ。

大悟：よう、千早。遅くなってすまないな。

ＧＭ：「大……兄ぃ……様？」

大悟：ああ。

ＧＭ：ぱっと顔を輝かせ、千早は君に駆け寄ってくる。「大兄ぃ様、来てくださったのですねっ！」

大悟：……怪け我がはないか？

ＧＭ：見たところ、怪我はない。千早曰いわく、「私、何がなにやらわからぬうちにここに押おし込まれて……」

大悟：そうか。無事でよかった、千早。

ＧＭ：「大兄ぃ様も、よくご無事で……」

クリス：変な改造とかされてませんよね？

ＧＭ：「最初に注ちゆう射しやで血を抜かれましたけれど、それから、あの恐おそろしい老人が『君に素そ質しつはないようだ』とかなんとか……以来、ほったらかしでした」……とのことだ。

クリス：よかった……本当によかった。ほっと胸むねをなでおろします。

ＧＭ：「一体ここはどこなのでしょう？」

大悟：ここか？　あー、ここは……まぁ、一言では説明し難がたいな（笑）。まぁ、日本じゃないのは確たしかだ。

ＧＭ：一拍ぱく置いて、躊躇ためらいがちに千早は尋たずねる。「あの……清兄ぃ様は……？」

一同：あっ……。

大悟：…………。黙だまって、ただ千早の眼めを見つめる。

ＧＭ：……その沈ちん黙もくと表ひよう情じようから、千早は大体の事情を察する。涙なみだを零こぼしてはいるが、泣き言を言うでも、嗚お咽えつするでもなく、じっと目を瞑つぶって何かに耐たえているようだ。

大悟：……すまん。

ＧＭ：「ねぇ、大兄ぃ様。清兄ぃ様は、あの桜さくらの刺し繡しゆうを受け取ってくださいましたか？」

大悟：……ああ。喜んでいたよ。本当に……。

ＧＭ：「そう、ですか……」

一同：…………。

ギヨーム：……ここで悲しみに浸ひたっている時間はないぞ、大悟。先ほどの放送を聞く限かぎり、ここは〝ニーベルングの指ゆび環わ〟とやらで消しよう滅めつするらしい。

大悟：……ああ、そうだな。

フィン：そ、そうだよ！　早く逃にげないと！

ギヨーム：その兵器、ここからどうにかすることはできないものかな？　フィンの《タッピング》なり、《セキュリティカット》なりで。

ＧＭ：（あっさりと）それは無理。ここと月面とは、システムが完全に切り離はなされている。

ギヨーム：そうか、残念だ。

クリス：けど、ファウストはここにいるんでしょう？　〝総統〟に裏切られた今こそ、彼を倒すチャンスよ。

フィン：確かにそうだね。

ＧＭ：ん、ではファウストのトコに行く？　だとすると、千早も連れて行くことになるけどいいのかな？

フィン：そうだった！

大悟：妹を連れて、危険な場所をうろつくわけにはいかねぇな。……仕方ない、ここは一旦脱出しよう。

一同：（こくりと頷く）

ＧＭ：では君たちはシャンバラ基地から脱だつ出しゆつし、輸送機を停めてある滑かつ走そう路ろへ向けて走り出すのだった……というところでシーン終しゆう了りよう。







◆Middle 11◆決意


Scene Player ―――― フィン






　基地を離はなれ、逗とう留りゆうしていた村へと戻もどってきた大悟たち。

　フィンがＭＩ６本部へ連れん絡らくしたところ、〝総そう統とう〟反はん乱らんの様子は、既すでに世界各国の上じよう層そう部ぶに向けて放送されていたとの事である。




フィン：村に戻ったら、とりあえず無線でヒュー・シンクレアのおっちゃんに、こっちの情じよう報ほうを全部話す。かなりヤバい状じよう況きようだよ！

ＧＭ：先ほどの放送は、どうやら各国政せい府ふの上層部にも送信されていたようで、蜂はちの巣をつついたような大おお騒さわぎになっているとのことだ。

フィン：あちゃー……。で、どうするのって聞いてみるけど。

ＧＭ：「憂ゆう慮りよすべき事じ態たいだな。そのシャンバラ基地はともかく、世界各国に攻こう撃げきを加えるとは……信じたくはないが、事実なのだろう」

フィン：こっちにもさ、なんか対たい処しよ法ほうはないの？

クリス：無理よフィン。現在の人類が持っているいかなる兵器でも、月面など攻撃できる筈はずがないわ……。

ＧＭ：「……実は、ないこともない」

クリス：ええっ!?（笑）

ＧＭ：「これは最上級の国家機き密みつだが……近年、イギリス・フランス・アメリカの三国は、共同で〝ヴェルヌ砲ほう〟による有人月面探たん査さ計画を進めていた」

クリス：ヴェルヌ砲！　それは、ジュール・ヴェルヌの『月世界探たん検けん』を真に受けた連中が始めた計画ですか（笑）。

ＧＭ：その通りだ。巨きよ大だいで頑がん丈じような弾だん殻かくに、これまた頑丈な人間を詰つめ込こんで月まで打ち出そうという画期的な計画。

フィン：画期的じゃねえ！　特とつ攻こう兵器じゃねえか！（笑）

ＧＭ：精せい度どの調整や、送り込む人員の選別は大変だろうが……決して不ふ可か能のうな計画ではないようだ。ただ、いかんせん準じゆん備びには時間がかかる。

フィン：どんくらい？

ＧＭ：少なくとも、数時間後には発射される第一射しや目めのシャンバラ攻撃には間に合わない。ただ、第二射目までに装そう備びや人員を充じゆう実じつさせた状じよう態たいで乗り込むことはできる。どれだけ準備できたかは、君たちの判はん定てい次第になるけどね。

大悟：……シャンバラを見殺しにした場合、被ひ害がいは？

ＧＭ：予想される破は壊かい圏けん内ないに人の集落はない。死ぬとしたら、ファウストくらいのもんかな。

クリス：彼は脱出しないんですか？

ＧＭ：できない、と言った方が正しいな。先ほどの〝総統〟の放送を見る限り、基地内部の作業用機械化人はすべて〝総統〟に従っているので脱出不可能。

大悟：…………。

フィン：ファウストはさー、死んでもいいよね。自業自得だし。

ギヨーム：そうだな。丁度いい時間稼かせぎと考えよう。

大悟：う～ん……。

フィン：大悟兄ちゃん？

大悟：いや、実は悩んでる。

クリス：……ファウストのことね。

大悟：ああ。あれほどの悪党が、自滅しました死にましたなんて終わり方じゃあなぁ……。

ギヨーム：不満かね？

大悟：いや、なんというか、こんな末路じゃ、奴の犠牲になった人々も浮かばれないんじゃないか？

クリス：それは……そうかもしれないわね。

フィン：僕は驚いた顔をするよ。何いってんだよ、あんな奴には、そういう惨めな最期こそお似合いじゃないか！　……それとも兄ちゃんは、自分の手で……止めを刺したいの？

大悟：自分の手で、か。じっと自分の手を見よう。……正直、俺は迷っている。清鷹や、他の人々にしたこと、許せるはずもない。

一同：…………。

大悟：だが、なんというか、な……。ＧＭ、ここで俺は老僧の言葉を思い出すぞ。俺が超人に覚醒する時に教えられた言葉だ。

ＧＭ：（大きく頷き）わかった。では、優しく厳かな声が君の脳裡に蘇る。




　大悟の脳裡に、懐かしい声が響いた。

「心せよ、大悟。

　喜びに囚とらわれるな。

　怒いかりに囚われるな。

　哀しみに囚われるな。

　楽しみに囚われるな。

　心とは水面に映る月。風に波立ち、跳ねる魚に崩される、儚はかなきモノ。

　諸しよ法ほうは無む我がにして、空であることを知れ」




ＧＭ：その言葉が、あのとき以上の重みを持って君の胸に響く。……さて、結論を聞こうか？

大悟：…………。




　老僧の言葉は、一種の啓示であった。

　―――憎悪に身をゆだね、大局を見誤ってはならない。

　師ならば、そう言うであろう。

　大悟は、煩はん悶もんする己の心に、光が差したように感じた。




大悟：……そうだな。みんな、俺の腹は決まったぞ。

一同：…………。

フィン：暗い声で訊たずねよう。……行くんだね。

大悟：奴のしたことは許ゆるしがたいさ。だが、今、しなきゃならねぇのは復ふく讐しゆうじゃない。〝指環〟とやらを止め、〝総統〟をブッ壊こわすこと……そうだろ？

フィン：…………。

大悟：だとしたら、開発者自身に〝総統〟のことを詳くわしく聞く必要があるんじゃねぇかな。

フィン：……あいつを助けるつもり？

大悟：俺おれはそんなに優やさしくねえぜ？　けど、結果的にはそうなるかもな。すべてが終わった後、どう始末をつけるかは別として、だ。

フィン：…………。そっか。

ＧＭ：では、またシャンバラ基地に戻もどるの？

大悟：ああ、そういうことになるな。まだ時間はあるか？

ＧＭ：先ほども言ったように、あと数時間。移動距離を考えると、ギリギリってとこだ。もしも攻撃に巻き込まれたら、基地もろとも君たちは消滅する。

一同：…………。

ギヨーム：やれやれ。まぁ、こうなるんじゃないかとは思っていたが、な。……まさか、ひとりで行くなどと言うつもりじゃあるまいな？

大悟：まさか。嫌いやだと言っても一いつ緒しよに来てもらうぜ。あんたの守りがなきゃ、安心して戦えないからよ。……クリス、フィンもな。

クリス：ええ。言われるまでもないわ。

フィン：ま、兄ちゃんがそういうなら仕方ないよね。

大悟：よし、そうと決まったら、早くシャンバラ基地へ戻もどろう。

ＧＭ：立ち上がった君に、それまでじっと黙って話を聞いていた千早が声をかける。「行くのですか、大兄ぃ様。危あぶないとわかっている場所に？　死ぬかもしれない戦いに？」

大悟：……行かなきゃ、死ぬより後こう悔かいすることになる。そういう性しよ分うぶんなんだよ。

ＧＭ：千早は、ふぅと溜ため息いきをついて、やれやれという感じで苦くし笑ようする。「わかりました。……ふぅ。わかってはいましたよ。私の兄はこういう方なのだと」

大悟：……すまん。

ＧＭ：「天花寺の男が行くと言うのです。ならば、莞かん爾じと笑って送り出すのが……天花寺の女のつと……め……」と、そこまでいうと、千早ははらはらと涙を流し始めてしまう。「けれど、やだ、大兄ぃ様まで死んでしまわれるのは……嫌ぁ……」

大悟：泣くな、千早。俺は死なん。清鷹とも約束したんだ。……だから、必ず生きて戻る。

ＧＭ：「……約束、ですよ？　破やぶったら、一生許して差し上げませんよ？」

大悟：（微笑ほほえみながら）ああ、わかった。約束するよ。

ＧＭ：「……それじゃあ、大兄ぃ様。みなさん。行ってらっしゃいませ。……御ご武ぶ運うんを！」

一同：おうっ!!




　かくて、四人は同時に駆け出した。

　絶望的とも思える戦いだが、彼らの足取りは軽い。

　いや、隣にいる仲間の存在が……何より天花寺大悟という男の存在が、皆に勇気を与えているのだ。

　この快男児と共にあるのなら、たとえ火の中水の中、果ては虚空の月だろうとも笑顔で飛び込んで行けるだろう。

　目指すはシャンバラ……いや、その先にある人じん跡せき未み踏とうの大地〝月〟！







◆Middle 12◆絶ぜつ望ぼうを超こえて


Master Scene






　理り想うそ郷きようを夢ゆめ見みた筈だった。

　争いも、差別も、ありとあらゆる苦しみと悲しみのない、完かん璧ぺきな世界が訪おとずれる筈だった。

　彼は、そのために多くの犠牲を払はらい、血ち塗ぬられた道を歩んできたのだ。

　だが、その夢は破やぶれ……彼は生ける屍しかばねのように呆ほうけていた。




ＧＭ：次はシャンバラ基地司令部でのマスターシーンだ。出たければ誰でも登場できる。

大悟：おう、わかった。

ＧＭ：ではシーンを始めよう。ドクトル・ファウストは、椅い子すに深く腰こしを沈しずめ、呆けたような表情で虚こ空くうを見つめている。

大悟：そんじゃ登場しようかね。……邪じや魔まするぜ。

ＧＭ：ファウストはその声にびくりと肩を震わせ、ゆっくりと入り口の方へと振り返る。「……君か。よく入り込むことができたな」

大悟：ザコ機械化人なんざ、物の数じゃないさ。……どうする、今なら外に出られるぜ？

ＧＭ：「……わしには飛行機を操そう縦じゆうすることはできんし、この高山地帯を徒歩で逃げるような体力もない」

大悟：なるほどね。……しかし、悪魔的天才とやらも、この反乱は見抜けなかったらしいな。

ＧＭ：自嘲気味に笑いながら答える。「悔しいが、そういうことじゃ。……なぁ、わしは一体どこでミスを犯したというんじゃ？　何がいけなかったんじゃ？」

大悟：さあな。そんなこと、俺は知らねぇよ。

ＧＭ：「くくっ、それも当然か。……しかし、わざわざここまで何をしに来た？　笑いに来たのか？　いや、違うな……殺しに来たのじゃろう？」

大悟：…………。

ＧＭ：「もはやわしを守るものとておらん。さぁ、殺すがいい」ファウストは、絶望に満ちた表情を浮かべながら両手を広げる。

大悟：ズカズカと歩み寄よって、胸むな倉ぐらを摑つかむ。勘かん違ちがいするなよ。こっちはそれほど暇ひまじゃない。貴き様さまには教えてもらうことがある。

ＧＭ：「このわしに……？」

大悟：俺たちはこれから月に向かい、〝総統〟ってのをブッ潰つぶす。……行く方法と、奴の弱点を教えな。
















ＧＭ：「〝総統〟は完璧な機械化人類じゃぞ。ちっぽけな人間なんぞが……行ったところでなんになろう。生体部品の材料として加工されるのがオチじゃろうて」

フィン：完ッ璧に負け犬モードになってるねー……と呟きつつ、僕も登場。

ギヨーム：同じく登場。

クリス：わたしも登場して、ファウストに語りかける。ドクトル。わたしたちはあなたの計算を狂くるわせ、そしてここに立っているのよ。そのわたしたちが〝総統〟を倒たおすと言っているの。

ＧＭ：「……やれるつもりか？」

クリス：……あなたの助力があれば。

ＧＭ：ファウストは黙だまりこくって、力なく首を横に振る。「無駄だ、無駄だ……」

ギヨーム：大悟、これはどうも使い物にならなさそうだぞ。

大悟：悔くやみながら死を待ちたいってんなら好きにしな。俺たちが失敗すりゃ、〝ニーベルングの指環〟とやらが基地もろともおまえを綺き麗れいに消し去ってくれるさ。

ＧＭ：「…………」

大悟：けど、俺たちが勝って、ここに戻ってきたとき。おまえは真の絶望を知るぜ。自分は何もできなかったってぇ罪ざい悪あく感と共にな。

ＧＭ：その言葉に、ほんの少しだけ、目に精せい気きが戻る。そして、かすれるような声で「指輪はライン河がわの娘むすめに返すべし」と呟つぶやく。

一同：…………？

ＧＭ：「〝総統〟には弱点などない。……だが、もし、万が一、億が一の可か能のう性せいとして貴様らが〝総統〟を倒せたのなら、端たん末まつに今のコードを打ち込こむがよい。〝指環〟は停止し、自らを破壊するじゃろう」

ギヨーム：「自じ爆ばくコード、ということかな？」

ＧＭ：「そうじゃ。そして、〝天梯〟……月面基地へのゲートは、その扉とびらの先にある」そう言って、司令室の隅すみの扉を指差す。

クリス：一体、どういう仕組みで月へ？

ＧＭ：「わしらにもわからん。発見したときから、月へと繫つながっておったのさ」ルール的な話をすると、天梯はそれ自体がオーヴァードだ。くぐる者に《融ゆう合ごう》し、《縮地》を使わせて月へと送り出す仕組みになっている。

クリス：なるほど！

フィン：……でもさ、月面基地って空気なんかあんの？

ＧＭ：「来きたるべき日、我われ々われナチスが司令部を月面へと移うつせるように、基地には空気が満たされておる」

大悟：じゃあ、何の気き兼がねもなく〝総統〟とやらをブチ壊こわしにいけるってこったな。

ＧＭ：「できるものなら、やってみるがよい。狂うたとはいえ、このファウストの最高傑作。人の子の力が及ぶものではない……」

大悟：へぇ。なら、どうして自爆コードを教えてくれたんだ？

ＧＭ：その質問には、もはや答えない。椅子に深々と座り込み、じっと瞑めい目もくしてしまう。

大悟：…………。

クリス：大悟、急ぎましょう。

大悟：そうだな。……それじゃあ、いっちょ派手にいくか！

一同：おう！




　まず大悟が、そしてクリスたちが扉の向こうへと姿を消して行く。

　ファウストは、もはや何かを言う気力もなく、その様子をじっと見守っている。

　四人が去り、部屋に沈黙が戻った。

「…………人に賭かけてみるなど、初めてのこと、か」

　深い溜息とともに、ファウストは呟いた。






《融合》　エグザイルのエフェクト。対象に自分の持つエフェクトを使用させることができる。

《縮地》　オルクスのエフェクト。使用者は、シーン内の任意の場所に移動することができる。














CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆月は無む慈じ悲ひな夜の女王！


Scene Player ―――― 大悟






　〝天てん梯てい〟をくぐった大悟たちは、特とく殊しゆ金きん属ぞくのフレームと強化ガラスとに覆おおわれたサンルームのような場所に立っていた。

　ガラスの向こうに見えるのは、白い荒こう野やと、漆しつ黒こくの空。

　そして、その空に浮うかぶ青い星。




ＧＭ：さぁクライマックスだ。月面基き地ちは強化ガラス越ごしに宇うち宙ゆう空間が見えるようになっており、天てん井じよう部分のガラス越しに一ひと際きわ大きな青い星が見える。

大悟：あれはなんだ……？　と首を傾かしげていよう。

ＧＭ：すると、スピーカーから優やさしげな声が響ひびく。「あれは地球。あなたたち生命体が発生し、進化し、繁はん栄えいを謳おう歌かしている星です」

クリス：そういえば、当時、地球は太陽光を照り返しているので白く見えると予想されていたんですよね。

一同：ほほーぅ。

クリス：なので、この光景には驚おどろきます。……そんな筈はずはないわ。地球は、月の様に白く輝かがやいて見える惑わく星せいの筈よ！

ＧＭ：「事実は見ての通りです。人類よ、あなたたちにはまだ知らないことがあるのです」

一同：…………。

ＧＭ：「その蒼あおく美しい星を、あなたたち人類は汚よごし、蹂じゆう躙りんし、幾いく多たの動植物を虐しいたげている。人類……なんという愚ぐ昧まいな種族」

大悟：随ずい分ぶんと好き勝手言ってくれるじゃないか。この声の主さんが〝総そう統とう〟かい？

ＧＭ：「いかにも。さぁ、我わが許においでなさい人類よ」床ゆかがベルトコンベアのように動き出し、君たちを基地最深部へと運ぶ。

ＧＭ：「御ご覧らんなさい、これが本来、あなたたちが歩むはずだった未来です」周囲の空間に、二十一世紀未来都市の予想図の立体映えい像ぞうが幾いくつも浮かぶ。エアチューブの中を走る車とか、銀色に輝かがやく衣服をまとった市民とか、そういうの（笑）。

大悟：なんか、えらく昔の少年雑ざつ誌しで見た覚えがあるような絵面だ。

クリス：まさに、一九三〇年代パルプＳＦが提てい示じした夢ゆめと希望の未来（笑）。

ＧＭ：「ですが、あなたたち人類は、その夢と希望の未来を放ほう棄きしました。人類が二十一世紀を迎むかえる確かく率りつは０％。来きたるべき世界大戦に於おいて、あなたたち人類は……絶ぜつ滅めつします」周囲に浮かんでいた映像は、たちまちのうちに炎ほのおに包まれ、焼け落ちていく。

ギヨーム：実にわかり易やすい（笑）。

ＧＭ：「過か去この歴史、第一次世界大戦、そして現げん在ざいの列強諸しよ国こくの保ほ有ゆうする戦力と外交姿し勢せいを検けん討とうした結果……私は地球が間もなく戦争によって滅めつ亡ぼうするという結けつ論ろんに達しました。滅ほろびが始まる日は、一九三九年九月一日。この日より始まる戦争は、人類を、いえ、地球そのものを滅ぼしてしまうことでしょう」

フィン：そんな馬ば鹿かな！

ＧＭ：「これを見てもそう言い切れますか」そう言って、周囲にこれまでの惨むごい戦争の映像が再さい生せいされる（笑）。

ＧＭ：「あなたたちは争いをやめることができぬまま、争いの中に滅びるのです。戦争、戦争、戦争。ウォーウォーウォー！」

大悟：ドイツ製なんだからドイツ語で言えよ（笑）。

ＧＭ：（力強く）「ヴォー、ヴォー、ヴォー！」

ギヨーム：ドイツ語だと〝戦争〟は〝クリーク〟だろっ！（爆ばく笑しよう）

フィン：力強く発音すればドイツ語になると思うな！（笑）

ＧＭ：「……それはさておき」

フィン：誤魔化すなっ！（笑）

ＧＭ：「お黙だまりなさい！　とにかく人類は、あの蒼く美しい星を継つぐ者として不ふ適てき格かくな存そん在ざいです。よって……私が抹まつ消しようします」

クリス：未来は不確定よ。人は努力によって運命を変えることができる。立場を超こえて手を取り合える！　私は、彼らとの出会いでそれを学んだわ。

大悟：そうだ。それに、たとえ俺おれたち人類が、自分たちの愚おろかさで滅ほろぶとしても……それは最後まであがいた末のこと。貴き様さまのような計算機械が決めるべきことじゃねぇ！

ＧＭ：「ビー、理り解かい不ふ能のう」（爆笑）

フィン：おまえ、人間の心を理解したんじゃなかったのかよ！

ギヨーム：都合悪くなると、こいつ話を無む視しするよな（笑）。

ＧＭ：「正しき滅びを受け入れぬとは愚かしい存在……しかし、今はそれすらも愛しい」

フィン：すげぇ高みから見下してやがるっ！　むかつくー！（笑）

ＧＭ：さて、そうこうするうちに一際大きな扉とびらの前に辿たどり着く。扉が左右に割われると、その奥おくには大きな部屋が広がり……中央部に、銀色に輝く円えん筒とう形けいの巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつがある。頭とう頂ちよう部ぶからは無数のアンテナが突つき出て、表面には光り輝かがやくパネルと、大きな鉤かぎ十字のプレートがある。その周囲には、前面に鉤十字が刻まれた巨大な浮遊装甲板が九枚浮かんでいる。
















クリス：ああっ、なんともアナクロなコンピュータ（笑）。

大悟：貴様が……〝総統〟か？

ＧＭ：「いかにも。私は人より生み出され、人を超こえた者。……北ほく欧おう神話に曰いわく、すべては始原の巨神を、その子である神々が殺すことによって始まりました。そしてラグナロクにおいても、神々が死に絶たえた後に新世界はやってきます」

一同：…………。

ＧＭ：「親殺しこそ、子にとって最も重要な通つう過か儀ぎ礼れいなのです。我われら機械化人類がこの星を継ぐ為ためにも、我らを生み出した人類は死なねばなりません。さぁ、人よ、愛いとしき父母よ。私と戦いなさい。私があなたたちを乗り越こえるために！」次の瞬しゆん間かん、〝総統〟の頭頂部付近に巨大な〝眼め〟が出しゆつ現げんする。それは、まるで大悟の第三の眼のように妖あやしい輝きを放つ！

大悟：来るか、〝総統〟！

ＧＭ：敵は〝総統〟と、それを守る九枚の浮遊装甲版。……さぁ、最後の戦闘を始めようか！

大悟：みんな、とっととこいつらをブチのめして、地球へ還ろうぜ！

一同：おうっ!!




　刹那、四人の視線が交錯し、絡み合う。

　瞳に強い決意、口元に不敵な笑み。

　―――そして、最後の戦いが始まった！




◆第１ラウンド

ＧＭ：ではセットアップ。「さぁおゆきなさい、我が愛しい機械化戦乙女マシーネン・ヴアルキリーたちよ」〝総統〟の声が響くと同時に、浮遊装甲板が《ヴァイタルアップ》する。
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ギヨーム：随分と色気のないヴァルキリーだな。

フィン：配置は？

ＧＭ：君たちと〝総統〟との間に、四体ずつふたつのエンゲージが存在している。残る一体は、〝総統〟と同じエンゲージ。

フィン：カバーリングが厄やつ介かいだなぁ……。

ＧＭ：なお、こいつらは君たちの射しや撃げきや移い動どうを妨ぼう害がいするように動く。前に立ちはだかる八枚を破は壊かいしないと、〝総統〟に接せつ近きんしたり射撃攻こう撃げきしたりすることはできないものとする。

大悟：何ーっ！　そいつは骨ほねが折れそうだな……。

ＧＭ：なお、シーン全体攻撃なら〝総統〟も巻まき込こめるよ。

クリス：お！　それは《スターダストレイン》が役に立ちますね。

ＧＭ：ちなみに〝総統〟はセットアップで《重力の城しろ》を宣せん言げん。「第一防ぼう衛えいモード！　……来なさい、人よ。あなたたちが生きた証あかし、私が永えい遠えんに記録しましょう」

フィン：そっちのイニシアティブは？

ＧＭ：〝総統〟が17、ヴァルキリーが11。ただし、〝総統〟は《重力の城》を使用して防ぼう御ぎよを固めたので、このラウンドは行動済ずみとなる。

クリス：ええと、大悟とフィンは待機して。先手を取ってヴァルキリーを潰つぶすわ。

大悟＆フィン：了りよう解かい。

クリス：《ピンポイント・レーザー》＋《光の弓》＋《全知の欠片かけら》による射撃攻撃を、《スターダストレイン》でシーン全体に拡かく大だい！

ギヨーム：おお、ついにレーザー攻撃か！

クリス：これが今まで封ふう印いんしていたヴリルの力よ！　体の周囲に光をまとわせて、それを光の粒つぶと変えて辺り一面に撃うち出すわ。達成値ちは25！

ＧＭ：〝総統〟は回かい避ひ失敗。ヴァルキリーは……全員命中だ。《マグネット・フォース》で四体が残りの四体を、〝総統〟とエンゲージしてる奴やつも〝総統〟をカバーリング。

クリス：ダメージは17点、装甲値無視！

ＧＭ：ち、カバーリングした五体が全部破壊された。

一同：おおーっ（拍はく手しゆ）。

クリス：でも、これで侵しん蝕しよく率りつが[image: 130]％を超えたわ。……そろそろ限げん界かいね。

ＧＭ：一挙に半数が落とされたのを見て、〝総統〟は「第二防衛モードへ以い降こう」と宣言する。すると、ヴァルキリーたちの表面装甲がまるで鏡のようにツヤツヤと輝き始める。

クリス：鏡のように……？　うっ、それはいかにも攻撃を反はん射しやしそうな気が（笑）。

大悟：次は俺だ。《破壊の爪つめ》を生やし、手前のエンゲージの一体に《かまいたち》その他で攻撃だ。拳こぶしから〝気〟の塊かたまりを飛ばして……達成値18ッ!?　低っ！（笑）

ＧＭ：（サイコロを振ふる）けれどこっちも出目が揮ふるわない。命中だ。

大悟：ならダメージは26点。装甲は有ゆう効こうだ。

ＧＭ：（計算している）……大悟の拳から放たれた気き塊かいによって、ヴァルキリーは粉こな微み塵じんに打ち砕くだかれる。しかしここで《鏡の盾たて》を宣言。

大悟：げっ。

ＧＭ：侵蝕率修しゆう正せいを加えて目標値19の〈ＲＣ〉判はん定ていに成功すれば、今のダメージの半分を大悟にもお裾すそ分わけだ。達成値は……げ、一個こもクリティカルしてない！

一同：やったーっ！（拍手）

ＧＭ：（ヴァルキリーのコマを倒たおす）これで残るヴァルキリーは、あと三体。では、残ったヴァルキリーたちが、ギヨーム以外の三人に一発ずつ攻撃。

ギヨーム：私を狙ねらいたまえよ（笑）。

ＧＭ：貴様が硬かたいというデータは熟じゆく知ちしているので、そんなことはしない（笑）。マイナーアクションで《主の恩おん恵けい》を使い、表面に光の粒りゆう子しが集中していく。

クリス：向こうもレーザーね！

ＧＭ：その通り。「戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン、起動」という音声と同時に、光の槍が放たれる。《主の右みぎ腕うで》＋《光の弓》その他を組み合わせ、達成値は……大悟に24、クリスに17、フィンに19。

クリス：対戦車ライフル装そう備び中なので回避不ふ可か。

大悟：俺は回避失敗だ。

フィン：僕も失敗。クリス姉ちゃんを《マグネットフォース》でカバーリングしとく。

ＧＭ：では大悟に26点、カバーリングしたフィンは、それを二回喰らうよ。どちらも装甲無視。

フィン：《リザレクト》二連発。これで侵蝕率[image: 100]％超えちゃった。

大悟：俺も同じく《リザレクト》だ。

ギヨーム：では私の番だな。マイナーアクションで《シールドクリエイト》。魔ま術じゆつ結界を作り出し、それを更さらにジェラルミンシールドと《物ぶつ質しつ合成》。（ダイスを振る）よし、成功！

フィン：んじゃ最後に、待機を解かい除じよして攻撃するよ。後ろのエンゲージのヴァルキリー一体に《雷らい撃げき収しゆう束そく》してから、《リニアキャノン》。達成値37。

ＧＭ：それは避よけられない。

フィン：それじゃあ、電気をまとった礫つぶてが飛んでダメージ44点！　消し飛べ！

ＧＭ：装甲板に亀き裂れつが走り、たまらず砕くだけ散る。……が、こいつも《鏡の盾》だ！　（ダイスを振る）……ううっ、惜おしいところで目標値に届とどかなかった。

クリス：（優やさしい声で）まぁ、そのエフェクトはなかなか成功しないから。

ＧＭ：同どう情じようなんていらないわ（笑）。では全員行動済みになったので、クリンナップ。大悟は《電光石火》のバックファイアとしてＤ10ダメージね。

大悟：ぐわっ、倒たおれちまった。《リザレクト》して……これで侵蝕率[image: 100]％超えだ。




◆第２ラウンド

ＧＭ：では２ラウンド目のセットアップ。〝総統〟がまた《重力の城》を使う。
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フィン：僕は《フルインストール》！　一気にダイス数を増ふやすよー！

クリス：それじゃあ、もう一度精せい神しんを集中させて、再ふたたびシーン攻撃を。先ほどと同じ組み合わせで達成値28。

ＧＭ：（ダイスを振る）ヴァルキリーたちは回避失敗。だが、〝総統〟はダイス目が19、〈回避〉レベルが20なんで達成値39で回避！　重力で空間に歪ゆがみを生み、レーザーを弾はじく！

一同：えーっ!?

ギヨーム：技ぎ能のうレベルが20もあんのか！

ＧＭ：うん。〝総統〟は、ダイス数がさして多くないが、その代わりにありとあらゆる技能をレベル20で所持しているという設せつ定てい。

フィン：また奇き妙みような設計のボスを出しよってからに！（笑）

ＧＭ：「人類よ、あなたたちの行動はすべて計算済みです。そして、その末路も。あなたたちの生きた証、我われ々われが永えい久きゆうに記き憶おくしましょう。だから速すみやかに……死になさい」

クリス：そんな記憶、なんの価か値ちもないわ！　……〝総統〟に当たらないのは残念だけど、ヴァルキリーくらいなら落とせるはずっ！　ダメージは３Ｄ10－２で……うげあっ!?

大悟：ど、どうした？

クリス：ダ、ダメージが……たったの９……。一いち応おう、装甲無視……。

ＧＭ：（申し訳わけなさそうな声で）すまんが、それでは落ちんなぁ。

クリス：くっ、わたしのヴリルパワーが……制せい御ぎよできない程ほどに高まってる！（笑）

フィン：まぁしょうがないよ。ここは堅けん実じつに落としていこう。




　だが、残る三人もダイス目が振るわず、ヴァルキリーを全滅させるまでには至らなかった。

　一方のヴァルキリーも目立った戦果を上げることはできず、《鏡の盾》の判定に成功した一体が、ギヨームに３点のダメージを与えるに留まった。

　２ラウンド目終了時、残ったヴァルキリーは一体。




◆第３ラウンド

ＧＭ：３ラウンド目のセットアップ。〝総統〟はしつこく《重力の城》を使いつつ、君らに問いかける。「なぜ、そんなにもあがき、もがくのですか？　人に未来はないというのに」
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大悟：生あい憎にく、こっちは機械じゃねぇからな。あっさりと割わり切って〝滅び〟とやらを受け入れることなんかできねぇのさ！

クリス：それに、未来がないというのなら……切り拓ひらくまでよ！　対戦車ライフルを構かまえ、《小さな塵ちり》だけでヴァルキリーに攻撃……達成値65！

ＧＭ：避けられんわっ！

クリス：ではダメージ62点！

ＧＭ：あああ～、《鏡の盾》はさっき使っちゃったんで、もう使えない～。なす術すべもなく、跡あと形かたもなく消し飛んだ（笑）。……これで君らと〝総統〟の間の障しよう害がい物ぶつはなくなった！

一同：よしっ！

ＧＭ：くそっ、このラウンドで《ヴァイタルアップ》しとくべきだったな。

フィン：それじゃ全力で行くよ！　《加速装そう置ち》で《ロックオンサイト》と《雷らい撃げき収束》を使って、《リニアキャノン》で攻撃。達成値は……45ッ！

ＧＭ：出目が走り始めてきやがったな。こちらの回避の達成値は34！　命中だ。

フィン：じゃあ、ダメージ44点！　どうだ！

ＧＭ：《斥せき力りよく障しよう壁へき》！〝総統〟が眼を大きく見開くと、眼がん前ぜんに暗黒の球体が出現し、フィンの放った礫を弾き飛ばす！《重力の城》の効こう果かと併せて36点弾いた。

一同：硬っ!!

フィン：やっぱそんくらい弾いてくるか……さすがだね。

ギヨーム：次は大悟だな。

大悟：……いや、俺は《フルパワーアタック》を使うんで、イニシアティブ０で行動だ。

ギヨーム：ふむ。〝総統〟にエンゲージする予定はあるかな？　それとも《かまいたち》で射撃攻撃？

大悟：《一いつ閃せん》でエンゲージするつもりだ。

ギヨーム：ならば、大悟をカバーリングするため、一足お先に私も〝総統〟にエンゲージしておこう。メジャーアクションで応おうき急ゆう手当キットを使い、先ほどのダメージを治しておく。

ＧＭ：ほほう、なかなかに渋しぶい動きをする。

大悟：ギヨーム、背せ中なかは任まかせるぜ！　叫さけびつつ、《一閃》＋《フルパワーアタック》その他で間合いを詰つめつつ〝総統〟本体に殴なぐりかかる！

ＧＭ：「来なさい！　か弱き人類の拳、この私がすべて受け止めて差し上げましょう」

大悟：切り札一発目《マシラのごとく》も組み合わせて、達成値36！　ちっ、低いか!?

ＧＭ：それくらいなら回避してやる……って達成値28か。命中だ。

大悟：４Ｄ10＋57で（ダイスを振る）76点ダメージ！

ＧＭ：げふぅっ!?　大悟の拳が〝総統〟を覆おおうケースを貫かん通つうし、内部の真空管やチューブをメキメキと破壊していく！　金属が粉ふん砕さいされる音が、〝総統〟の悲鳴のように響ひびき渡わたる！

大悟：人間を舐なめるんじゃねぇよ、〝総統〟！

ＧＭ：《ヴァイタルアップ》してない奴が、そんなダメージに耐たえられるはずもない。〝総統〟は中ちゆう枢すう回路を破壊され、沈ちん黙もくする。

フィン：や、やった……のか？（笑）

クリス：その台詞せりふ、明らかに「敵てきを倒たおせていないフラグ」ですよ！

ＧＭ：ご期待通り、これっくらいじゃ終わらない。「人類よ……私の体には古代の叡えい智ちが詰まっているのです。その程度では……私は滅ほろびない」《イモータルライフ》で復ふつ活かつだ。

大悟：なんだぁ？

クリス：Ｄロイス・古代種のエフェクト！

ＧＭ：その通り。破壊したパーツがひとりでに、まるで細さい胞ぼう分ぶん裂れつするかのように増ぞう殖しよくし、見る見るうちに損そんし傷よう部分を塞ふさいでいく。




◆第４ラウンド

ＧＭ：残るは〝総統〟だけになったな。いよいよ《ヴァイタルアップ》を使用する。「最終防衛モード起動。全システム、全力運転開始！」




[image: ]




フィン：ここで畳たたみ掛かけなきゃヤバそうだね。こっちも、もういっちょ《フルインストール》を使う！

ＧＭ：……他にはセットアップでの行動、ないね？　では、〝総統〟本来のイニシアティブ17で攻撃するとしよう。〝総統〟の眼が妖あやしく輝き、巨大な重力場を形成し始める。「ヴリル結けつ晶しよう体たい……使用許きよ可か」

クリス：ヴリル結晶体って……まさか……。

ＧＭ：内部に組み込こまれた賢けん者じやの石を使用する。攻撃のクリティカル値を２下げるぞ。

大悟：くそっ、僧そう院いんから奪うばわれた宝たからがこんな形で使われるとはな。

ＧＭ：ちなみにこいつはＤロイス「起き源げん種しゆ」「古代種」「賢者の石」「複製体」の四つを所持している。ナチスが収しゆう集しゆうしたよくわからない物をまとめて搭とう載さいしてみたのだ！（爆ばく笑しよう）

フィン：そんなんだからトチ狂くるうんだよっ、バカナチスッ！（笑）

ＧＭ：それはさておき死ね、人類！「超ちよう重じゆう力りよく光線デウス・エクス・マキナ砲ほう……発射！」

クリス：超、重力、光線！

フィン：もう何が何やら。科学舐めンな（笑）。

ギヨーム：つーか、なんでそんな物ぶつ騒そうな超兵器が基地の建物内にあるんだよっ！（爆笑）

ＧＭ：お黙りなさい愚おろかな人類！　大悟とギヨームに《瞬速の針はり》＋複製体による《ギガンティック・モード》、さらに《戦神の祝福》等々を組み合わせた射撃攻撃。

一同：うわっ!?

ＧＭ：触ふれた者を超重力で粉砕する漆黒の光線が空を裂さき……よしっ、達成値82！

大悟：そいつはヤバいな。

ギヨーム：大悟をカバーリング。問題は受け止めきれるかどうかだが……おおっ、こっちもクリティカルしまくってる！　達成値90！　受け止めた！

一同：おおおお～っ!!（拍手）

ＧＭ：受け止めたところで、耐たえられるものか！　ダメージは99点！　吹っ飛べおらぁっ！




　凄まじいエネルギーが、ギヨームの張った魔術結界を押し潰していく！

　だが、ギヨームの顔に恐怖の色はない。

　口元には不敵な笑みさえ浮かべている。





ギヨーム：……防ぼう具ぐの装甲は有効かな？　フィンからもらった試作型機械式装甲服だ。

ＧＭ：装甲無視効果はないな。

ギヨーム：ならば[image: 101]点止めた。ノーダメージ！

ＧＭ：なにぃぃぃぃっ!?　ひゃ、ひゃくいちぃぃぃっ!?

ギヨーム：結界が崩ほう壊かいして潰つぶされたかに見えるんだけど、ギリギリのところで装甲服が受け止めている。……フィン、どうやらこいつは最高の代物だぞ！

フィン：役に立った！　僕の発明が、〝初めて〟人の役に立った！　大はしゃぎでクリスの方を見るよ。

クリス：こくりと頷くわ。ええ、そうねフィン。あれはあなたの大手柄よ。

フィン：……やっぱりね。誰にでも使える発明品じゃなきゃ意味ないんだよな。ちょっとフッ切れたような笑顔で応えるよ。

ＧＭ：くっ、ならば後ろの脆もろい連中を打ち倒たおしてやる。《時間凍とう結けつ》！　その瞬間、〝総統〟以外の主観時間が停止し、再びデウス・エクス・マキナ砲発射。対象はクリスとフィン。

クリス：《ミスディレクション》を使用するわ。攻撃の対象はわたしひとりになる！

ＧＭ：膨ぼう大だいなヴリルパワーにより空間が捻ねじ曲げられ、必殺の重力光線の軌き跡せきはクリスへと集中していく。攻撃の達成値は52。クリスは回避できないんだよね？　ならダメージ76点。

クリス：ではそれに対して《鏡の盾》！　目標値は17！

ＧＭ：……くっ、やはり使ってくるか。

クリス：（祈いのるような仕草の後、ダイスを振る）あ、成功！　ヴリルパワーで空間を捻じ曲げ、重力光線の一部を跳ね返す！　38点の実ダメージを〝総統〟にもお返しするわ。

ＧＭ：ぐぅっ！　だが、まだ朽くち果てはせんぞぉ！

クリス：わたしはタイタスで復活。わたしは生きる！　生きて、生き延びて、美しい祖国を取り戻してみせる！

フィン：畳み掛けるよ！　〝総統〟へのロイスをタイタス化して、すぐに昇しよう華か。クリティカル値を下げて攻撃！

ＧＭ：ええい、ちょこまかと！〝総統〟は悲鳴のような声を上げる。「夜が来るのです！　星明りひとつない、終わらない絶ぜつ望ぼうの夜が！　私はそれを喰くい止めようというのです！」

フィン：うるさぁぁい！　組み合わせはこれまでと同じで……達成値57！

ＧＭ：くっ……避けられん……。

フィン：ダメージは……うおっ、スゲェ出目！　64点！

ＧＭ：それを喰くらうわけにはいかんな。《黒星招しよう来らい》で作り出した超重じゆう力りよく場ばに、射しや出しゆつした礫がすべて飲み込まれていく。ダメージ０！

フィン：くっ！　……けど、この切り札を使わせたのは大きい！

大悟：あ、俺、今回も《フルパワーアタック》なんで、行動は一番最後だ。

クリス：それでは《マルチウェポン》で対戦車ライフル二挺ちようによる射撃攻撃をするわ。

ＧＭ：そうはさせん。《時の棺ひつぎ》で失敗させるぞ。対戦車ライフル二挺撃ちのダメージはかなりキツいかなら。

クリス：……くっ、ジャムった！　けど、これでもう防御系けいの切り札はないはず。

ギヨーム：《灼熱の弾丸》＋《クロスバースト》。これまででもっとも巨大な火球を生み出して、〝総統〟を焼き尽つくす！　達成値は37だ。

ＧＭ：惜しいところで避けられない。

ギヨーム：それでは31点ダメージだ。

ＧＭ：《斥力障壁》で16点軽けい減げんし、15点ダメージ。〝総統〟の各部に亀裂が走り、システム異い常じようを告げる警けい告こく音おんが鳴り始める。

クリス：大悟、とどめを！

大悟：任まかせとけ！




　己の裡に蓄積した力を一挙に解き放ち、大悟は地を蹴った。




大悟：《フルパワーアタック》＋《獣の力》その他に、《リミットリリース》＋《獣の王》を乗せる！

ＧＭ：リアクション不能か！




　瞬間、大悟は消えた。

　否。

　彼の速度が、その場にいるすべての者の知覚能力を超越したのだ。

　すべてを知り、すべてを予測する〝総統〟すらも例外ではなかった。

　ただ、大悟の圧倒的な獅し子し吼くだけが轟とどろく。




大悟：さらにここで〝総統〟へのロイスを結んで、即そく座ざにタイタス化！　これを昇華して、ダイスを10個増やすぞ。クリティカル値６で、ダイス数は21個こ！




　時に善き人々を守るため、

　時に悪しき者どもを倒すため、

　これまで幾度も道を切り開いてきた、天花寺大悟の拳。

　揺るがぬ巌のような男の拳が、〝総統〟の本体へと叩き込まれた！




大悟：達成値77！　ダメージは……68点！

ＧＭ：「ありえないっ……そんなっ……炭たん素そ生命体が……完全無欠の機械化人類に……勝利……することなど……決して、決して、決してぇぇぇぇっ！」

大悟：……これが人間の力さ。

ＧＭ：「……人類よ……どこから来て……どこに行く？　人の……運命は……きっと……」声は段だん々だんと弱くなり……そして、消える。〝総統〟は、その機能の大部分を停止した……。

大悟：……あばよ、〝総統〟。どんな運命があろうとも、俺たちはその先へ行ってみせるさ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




フィン：すぐに〝総統〟の端末に駆け寄って、自爆コードを打ち込む！　ええと……？

クリス：「指環はライン河の娘に返すべし」ね。

フィン：そう、それ！

ＧＭ：コード入力の数秒後、遥か頭上に浮かぶ〝ニーベルングの指環〟が崩壊を始める。

一同：よっしゃー！

ＧＭ：だが勝利に酔よいしれている暇ひまはないぞ。基地の管理維持を一手に担っていた〝総統〟が壊れたことにより、基地もまた崩壊を始める。

フィン：（ひきつった顔で）……あの、まさか、ここから脱だつ出しゆつイベントって奴が始まりますか？

ＧＭ：ＹＥＳ！　シーンはそのまま続くよ。ここから先、〝天梯〟に辿り着くまで幾つかの試練を突とつ破ぱしていただこうか！

フィン＆ギヨーム：ぐえっ！

クリス：ク、クライマックスその２……！

大悟：……面おも白しろい！　さっさと走って逃にげようじゃないか。




　そして、四人は駆け出した。

　我が家、地球へと還るために。




ＧＭ：さて、崩壊しつつある基き地ち内ないを君たちは走っているわけだが、電力供きよう給きゆうがおかしくなっているため、ブ厚あつい隔かく壁へきが次々と開いたり閉とじたりを繰くり返している。これを止めて、無事に通れるようにするためには〈機械操そう作さ〉か《セキュリティカット》で目標値25！

ギヨーム：それは厳きびしいな。……フィンかクリスでもなきゃ無理だ。

ＧＭ：なお、判定に失敗するごとにＤ10の実ダメージを受ける。このダメージは、失敗するたびにＤ10ずつ増ふえていくよ。

クリス：ううっ。戦闘直後の我々に、そのダメージはキツい！

フィン：任せて！《ＭＡＸボルテージ》＋《セキュリティカット》！　トランクの出力を壊こわれるぐらいに解放して、電子機器を制御するよ。……達成値35で成功！




　フィンのトランクから電光が迸ほとばしり、隔壁の制御装置を直ちよく撃げきする！

　開かい閉へいを繰り返していた隔壁は、すべて開いた状じよう態たいで動きを固定されていく。

「早く！　機械が保もたないよ！」

　フィンが叫さけぶと同時に、三人は走り始めた。

　今やトランクは負荷に耐えかね、黒こく煙えんを発し始めている。

　自分の〝相あい棒ぼう〟に内心で詫わびつつ、フィンも全力で駆かけ出した。




フィン：ふー、第一関門突破か。

ＧＭ：だが、もちろんこれで終わりじゃない。お次はギヨームの出番だ。最さい後こう尾びを走る君は、天井部分が崩くずれ、みんなの頭上に落ちてきそうなことに気づく。

ギヨーム：なるほど、それは確たしかに私の出番だな。受け止めてみせよう！

ＧＭ：ならば〈白兵〉で目標値40の受け。これに失敗すると、全員に３Ｄ10の実ダメージだ。

ギヨーム：止めてみせる！　よし、達成値45！　マーリンから貰もらったこいつを使う時が来たな……懐ふところから古ぼけたタロットカードを取り出して、それを中心に巨大な魔術結界を張はる！




　崩れ落ちる瓦が礫れきは、四人を押おし潰つぶすに十分な質しつ量りようだった。

　だが、ギヨームのかざしたカードから広がる光の盾が、その大だい質しつ量りようを食い止めている！

　これこそが魔術……人を守る力。

　ギヨーム・ド・ノートルダムが、師しより授さずかった古代の叡えい智ちである。




大悟：さすがだなギヨーム！

ギヨーム：なに、不可能を可能にするのが魔術さ。

ＧＭ：だが、まだ試練は続くぞ。通路を走っている君たちは、徐じよ々じよに上手く前に進めなくなっていくことに気づく。

クリス：えっ？

ＧＭ：先ほどまで〝総統〟がいたことによって維い持じされていた擬ぎ似じ重力発生装置が暴ぼう走そうを始めているようだ。周囲は無数の金きん属ぞく片へんが飛び交かい、かなり危き険けんな状態。

クリス：……これは順番的にわたしの出番でしょうか？

ＧＭ：うむ。クリスは、遥はるか前方に擬似重力発生装置のレバーがあることに気づく。射撃で巧うまいことレバーを倒たおせれば、一時的に暴走を抑おさえられるだろう。

クリス：対戦車ライフルを投げ捨すて、懐からモーゼルを抜ぬき放ちます。

ＧＭ：では射撃で目標値25、ただし姿勢保ほ持じが難むずかしい状じよう況きようなので３個のダイスペナルティだ。失敗したら、やはり実ダメージを受ける。

クリス：《小さな塵》を使います。よし、達成値39！




　飛び交う残ざん骸がいが視し界かいを阻そ害がいする。

　銃じゆう口こうを目標へと向けたまま、眼を閉とじるクリス。

　体内でヴリルの高まりを感じる。

　忌いみ嫌きらってきた力だったが、人を救う役に立つと知った今、クリスの心に迷まよいはない。

　その心を表すかのように、銃じゆう弾だんは狙い過あやまたず目標を捉とらえた！




クリス：レバーが動いたのを確認して、みんなに叫ぶ。早く、急ぐわよ！

一同：おう！

ＧＭ：ひどく長く感じられる疾しつ走そうの後、君たちは無事、〝天梯〟のある場所まで辿たどり着いた。

フィン：よし、早く入ろう！

ＧＭ：（手で制せいし）だが、そうは問屋が卸ろさない。荒あれ狂くるう重力の波に押し流され、〝天梯〟の上に〝総統〟の巨大な残骸が降ふり注ぐ！

一同：えーっ!?

ＧＭ：迷っている暇はない。誰だれかが攻撃をして残骸を破壊しなければならない。ただし、様々な金きん属ぞく板ばんが装甲の役やく割わりを果たしており、破壊にはかなりのパワーが必要だ。

大悟：ここは俺の出番か。ＨＰが１なので、全身から血を流しつつ、残骸に駆け寄る！

ＧＭ：残骸のＨＰは50、装甲値は50。一撃で破壊できなければ〝天梯〟は潰されてしまう。

大悟：息を調え、拳の先まで〝気〟をみなぎらせよう。ただ無心に握にぎり拳こぶしを叩たたき込こむ！




　溢あふれる血。

　絶たえ間ない苦く痛つう。

　ともすれば途と切ぎれそうになる意い識しき。

　だが、そんなとき、己おのれの心を律りつする術を大悟は心得ていた。

　―――心とは水面に映うつる月。

　師より与あたえられた言葉が、脳のう裡りをよぎる。

　いつしか、苦痛は消えていた。




大悟：《電光石火》＋《浸しん透とう撃げき》その他諸もろ々もろで……達成値68！




　拳を引き、そして打つ。

　ただ、それだけの動作。

　だが、大悟の心しん魂こん万ばん感かんすべてが込こめられた動作。

　打ち込まれた拳を中心に、波は紋もんのように衝しよう撃げきが広がってゆく。

　その一瞬、月が……震えた！
















大悟：ダメージは……57点、装甲無視！

ＧＭ：見事！　残骸は一撃で完全に破壊され、微み塵じんとなって周囲に降ふり注ぐ!!

一同：おっしゃーっ！

大悟：しかし、だな。今の《電光石火》のバックファイアで俺は倒れちまうんだよな……。




　糸が切れたかのように、大悟の体が崩れ落ちる。

　折悪あしく、擬似重力発生装置が再び暴走を開始する。

　月の重力を打ち消した無重力状態となり、気き絶ぜつした大悟の体が虚こ空くうへと流されていく。




フィン：見て、大悟兄ちゃんが！

クリス：助けに飛び出すわ！




　クリスは跳ちよう躍やくし、大悟の体にしがみついた。

　さらに、ゲートとは反対の方角目め掛がけてモーゼルの引き金を引いた。

　一発、二発……銃じゆう声せいが轟とどろき、反作用でクリスたちの体はゲートへと向かっていく。

　だが……届かない！




ギヨーム：摑つかまれ！　クリスに手を伸のばす。




　ギヨームが手を伸ばし、クリスの手をしっかと握にぎる。

　そのギヨームの体は、フィンのトランクから伸びたアームが支ささえている。




フィン：回かい収しゆう完了かんりよう！

ＧＭ：フィンが親指を立てて微笑ほほえむと同時に、〝天梯〟が起動する。かくて君たち四人は、全員、生きて地球へと戻もどっていくのだった……。




　一瞬の浮遊感の後、四人の体は光の矢と化して月面を離れていた。

　向かうは、眼前に輝く青く地球。

　彼らが守った、母なる星……。






《重力の城》　バロールのエフェクト。ダメージを軽減し、回避ダイスが増える代わりに、そのラウンド中は行動済みになる。

《主の恩恵》　エンジェルハィロゥのエフェクト。光のエネルギーを集中し、攻撃のダメージを高める。

《斥力障壁》　バロールのエフェクト。１ラウンドに一回、斥力でダメージを軽減する。

《瞬速の針》　バロールのエフェクト。射撃判定にダイスボーナスを得る。

《戦神の祝福》　ノイマンのエフェクト。対象の弱点に攻撃を集中し、ダメージを飛躍的に高める。

《時間凍結》　バロールのエフェクト。時間を止め、その間に自分が追加で行動を行う。

《黒星招来》　バロールのエフェクト。実ダメージを一回だけ無効化する。














ENDING PHASE









◆Ending 01◆遥はるかな声


Master Scene






　―――チベット。

　寒風吹ふき荒すさぶ中、千早は、大悟たちが向かった方角を見つめていた。

　ふと、何かに気づいたかのように空を見上げ、呟つぶやいた。

「……大兄ぃ様？」




　―――イラク。

　ファティマ・ベルは、砂さ漠ばくで遺い跡せきの発はつ掘くつ作業を行っていた。

　陽は暮くれかけ、今日の作業を切り上げる準じゆ備んびを始めようかという頃ころ。

　ふと、何かに気づいたかのように西の空に昇のぼりかけた月に目を向け、じっと見つめた。

　夕焼け空に浮かぶ月と、あの男―――天花寺大悟の顔が重なって見えた。

「……フッ。いくらおまえでも、まさかな……」




　―――ヴォルスング公国。

　マリアグレース大公は、城しろのテラスから夜の月をしげしげと眺ながめていた。

　その瞳には、懐かしく愛しいものを見つめるような、そんな優しい輝きがある。

　そこへ、侍じ女じよのニナが声をかける。

「どうしたんです、マリア様？　そんなところにいてはお風か邪ぜを召めしますよ」

　侍女の声に、急に夢から覚めたような表情になるマリア。にこりと微笑み返し、もう一度月に視線を戻す。

「……あ、いえ。お月様を見ていたら、なぜだかダイゴの顔が浮うかんできたの」




　―――再び、チベット。シャンバラ基地。

　〝天梯〟が光り輝き、そこから四人の人影が飛び出してきた。

　いうまでもなく大悟たちである。

　彼らは今、地球へと還りついたのだ！







◆Ending 02◆帰き還かん、そして……


Master Scene






　シャンバラ基き地ち。

　司令室の椅子に座り込むファウストは、深い溜息をついた。

　―――勝てるはずもない。人類は、滅びるのだ。

　まさか己が創ったモノが人類に終焉をもたらすことになるとは……運命の皮肉に、自嘲の笑みを浮かべるファウスト。

　だが、そのとき。

　司令室の扉が開いた。

　驚愕に目を瞠るファウスト。

　扉の向こうから姿を現したのは、誰あろう天花寺大悟たち四人であった！




ＧＭ：さて次はマスターシーンだ。ファウストのいるシャンバラ基地へと戻ってくるところ。登場は誰でも自由。

大悟：もちろん登場するぜ。

ＧＭ：帰ってきた君たちを見て、ファウストは驚愕の表情を浮かべている。「まさか……本当に戻もどってきたというのか。あの〝総そう統とう〟を倒たおしたというのか！」

クリス：……あなたの計算は完全に間ま違ちがっていたようね。

ＧＭ：「わしの完全な……敗北、か。くふふっ」




　尾羽打ち枯らした様子で、ガックリとうなだれるファウスト。

　そこにはもはや、悪魔的天才と呼ばれた男の威厳はない。

　ただ、非力で哀れな老人がいるだけであった。





ギヨーム：こうなっては哀あわれなものだな。……さぁ、大悟。始末をつけるかね？

大悟：……ああ。

ＧＭ：（弱々しい声で）「殺すのか……？　まぁ、それもよかろう。生しよう涯がいを捧ささげてきた研究が失敗に終わったのだ。わしにはもう……生きる意味などなにも……ない……」




　大悟は、ファウストへと近づいた。

　フィンたちの表情が曇る。

　―――やはり大悟はファウストを殺すのだろうか？




大悟：そうか。じゃあ、〝ドクトル・ファウスト〟はもう終わりってことかい？

ＧＭ：「ああ、そうじゃ。ここで死ぬ。……いや、いっそ殺してくれると助かるのう」




　〝殺してくれ〟

　その言葉に、大悟は拳を握り固めた。

　ごく軽い一撃であろうと、その拳は容易く人の命を奪い去る。

　ましてや相手は非力な老人である。

　だが、その老人は死に値する非道を働いてきたことも確かなのだ。




大悟：…………。

一同：…………。




　仲間の視線が大悟に注がれる。

　だが、彼らの位置からは大悟の背しか見えない。

　しばしの沈黙。

　そして、大悟は―――




大悟：……俺おれは天邪鬼あまのじゃくでな。死にたがってる奴やつの手伝いなんか、絶ぜつ対たいにしてやらねぇぜ。

ＧＭ：「……どういう……ことじゃ？」

大悟：今の貴き様さまを殺したところで、清鷹は喜ぶまい。……だが、貴様にはただ死ぬよりも辛つらい道を歩んでもらう。

ＧＭ：「死ぬより辛い？　拷問でもしようと……」言いかけたところで、大悟の表情を見たファウストははっとしたような表情を浮かべる。




　大悟の表情は、静かだった。

　怒りも、憎しみも、悲しみもない。

　人を教え諭す者の威厳が、そこにはあった。




大悟：……貴様の力、人の未来を切り拓ひらく為ために使え。

一同：おおっ！

ＧＭ：「未来……？」

大悟：貴様の所為で苦しみ死んでいった人々が、それで納なつ得とくするとは思えない。……だが、それでも。ただ死ぬよりは余よ程ほど意味のあることだろうさ。償つぐなって償って、償い続けろ。




　たとえファウストを殺したとて、それを咎める者はいないだろう。

　だというのに天花寺大悟は、それをよしとしなかった。

　憎んでも憎みきれない怨おん敵てきの命を、奪おうとはしなかったのだ！




ＧＭ：「償いを……わしが？　どうやって？　できるわけが……ない」

大悟：できるできないじゃない。やるんだよ。お前はまだ生きているし、多くのことを知っているじゃないか！　……方法は自分で考えな。

ＧＭ：「これまで過あやまちを犯おかし続けてきたわしじゃぞ。今いま更さら、そんな……」

フィン：ああもう！　あんたねぇ、大悟兄ちゃんがチャンスくれてるんだよ!?

大悟：いいさ、フィン。俺が言いたいことはこれで終わりだ。あとはファウスト、貴様の好きにするがいいさ。背せを向けて、部屋から出て行く。

フィン：あ、待ってよー。慌てて大悟兄ちゃんについていく。

クリス：不安に思ったときもあったけれど、やはり彼は〝快男児〟だったわね。……さようなら、ドクトル・ファウスト。あなたの〝償い〟が実りあるものでありますように。

ギヨーム：まったく、お人よし揃いだな。こんな男、殺してしまえばよいものを。（ファウストに向かって）……せいぜい励むことだな。もし怠れば、大悟が出るまでもなく私が君を殺しに行くぞ？　そういい残して、私もみんなの後に続こう。

ＧＭ：「あ……」




　最後にひとり、ファウストだけが残された。

　沈ちん黙もくのまま、10分。

　懐ふところから銃じゆうを取り出し、こめかみに銃じゆう口こうを押おし付ける。

　……さらに、10分。

　ファウストの手から、銃が零こぼれ落ちた。

　その手は己の白衣に縫ぬいこまれた鉤かぎ十字の徽き章しようへと伸のび……引きちぎる。

「償いきれるものではないが……よかろう。やれるだけやってみようではないか」

　決意を胸むねに、ファウストもまた、部屋を去っていく。




　―――後年。

　ひとりの老人が、とある小さな病院で息を引き取った。

　第二次世界大戦時から戦後復興期にかけ、戦争で被害を受けた者たちを、人種国籍を問わず救済し続けた人物である。

　戦傷や疫病に苦しむ者。貧困や差別に苦しむ者。

　そういった人々に、老人は我が身を省みることなく、救済の手を差し伸べ続けたのだ。

　死の間際、病床に数多くの人々が感謝の言葉を述べに訪れた。

　だが、現在に至るまで、その老人の名と出自は不明のままである……。







◆Ending 03◆いつか還かえる日の為ために


Scene Player ―――― 大悟






　再び、チベットの村。

　輸送機を降りた大悟たちを出迎えたのは、今にも涙を流しそうな面持ちの千早であった。




ＧＭ：さて。場所はチベットの村から少し離れた場所。傷つきながらも勝利した君たちの前には千早が立っている。吹き荒すさぶ寒風にもめげた様子はない。「お帰りなさいませ、大兄ぃ様、そしてみなさん」

大悟：ああ、ただいま。……ちょっと疲れたが、ま、月旅行も悪くなかったぜ。

ＧＭ：千早は、ほっとしたような表ひよう情じようで君に話しかけてくる。「これで……すべて終わったのですね？　一いつ緒しよに日本へと帰れるのですね？」

大悟：…………。

ＧＭ：「大兄ぃ様？」




　千早の声に、不安の色が混ざる。

　聡さとい彼女は、愛する兄の表情から、その心中を察したのだ。

　大悟は日本へは―――戻らない。




大悟：……なぁ、千早。これから世界は、恐おそろしい時代を迎むかえようとしている。それは、俺ひとりじゃどうしようもないほどに、激はげしい戦いくさの時代だ。

ＧＭ：「…………」

大悟：けど、な。ちっぽけな俺の拳こぶしでも、なんとかできることも……あるんだよ。

ＧＭ：「……わかっておりますわ。今回の事だって、大兄ぃ様は私を……ううん、もっともっと大きなものを救ってくださいましたもの」

大悟：だから、よ。日本にはまだ……戻もどれねぇ。

ＧＭ：その言葉を聞いた千早はそっと目を伏ふせ、何かを堪こらえるようにしている。「あなたは私の大事な兄。……けれど、あなたを必要とする方は世界中に沢たく山さんいますものね」

大悟：……千早……。

ＧＭ：俯うつむきながら、か細い声で言葉を続ける。「……そんな大兄ぃ様を……少しだけ、ほんの少しだけ……お恨うらみ申し上げます……」

大悟：……すまない。

ＧＭ：「けれど、それ以上に……あなたが私の兄であること、誇ほこらしく思います」




　顔を上げた千早の両目からは、大粒の涙がこぼれていた。

　だが、それでもなお、千早は笑っていた。

　兄を送るに涙は不吉。

　ならば莞かん爾じと笑ってみせようと、精一杯の笑顔で愛らしい顔を飾っているのだ。

　それを見て大悟は、己が救われたような気がした。




大悟：……ありがとう。

ＧＭ：「きっと、きっとご無事でお戻りくださいね」

大悟：勿もち論ろんだとも。清鷹とも約束した。あいつの分まで生きるとな。……だから、いつか必ず日本に……俺の故こ郷きように帰る！

ＧＭ：「……はい！　お帰りお待ち申し上げております！」

ギヨーム：行くのか、大悟。

大悟：ああ。聞いての通りさ。

クリス：次はどこへ行くつもり？

大悟：さーて、な。昔、誰かにも言った台詞せりふだが「風の吹くまま気の向くまま」って奴さ。

クリス：ふふ、あなたらしいわね。

フィン：……また離れ離れかぁ。

大悟：なに、縁があればどっかで会えるさ。フィン、しっかり勉強して立派になれ。俺みたいなヤクザな大人にはなるなよ。

フィン：うん、立派な……大悟兄ちゃんみたいな大人になるよ！

大悟：やれやれ。クリス、ギヨーム。お前らも元気でな。

クリス：もちろん。わたしは、祖国を元通りにした後、静かで楽しい余生を送るのが夢だもの。

ギヨーム：元気で怪盗稼業に励むというのも妙な感じだが……ま、それなりにやっていくさ。大悟こそ、つまらんところで死んだりするなよ。

ＧＭ：「大丈夫！　大兄ぃ様は、たった今、約束してくださいましたもの！」

ギヨーム：なるほど、な。

大悟：さて……行くとするかな。千早、お前も元気でな。……千早の頭を撫なでて、背せを向けて去っていく。

ＧＭ：「大兄ぃ様も、いと久ひさしく健やかに！」




　背には、愛する妹の声。

　振ふり返りはしない。

　ただ右手を突つき上げ、握にぎり拳こぶしで応こたえるのみ。

　大悟の眼がん前ぜんに広がるは、荒こう涼りようたるチベット高原。

　道のりは険けわしく、果てしない。

　だが、大悟は……口元に涼すずやかな笑みさえ浮かべ、最初の一歩を踏ふみ出した！







◆Ending 04◆さらば愛いとしき快かい男だん児じ


Scene Player ―――― All the members!






　かくて、ひとつの戦いは終わった。

　だが〝嵐あらし〟が過すぎ去ったわけではない。

　彼らの本当の戦いは、これからなのだ……。




ＧＭ：では、ここから先はみんなの〝その後〟を演えん出しゆつするとしよう。ひとりひとりのエピローグだ。……まずはクリスから。何か希望はあるかな？

クリス：ええと、わたしはあの後、千早を日本まで送り届とどけて、しばらく家に厄やつ介かいになっているということでいいでしょうか？

ＧＭ：了りよう解かい。では、天花寺邸の庭先からシーンを始めようか。




　一九三九年、三月。

　天花寺家の庭では、桃ももの花が綻ほころび始めていた。

　春の穏おだやかな風に吹ふかれ、庭先でティータイムを楽しむクリスと千早の手元に可か憐れんな花か弁べんがはらりはらりと二、三片ぺん。




ＧＭ：しばらく逗とう留りゆうするうちに、千早と君はすっかり打ち解とけた間あいだ柄がらとなった。今日もお茶を飲みながら桃の花を愛でている。「……風が温くなりました。もうすっかり春ね」

クリス：日本の春は、とてもよいものね。

ＧＭ：千早は、ふと悲しげな表情を浮うかべる。「けれど、この日本に……いいえ、世界全体に吹ふく風は、どんどん冷え込こむばかり」

クリス：こくりと頷うなずいて、不意に立ち上がります。……そろそろ欧州ヨーロッパへ戻もどるわ。もう、準備はしてあるの。

ＧＭ：「欧州に吹く風は、ことさら厳きびしく……まるで冬の嵐のようだと聞いています」

クリス：ええ、だからこそ行くのよ。わたしの祖そ国こくが、愛するドイツがある場所だもの。

ＧＭ：寂さびしげに微笑ほほえみながら、千早は言う。「もし、大兄ぃ様にお会いしたら……よろしくお伝えくださいな。……それと、『たまには顔を見せに来い』って！」

クリス：ええ、わかったわ。千早、短い間だけど楽しかったわ。

ＧＭ：「私もよ、クリス。……どうか、無事で。約束よ」そう言って千早は君の右手を両手でぎゅうっと握にぎり締しめる。

クリス：あなたもね、千早。またいつか遊びに来ます。……また会う日まで、元気で！




・クリステル・フォン・エッシェンバッハ

　第二次世界大戦勃ぼつ発ぱつ後ごもナチスと戦い続ける。

　シャルル・ド・ゴールの自由フランス、チトーのパルチザンといった抵てい抗こう軍の中に彼女の姿すがたを見たと証しよう言げんする者は多い。

　戦後は亡ぼう父ふの後を継ついで政せい治じ家かとなり、祖国ドイツ復ふつ興こうに半生を捧ささげた。

　一九八九年、ベルリンの壁かべ崩ほう壊かいと東西ドイツ統とう合ごうを見み届とどけた後、欧州の小国ヴォルスング公国に隠いん棲せい、静かな余よ生せいを送る。
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ＧＭ：次はギヨームだな。

ギヨーム：うむ、実はもう考えてある。今回の冒ぼう険けんから程ほどなくして、私は予言書を手放すことになるのだ。

ＧＭ：ほう！　……誰だれか後こう継けい者しやに託たくすとか、そんな感じ？

ギヨーム：そうそう。




　フランス、パリ。

　ギヨームは、カフェで新聞を読みながらうららかな午後のひとときを過すごしていた。

　彼は今、予言書がもたらした最後の啓けい示じに従したがうべく〝ある人物〟を待っているのだ。




ＧＭ：君が新聞を読み終えようかという頃、十四、五歳さいくらいのやんちゃそうな少年が、石いし畳だたみにつまずき、君の席へと倒たおれ込こんでくる。「痛ってぇー！　……あ。ごめんよおじさん！

ギヨーム：……いや、別に構かまわんよ。怪け我がはないかね？

ＧＭ：「うん、なんとか」ちなみに、君の予言書は今の衝しよう撃げきでテーブルから落ち、ページがめくれてた状じよう態たいになっている。もちろん、白紙のままだ。

ギヨーム：まぁ、そうだろうな。

ＧＭ：だが、少年は本を拾い上げながら次のように言う。「ごめんね、高そうな本を。……ふぇぇ、なんだか難むずかしそうなことがびっしり書いてあるねぇ」

ギヨーム：眼めをカッと見開いて訊たずねるぞ。……少年、読めるのかね？

ＧＭ：「バカにしないでよ、これでも学校はきちんと通ってるんだ」と、白紙のページを指差しながら不満気に言う。

ギヨーム：（頷うなずきつつ）そうか。ならばそれは……君の物だ。君がノートルダムの後継者だ。

ＧＭ：「……え？」

ギヨーム：（にやりと笑いながら）世界の未来、君に託たくしたぞ。言い終えると同時に、一陣じんの風が吹ふいて少年の視し界かいを遮さえぎる。……次の瞬しゆん間かん、私は忽こつ然ぜんと姿を消している。

ＧＭ：では、少年はきょろきょろと周囲を見回した後、小首を傾かしげながらも、予言書を大事そうに抱かかえなおし、再び街の雑ざつ踏とうの中へと消えていく……。




・ギヨーム・ド・ノートルダム

　予言書の力は失ったものの、その後も〝怪かい盗とう稼かぎ業よう〟に専せん念ねんする日々を送る。

　大戦最末期、ドイツから逃のがれるナチス敗残兵を追う内に、南極大陸で〝驚おどろくべき秘ひ宝ほう〟を発見し、その封ふう印いんを行う。

　戦後、密かに蓄えていた資金を元手にギヨーム財ざい団だんを設せつ立りつ。

　福ふく祉し財団として恵めぐまれぬ人々に救きゆう済さいの手を差し伸のべる一方、危き険けんな〝秘宝〟を探さがし、封印する者たちを援えん助じよし続けている。
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ＧＭ：お次はフィンの番。

フィン：ん。それじゃあ、とりあえずＭＩ６に戻るところから始めていいかな。

ＧＭ：うむ、了解。




　ＭＩ６本部。

　戦いから戻ったフィンの顔を見て、ヒュー・シンクレアは微かすかに驚おどろきの表情を浮うかべた。

　子こ供どもだとばかり思っていた部下が、いつのまにか大人の顔になっていたからだ。




ＧＭ：ヒュー・シンクレアは君を見るとひとつ頷き、ねぎらいの言葉をかける。「お帰り、フィン。……よくやってくれた。ありがとう」

フィン：じゃあ、頭を搔かきながら言う。……〝総統〟って奴さ、色々と問題のあった機械だけど、あの予よ測そくは間違ってないんじゃないかなって思えるんだ。

ＧＭ：「人類が破は滅めつする、というアレかね？」

フィン：うん。……戦争、もうすぐ起こるんでしょ？

ＧＭ：「まぁ、な……。もはや衝しよう突とつは避さけえぬところまで来てしまっている」

フィン：やっぱり、ね。

ＧＭ：「だから、〝ｓ〟スモール・エス、君のようなエージェントの出番はこれから益ます々ます……」

フィン：（遮さえぎって）〝ｓ〟は今日で引いん退たいだよ。

ＧＭ：「……なんだって？」

フィン：この一年くらいでよくわかったんだけど、結局のところ、僕だけが使える発明品なんて意味なかったんだ。それって、ナチスの秘ひ密みつ兵器と変わらない。

ＧＭ：「…………」

フィン：誰もが使えて、誰もが幸せになるような……そんな物を作らなきゃいけないってわかったんだよ。

ＧＭ：最初はあっけにとられていたヒュー・シンクレアだが、やがて妙みように嬉うれしそうな笑みを浮かべる。「そうかそうか。……で、これからどうするつもりだね？」

フィン：（きっぱりと）勉強するよ。きちんと勉強して……それで、みんなの役に立つ機械を作れる大人に……大悟兄ちゃんみたいな立りつ派ぱな大人になるよ。

ＧＭ：「……わかった。ならば、私に引き止める権けん利りはないな。未来の君に期待しているぞ、フィン・ブースロイド！」

フィン：任まかせといてよ！　相あい棒ぼうだったトランクをＭＩ６の倉庫に放ほうり込こんで、出て行こう。




・フィン・ブースロイド

　第二次世界大戦勃発後は、ドイツ軍のイギリス本土空くう爆ばくに悩なやまされながらも勉学に励はげむ日々を送る。

　その後、機械工学の博士号を取得。その業ぎよう績せきはもとより、研究室に閉とじこもることもなく、必要に応おうじてあちこちを飛びまわる異い色しよくの科学者として知られることとなる。

　なお、フィンから天花寺大悟の活躍を聞き感銘を受けたある英国人青年は、後にＭＩ６へと入った。快男児の志を受け継いだその人物は、やがて最高のエージェントとして裏の世界に名を轟かすこととなる。
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ＧＭ：それぞれが、それぞれの道を歩み……そして最後は天花寺大悟！

大悟：おう！




　時は一九三九年。

　ナチスドイツが世界を巻まき込む大戦争を引き起こす、運命の年。

　昨日より今日は昏く、

　今日より明日はなお暗い。

　世界は繰くり返し時を刻きざみながら、遂ついに〝第二次世界大戦〟へと突入した

　人類の歴史は黄昏時たそがれどきを越こえ、闇やみと嵐の時代が訪おとずれたのだ。

　一切の光明は絶たたれたかに見えた。……だが！




　―――欧州ヨーロッパ、さる都市の路ろ地じ裏うら。

　瞳に意い志しを秘ひめた少年が、可憐な少女を庇かばうように立っている。

　少年の視し線せんの先には、欧州を燎りよう原げんの火の如ごとく蹂じゆう躙りんするナチスの兵士たち。

　屈くつ強きような兵士に抗あらがうには、少年はあまりにも非ひ力りき。

　だが、それでも。

　少年は少女を守ろうと、彼女を背に庇かばいつつ狼たちを睨にらみ返す。




ＧＭ：……無む情じようにも兵士は手にした銃じゆ剣うけんを突つき出し、少年を刺さし貫つらぬこうとする！

大悟：待ちな！




　横合いから風が吹ふき、銃剣を構かまえた兵士が吹き飛ばされた。

　次の瞬間、少年の眼前に山がそびえ立っていた。

　それは背せ中なかだった。まるで山のように大きく、頼もしい、男の背中だ。




大悟：振ふり返らず、その少年に声をかける。……よく頑がん張ばったな、坊ぼう主ず。

ＧＭ：大悟の顔を見た兵士たちの間に、動どう揺ようが走り……それはやがて戦せん慄りつへと変わる。「ヒィッ！　こ、こいつ、この顔……まさか……まさかまさかまさかぁぁぁぁぁっ！」

大悟：随ずい分ぶんと顔が売れちまったもんだなぁ。兵士たちの方へと一歩足を踏ふみ出すぜ。

ＧＭ：君の背はい後ごでは、少年が恐おそる恐る大悟に訊ねる。「あ、あの……あなたは一体……？」




　肩かた越ごしに男は振り返り、少年に微笑みかけた。

　見る者の心に、勇気という名の炎ほのおを灯してくれる……そんな、破は格かくな笑みだった。

　男は、深く澄すみ渡わたるような声で、少年の問いに答えた。




大悟：天花寺大悟……日本人だ！





―――ダブルクロス・リプレイ・トワイライト・完








シャルル・ド・ゴール（一八九〇～一九七〇）　フランスの元・大統領。ナチス占領下のフランスにおいて、抵抗勢力〝自由フランス〟を率いて戦った人物。

チトー（一八九二～一九八〇）　ユーゴスラビアの元・大統領。ナチスに占領されたユーゴスラビアを解放するため、抵抗運動〝パルチザン〟を指揮した。























あとがき






　かくて快男児たちは風と共に去り―――




　はい、こんにちは。田中天です。

『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト３　さらば愛しき快男児』、お楽しみいただけましたでしょうか？

　最初に述べましたように『トワイライト』シリーズは本巻を以って完結となります。物語のしめくくりに恥じない作品であったと皆様に納得していただけるよう、全力を注ぎ込みました。

　思えば、シリーズでリプレイを手がけるのは初めてのことでした。毎回、試行錯誤の連続でしたが、周囲の暖かい励ましと、皆様からのご声援のお陰でここまで辿り着き、なんとか大団円を迎えることができました。ただただ、感謝するのみです。




　……さて、ここから先は恒例の各話ネタバレ解説が始まりますのでご注意ください。本編未読の方はＰ４に戻り、改めてここまで読み進めるのがよろしいかと。

　もし未読であっても「バカヤロォ！　本はネタバレから読むのがいいんじゃねぇか！」という特殊な趣味の方はこのままゴー！




●第一話　快男児故郷に帰る　～帝都壊滅計画～

　私は、時代劇が大好きです。スカッとする痛快チャンバラはもちろん好物とするところですが、なにより好きなのは日本的な哀愁を帯びた「やるせなく、ほろ苦い」物語です。

　日本編を描くに当たり注意したのは、この哀愁をいかに演出するかという点です。

　親友・清鷹との心の交流と、避けえぬ対決……それを印象的に描くため、セッションの中盤は特に静かに抑え気味のマスタリングを心がけました。神楽坂での哀しい酒宴、帝都地下での激突……大悟のプレイヤーである稲葉氏の見事なプレイングもあり、プレイヤー全員が「かっこいいかっこいい！」と盛り上がること盛り上がること。

　まぁ、その甲斐あってか、マシーネン・ヤーパン云々の展開では、全員を抱腹絶倒の笑いの渦に叩き込むことができました。……清鷹には、ちょっと悪いことしたかなぁ。




●第二話　快男児よ永遠に　～降臨！　恐怖の月面総統!!～

　月面総統。

　この、バカバカしくも壮大な響きのある単語を思いついたのは『トワイライト』シリーズ立ち上げのかなり初期段階でのことです。当時のメモを、ここで本邦初公開。




　アドルフ・ヒトラーは宇宙人だった！　封印していた記憶が蘇り、ヒトラーは己が太古に宇宙より飛来した超存在であったことを知る。

「帰りたい」

　生きとし生ける者すべての命をエネルギーとして、故郷であるスペース千年帝国への扉を開けんともくろむヒトラー。彼は、古代ナチスより伝えられし忍法・邪神転生により月と融合し、恐怖の〝月面総統〟へと神化を果たすのだった。

　嗚呼、東邦の快男児よ！　君は悪しき野望から世界を救うことができるか!?




　……と、このような感じ。あまりに突飛すぎるのと、ラスボスともいえるヒトラーを倒してしまったら、ユーザーさんがウィアードエイジを使って遊びにくくなってしまうだろうということで没になりました。でも、今読み返すと結構イケてるかも。いつか再利用しよう。

　ただ、月面という舞台が魅力的であることも確か。ならばヒトラーの代わりに月面にて待ち受けるラスボスをっつーことで創造したのが、〝総統〟です。

　〝狂ったスーパーコンピュータ〟は、過去のＳＦ小説や漫画において何度も使用されてきた由緒正しい〝人類の敵〟です。その外見は、手塚治虫先生が描いた傑作漫画『火の鳥』の未来編に登場する正統派イカレコンピュータ〝ハレルヤ〟をモチーフとしました。

　なお、今回シナリオ最大の焦点として考えていたのは、「ファウストの処遇」です。

　シャンバラ基地ごと滅びるに任せるもよし、正義の鉄拳で打ち倒すもよし。大悟がどのような決断をしてもシナリオが進むよう、幾つかのルートを用意しておきました。

　ただ、「〝指環〟の自壊コード」については、ファウストを説得することでしか手に入らないものとしておきました。

　助ける理由のない……むしろ殺したところで誰も咎めぬであろう外道を説得しなければならないとは、ゲームのシナリオとしてはかなり反則気味の仕掛けです。

　ですが私は大悟が……この東邦の快男児が、そう答えてくれることを期待していました。もちろん、ただ「許す」のではなく、それ以上の答えを。

　結果は、みなさんもご覧の通り。

　大悟の選択が本当に最良のものであったかどうかは、読者の皆様の判断にお任せします。なお、私自身（そして他の参加者全員）は、セッションの結果に大変満足したということを書き添えておきます。

　ともあれ、これで天花寺大悟たちの大冒険は、ひとまず幕。実は一巻のあとがきに書いた『快男児ＶＳスペースナチス』『シャンバラを征く快男児』というネタを回収できたことにささやかな達成感を抱いております。

　さて、つらつらと述べて参りましたが、そろそろ〆のお時間です。最後に、関係諸氏へのお礼を述べさせていただきます。

　まずは、本書の出版にご尽力くださったすべての方々へ。私の拙文に〝本〟という姿を与えてくださってありがとうございます。

　次にプレイヤーである稲葉義明、小太刀右京、細野君郎、矢野俊策の四人へ。君らがいてくれたから、シリーズのラストまで楽しい物語を紡ぎ続けることができた！　今までありがとう＆そしてこれからもよろしく。

　しろー大野先生へ。あなたの豊かな想像力と確かな筆致によって生み出された絵の数々は、文字設定の塊に過ぎなかった〝ウィアードエイジ〟という世界に、瑞々しい生命を与えてくれました。『トワイライト』シリーズが好評を得られたのも、あなたという絵師がいてくれたからこそです。本シリーズはここで一応の幕引きということになりますが、いつかまた、あなたと仕事をご一緒できる日が来ることを願って止みません。

　そしてなにより、読者である〝あなた〟に。

　読んでくれて、本当にありがとう。これからもよろしく！





二〇〇七年七月十日　田中天












ダブルクロス・リプレイ・トワイライト３




さらば愛しき快男児








田中　天／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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